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「九州体育・スポーツ学研究」投稿規程

1.本誌への投稿は、原則として九州体育・スポーツ学会会員に限る。但し、編集委員会が必要と認めた場合には、会員以

外にも寄稿を依頼することがある。

2.投稿内容は、総説・原著論文・実践研究・研究資料・短報・研究上の問題提起とし、完結したものに限る。

3.投稿原稿の掲載可否および掲載時期については、編集委員会において決定する。

4.本誌に掲載された論文の著作権は、九州体育・スポーツ学会に属する。

5. ヒトを対象とする研究は、ヘルシンキ宣言の精神に沿ったものでなくてはならない。

( fhttp:/www2.kpu-m.ac.jprJkpum/toukoukitei/hemsinki.htmJ参照)

6.原稿の作成は下記の要領による。

1 )原稿の表紙には、(1)題目・著者名・所属機関、 (2)その論文の内容が主として関係する研究領域、 (3)総説・原著論文・

実践研究・研究資料・短報・研究上の問題提起の別、 (4)代表者の連絡先を明記する。

2 )和文原稿は、原則としてワードプロセッサーで作成するものとし、 A4判縦型横書き、 40字20行とする。

3 )総説・原著論文・実践研究・研究資料の和文原稿には、別紙として、英文による題目・著者名・所属機関と抄録 (300

語以内)、 5語以内のキーワードを添える。さらに、抄録の和文訳と和文キーワードを添付する。

4)英文原稿の場合は、 A4版縦型用紙にダブルスペースで印字する。総説・原著論文・実践研究・研究資料の英文原稿

には、別紙として.、和文による題目・著者名・所属機関および抄録 (600字以内)を添える。

5 )総説・原著論文・実践研究・研究資料は、原則として 1編につき、刷りあがり10ページ以内とする(図表・抄録など

を含めてワードプロセッサー使用の場合約15枚、 400字原稿用紙約30枚で、英文原稿の場合は刷り上がり 1ページが約

600語である。)。

規定ページ数を超過した場合、あるいはカラー印刷・その他特殊な印刷を必要とする場合は、その実質を投稿者が負

担する。

6 )図や表には、通し番号とタイトルをつけ、本文とは別に番号順に一括する。図表の挿入箇所は、本文原稿の欄外に、

それぞれの番号を朱書きして指示する。挿図は、図中の文字や数字が直接印制できるように鮮明に作成する。写真は白

黒の鮮明な画面のものとする。

7 )文中での文献の記載は、原則として著者・出版年方式 (au出or-datemethod)とする。また、引用文献は、本文の最

後に著者名のABC順に一括し、定期刊行物の場合の書誌データの表記は、著者名(発行年)論文名、話;名巻(号): 

ページの順とする。詳細は(社)日本体育学会「体育学研究j投稿の手引きに準ずる。

( (社)日本体育学会ホームページ fhttp:/wwwsoc.nii.ac.jp/ispe3/Jを参照)。

8 )提出する原稿は、オリジナル原稿と著者名および所属機関を削除したコピー 2部の合計3部とする。

9)提出する原稿は、公正な審査を期すため、謝辞および付記等は原稿受理後に書き加えることとする。

7.掲載論文の別刷りを希望する者は、著者校正の際、その必要部数をゲラ刷りの表題のページに明記する。この場合の実

費は全額投稿者負担とする。

8.原稿は、九州体育・スポーツ学会事務局に送付する。

〒891-2393 鹿児島県鹿屋市白水町1 鹿屋体育大学内

九州体育・スポーツ学会事務局長 山崎利夫

付則

本規程は、 2008年8月31日より施行する。



〈丸州体育・スポーツ学会第59回大会(平成22~同月 27.....29日庖児島女子短期大学}発表抄録集〉

1.学会企画シンポジウム

体育・スポーツ科学の社会貢献

司会:桧垣靖樹(福岡大学) 谷口勇一(大分大学)

演者:征矢英昭(筑波大学) 橋本公雄(九州大学) 根上.僚(宮崎大学)

2.専門分科会シンポジウム

第1専門分科会シンポジウム

スポーツ界のパラドックスがもたらすトップアスリートの不品行問題 ……...・H ・..…H ・H ・...…...・H ・..…….....・ H ・ 3 

司会・進行:山下和彦(福岡大学)

コーデイネーター:磯良治久(九州工業大学)

シンポジスト:榊原浩晃(縮問教育大学) 山本教人(九州大学) 杉山佳生(九州大学)

第2・4合同専門分科会シンポジウム

鷲泳のスポーツバイオメカニクス最前線 ...・H ・..…………...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H・H ・H ・.....・H ・H ・H ・....・H ・...・H ・..… 5 

司会・進行:井上伸一(佐賀大学)

コーデイネ}ター:柴原淳(佐賀大学) 桧垣蛸樹(楠岡大学)

シンポジスト:府内勇希(西日本短期大学) 尾関ー将(福岡大学) 荻田 太(鹿屋体育大学)

第3専門分科会シンポジウム

「小一中J接続を見据えた実践から見えてくるものー小学校における実践を踏まえて一 …………H ・H・...…… 8 
世話人:原因奈名子(京都女子大学)

司会・進行:中島懲子(中村学聞大学)

コーディネーター:則元宏、郎(熊本大学)

シンポジスト:五代孝鮪(草牟田小学校)

第5専門分務会シンポジウム

一貫指穏におけるジュニアからシニアにかけてのコーチングについて ...... ...・H ・..….....・H・...・H ・H ・H ・..…...・H ・ 9

司会・コーデイネーター:田口正公(福岡大学)、池上寿仰(佐賀大学)

シンポジスト:吉i畢 新(稲岡県スポーツ科学情報センター)

楢崎教子(縮問教育大学) 山崎一彦(福岡大学)

3.研究推進餐員会企画セッション

会場①:司会:井上勝子{熊本学園大学)

1 )小学校環境を用いた子どもの身体活動促進のための介入プログラムの開発と実践 H・H・H・H・...・ H・....・ H・...… 13 

演者:藤原大樹(九州大学大学院)

2)保育者の主観により判別された活動・不活動児の研究 ...・H ・...…...・M ・..………...・H ・..…………H・H・......・M・. 14 

演者:背山優子(平成音楽大学)

会場②:司会:榊原浩晃(福岡教育大学)

1)スポーツチームにおけるチームパフォーマンス予測モデルの研究

ーモデルに含まれる 3つの概念の因子構造の検討・H ・....・H・H・H・...・H ・..… H ・H ・...・H ・.......・H・-…….. 15 

演者:Oi可樟慶太(九州大学大学院) 杉山佳生(九州大学) 中須賀巧(九州大学大学院)



2)大学体育における知識・能力の形成ーフィットネス授業を中心に・M ・...……………H ・H ・-……………・・ 16 

演者:0笠井妙美(東海大学) 西国明史(西九州大学短期大学部)
締原一貴(尚鋼大学) 則元志郎(熊本大学)

4.スチューデントセッション

体育スポーツ学の行方ー独創性と学際性の視点から一 ... ...・H ・...・H ・....・H・...………………...・H・H・H ・..…H ・H ・..... 17 

司会:谷本英彰{九州大学大学院)

演者:星崎貸行(福岡大学大学院) 瀬戸川将(鹿児島大学大学院) 内倉康二(大分大学大学院)

5.ラウンドテープルディスカッション

行動科学にもとづく大学体育授業研究 ・H ・H ・..…...・H・.....・H・.....・H ・..…...・H ・...…...・H・-…………...・H ・....・H ・...….. 19 

司会:飯干明(鹿児島大学)

演者長岡良治(鹿児島大学) 磯良治久(九州工業大学) 内田若希(北九州市立大学)

6.ー餓研究発表〈口頭発表〉

アピスパ福岡サボーターの享受形態に関する一考察ーサボーターグループに焦点を当ててー ……"・H・H ・"・H ・H・21 

0深田忠徳(名桜大学)

相対的年齢 (RelativeAge)としての生まれ月と高度スポーツへの社会化ーサッカー一 …...・H ・....・H・.....・H ・... 22 

0岡田猛(鹿児島大学)

女子学生選手におけるチーム依存と自律の関係ーグループワークトレーニングと半構造化面接と通してー …… 23 

0今村律子・坂元端書・山本勝目B・11100 剛(稲岡大学) 横山千尋(福岡大学大学院)

大学生陸上競技選手の主体性構造に関する探索的研究一男子400mハードル選手の特徴把揮に焦点化してー…… 24 

0新築尚行(大分大学大学院) 谷口弱ー(大分大学) 甲斐義一(大分大学大学院)

チームスポーツにおける共通認識を高めるための心理的介入

一研究1:認知トレーニングに用いる暁像の検証・ H ・…...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・......・ H ・...…....・H ・......・H ・..…・・ 25 

0横山千尋(徳岡大学大学院) 山本勝昭・徳島了・今村律子・川商剛(福岡大学)

オリンピックメダルとメダリストのメディア言説 …"・H ・H ・H・H ・...・H・....・H ・......・H ・..……......・H ・..…………...・H・.. 26 

0山本教人(九州大学)

AEDの運搬距離と応答者の走力との関係

一一次救命処置におけるレスポンスタイムとB凶環境に関わる評価一 ...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.....・M ・………… 27 

0岩船昌起(志畢館大学}

野外教育の防災教育への展開ーいのちを育てる街づくりを過してー “H・H・H ・H ・............…......・H・.....・H ・...・H・.. 28 

0柳敏晴(名桜大学}

ボランティア行動が精神的健康に及ぼす影響 …...・H・....・H ・....・H ・..…...・H・-…H・H ・...・H・-……H ・M・...・H・-………….. 29 

0小松智子(九州大学大学院) 橋本公雄{九州大学)



運動・スポーツに伴うメンタルヘルス向上効果のモデル構築 .....・H・...・H ・....・ H・-…H ・H ・...・H・..…H ・H ・.....・H・...・H・. 30 

0橋本公雄(九州大学)

身体機能維持用タッチパネル型装置の運動効果検証 ....・H・...・H・H ・......・H ・..……・…...・H ・...・H ・.....・ H ・-……...・M ・.... 31 

0金柿貴也・背木振-(崇城大学大学院) 背木恵子(尚綱大学)

坂下玲子(熊本大学) 井上勝子(熊本学岡大学)

105lan (佐世保ー島原岡)ウオークラリー中の運動強度とエネルギー消費量 ……...・H ・..…・….....・H ・....………... 32 

0岡崎寛実・高村恒人(長崎県立大学大学院) 石井聡(長崎県体育協会) 網分懲明(長崎県立大学)

最大下有酸素佳作業能力と動脈スティッフネスの関係

一最大下有酸素佳作業能力の健康関連体力指標としての可能性一 .............・H ・....・H ・..…………...・H ・....・H・-…・・ 33 

0松原建史・小池城司・柳川真美(福岡市健康づくりセンター)

触覚デバイスを用いた触覚・視覚・聴覚の相互関係の考察ー感覚の統合についてー ……...・H ・...・H ・....・H ・-……'34

OJII端俊一(鹿児島大学) 川畑匠朗・山田正文{鹿児島大学大学院)

柳回型番{鹿児島大学) 塗木淳夫・渇ノロ万友(鹿児島大学大学院)

磁気刺激による筋疲労抑制効呆の研究一筋電図、筋音図およぴ発偲筋力による評価一 ………………...・H ・-……・ 35 

0江崎臨洋(鹿児島大学) 内田公介・塗木淳夫・湯ノロ万友(鹿児島大学大学院)

小学校における fからだ育てjに関する実践的研究 ........…・…………………………・・……・・・……………・………・ 36 

0村末勇介(伊敷台小学校)

教育隷程編成から読み解く身体教育の位置づけの検討ー教員養成系科目における実験的授業の報告ー ………… 37 

0西迫貴美代{鹿児島県立短期大学)

高等教育における体育授業に期待する要因と諸要因との関連 ・….........……・…・……...・H・.......・H ・……....・H・...…. 38 

0井藤英俊・背柳領(福岡大学)

中学・高校生のスポーツ観形成の実態 一束アジア地域の比較分析を中心に一 "……・:…………………-………・・・・ 39 

0松崎大輔{山口大学大学院} 海野勇三(山口大学) 中島憲子(中村学聞大学)

大学における体育教師教育の課題 (1)ー特に指導観の自己形成をめぐってー …...・H ・...…………...・H ・..…...・H ・. 40 

0海野勇三(山口大学) 中島憲子(中村学園大学) 鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

大学における体育教師教育の課題 (2)

一特に初等学桟教育における『学級担任制ー教科担任制jをめぐってー …………...・H ・.......・H ・……・・…………… 41 

0中島憲子{中村学園大学) 海野勇三(山口大学) 鐘ケ江淳一{近畿大学九州短期大学)

オッズ比によるプロ野球ホームアドパンティジの検討 H ・H・...・H ・..…………………………………・………・……H ・H ・. 42 

0背柳領(福岡大学)

幼児の逮動能力のこ極化傾向と性、年齢、体力要素および運動技能の関連 ….....・H・.....・...…..~…...・H・-………… 43 

0池田孝博(福岡県立大学) 青柳領(福岡大学)



男子ハンマー投げにおける f空ターン練習jの動作ポイントの解明
一両足支持期の身体の倒れ込みによる身体軸と地面反カから着目してー …...・H ・....・ H・.....・H ・...…H ・H ・...・H ・........ 44 

0田中 透(鹿屋体育大学大学院) 瓜田吉久・金高宏文(鹿屋体育大学}

サッカーの守備職術に関する研究ーペナルティキックに着目して・H ・......・H ・....・H ・......・ H ・..…"・H ・H ・H ・H ・... 45 

0島崎弘規(佐賀大学大学院) 坂元康成・池上寿仰・稲本敏雄(佐賀大学)

7.一般研究発表〈ポスター発表}

渡趨昇の安政4年江戸遊学説に関するー考察ー遊学時期についてー ・H・H ・H ・H ・..…………….................・H ・...… 47

0田端真弓{鹿屋体育大学大学院) 山田理恵(鹿屋体育大学) 榊原浩晃(福岡教育大学}

幕末維新期鹿児島滞川遊郷校における英式調練と体操 H ・H ・......・H ・...・H ・...…...・ H ・........・ H ・......・H ・H ・H ・.....・ H ・...… 48 

0竹下幸佑(筑波大学大学院) 榊原浩晃(福岡教育大学)

f学校体育指導要綱J(昭和22年)及びその参考書にみる体育連論
一改訂学習指導要領の「体育理論Jについて考えるために一 …...・H ・.....・H ・..…...・H ・.......・ H ・...・ H・.....・H ・....・H ・... 49 

0榊j康裕晃{稿問教育大学) 田端真弓(鹿屋体育大学大学院)

児童版運動継続化の蝶旋モデル構築に関する試験的試み ...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・..…...・ H ・......・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・50 

0谷本英彰(九州大学大学院) 橋本公雄(九州大学)

腕目標到達課題における反応時間と正確性の左右差 …………H ・H ・.....・H ・.........・H ・.......・H ・.....・H ・...…...・H ・..…… 51 

0山内正設(長崎大学)

ウォーキングに伴う感情変化の規定要因の検討 …...・H ・....・ H・....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.........・H ・........・ H ・........・H ・. 52 

0本多英美子(九州大学大学院) 橋本公雄(九州大学)

運動場面における防衛的悲観主義尺度の検討

一成功・失敗場面における帰属傾向及ぴ目標志向性・特性不安との閑迷一 …...・H ・.....・H ・..…...・H ・....・H ・......・H ・.. 53 

0肥後秀樹(鹿屋体育大学大学院) 森 司朗・中本浩栂{鹿屋体育大学) 水落洋志(鹿屋体育大学大学院)
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く学会企画シンポジウム〉

全体テーマ:体育・スポーツ科学の社会貢献

司会:桧垣靖樹(福岡大学)

演者:征矢英昭(筑波大学)

谷口 勇一(大分大学)

橋本公雄(九州大学) 根上優(宮崎大学)

企画

第日~駒田大会では、大学体育と運讃蹴の未来形

成に焦点を当て大学体育の内自娘点より“あるべき安'

を討論した。無9回大会では、視点を内からタい向け、

現代位会の抱える課題に対して体育・スポーツ科学は

どのように対処していくべきか、祖会貢献をキーワー

ドにこれからのピジョンを語るシンポジウムを企画し

た。

1.智会に生きる心窃統合スポーツ科学について考え
る

征矢英昭(筑波大学)

柔道¢槍l肱緒として知られる嘉納治五郎は今年で

生誕l回年を迎える。その恵念、“精力替用"広から

だの鍛錬を通じtd齢制彦養〈修乙、)の箆要性を説く。折
しも平成21年、中等教育で武道が必修化され、その意

義をめぐり議論カ絶えないが、武道のそうした効呆を

考えれば、まさにタイムリーな改革と前向きに捉える

こともできる。昨今の先進国では、グローノ〈ル化令都

市化の進行に伴い、元気であるi討aの子どもの心身に

さえ活力低下品官自治宝影を落とすユ我が国の学術会議も、

青少年の体力、学カの低下に加え怠欲の低下を確認し、

これに対処することこそ国家の急務と論じている(学

術会議糊報告、 200η。果たして体育・スポ}ツ、そ

して武道にどんな寄与ができるのか?

最近、脳科学研究が興隆し、多くの知見がメディア

を賑わしている。豊かな環境キ湿動で脳の可塑が高ま

ることが報告され注目を集める一方、商業ペースの脳

トレブームが巻き起こっている。マスコミや母親たち

は、汗かき労を伴う運動・スポーツに勤しむよりも、

コンピユ}ターを手1朋し矧菌トレーニング舗トレ)

に興味をそそられている。しかし、奥場探b瞥告も猪

せられている。ロンドシ大学による1万人規模の疫学

調査によれば偽tsnelsonら，Natぽ鳥201ω、脳トレ
の実施はゲーム成績を向上させるも論理的思考カや短

期記憶の成績はほとんど向上せず、健常人における思

考カや記髄げよど、認知磯飽を高める効鼎まないことが

判明。臓まかり鍛えていても，乙吻'の統合的な発溜ま望

めないことは明白である。では、運動とは、武道とは、

実践にこどもの身心の統合性(健全さ)にどんな影響

を与えうるのか?運動器系や湖面への効果は明らか

になってきてはいるが、果たして、からだ針重じてた

くましい心捌践できるのヵ、そろそろ科学的な証拠

を挙げ、母親たちにも明確な税関をするべき時に来て

いるのではないだろうか?

我々は、本年4月より、文科省の糊U経費プロジェ
タト(4年間)として、 fたくましb、むを育むスポーツ科

学イノベーションJ(http://凶nis.Tai出L
tsukt蜘.8C. jp / press'"ωteg町 /12f)を発足させた。
このプロジェクトは身'Ju瀬?合スポーツセンター(Body
and Mind 1ntegrated Science CB雌1S)Center)を拠
点として認矧餅ヰ学キ認知工学的手法を導入した革新

約椀間体制を組織し、東網句身体技法や武道を含め

td轍にも光を当て、身体運蜘沌湯'に及ぼす統合的
な効呆ゃそうした効果を生みだす宥効な運動プログラ

ムのあり方を間い直すことに目標に置いている。

プロジェクトはまだその端緒についたばかりだが、

何気なb慢い運動明舗蹄の楽しさが，じゅ安定化キ穏

無職能の促進に有効とする最新の知見を織り交ぜなが

ら、体育・スポーツのあり方、とりわけその祖会に寄

与できる体育・スポーツ科学の可能性宅参観性につい

て議論できれば幸いである。

2.省会~体育・スポーツ科学のく知〉の猪信
一地模住民の健康ヨくり施策よりー

橋本公雄(九州大学)

福岡県C市の健康づくり推進協議会委員として、ウ
ォーキング推進事業にかかわって1鋪挙民行政、市民

大学の三者が連携して、漸く10万人の全市民を対象と

した健康づくり、つまりウォーキングによる身体活動

増強を図りつつ、生きがいのあるアクティブな生活を

推奨していく環境カ糧備されてきた。樹君脚3実施し
ている各種教室型の健康づくりでは、高富持主会におけ

る医療費増大の抑制や飽康日;制に基づくff動目標の
達成は不可能であり、全市民をどのようにしてアクテ

イプな生活にするかを考えていく必要がある，そこで
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本事業では、人々の行動変容を促判予動科学に基づく

行動変容技法やソーシヤルマーケッティングなどの知

見を導入し、さまざまな位却すを行なっている。 rウ
ォーキング都市宣言jの制定、 fキャッチフレーズJ

の決定、 fウォーキング推進月間jの設置、 f各種ウ

ォーキング・イベントjの実施、全市の「ウォーキン

グコースjの設鐙と「ウォーキングマップjの作成、

fウォーキング事業推進の効果検証と実態調査J、そ

して fボランティア組織jの構築等々である。健康に

は目的性と手劇生とb、う2つの視点があるが、本事業は

参加者の健康づくりを目的とするとともに、 f健康な

まちづくり」の担い手となる“人材づくり"と“生き

がいづくり"という、より高次の目的を遥除するため

の手段と位置づけている。全市民をアクティブにする

に尚様々な問題・線題があり、 10万人市民を動かすに

はこれからとb、う部分も多いが、本シンポジウムでは、

理想と現実のギャップがあるが、地域の健康総策にお

ける体育・スポーツ科学のく知〉の発信というとき、

学術者の視点として f運動の効果から縦続{匂 「運動

の推奨から身体活動の増強むというパラダイムの転換

が重要であることを主張しむ

3.省会におけるスポーツのく知〉のもつ意味と専門
家集団としての科学者の後創

根上優(宮崎大学)

ここ数年、大学の講義(騨ト共通教育〉では f自

己成長のための佐会学JをテーマにfエッジワークJ
(edg，卿rゆー自らリスクを冒す寸瑚(voluntary

risk taking)→こついて瑚平を深めてもらうように
努めてきた。なぜ、このようなテーマを設定したの

かといえば、近年、人びとの f健康のためJr自己
実現のためJにスポーツのく知〉のもつ意味がます
ます樗き彫りになり、専門家集団としての私たち科

学者・研究者への社会からの期待がかつてなb、ほど

大きくなる一方で、私たちのく知〉の限界を超えた

f人間の生命Jにかかわる問題が表面化してきてい
ることを実感しているからである。

昨年7月、~(j筋重大雪山系トムラウシ山において
蹄町中高年の登山客7人Jが避難死するという「衝
轍婚件Jが発生したことは、今なお生々しく私た
ちの記憶に残っている。この事件をきっかけに、多

くの人びとが旅行会社の企画する『ツアー登山』な

るものが「日本吉名山Jをめぐって『中高年Jのあ
いだに広く浸透していたことと、その実態がきわめ

て『危うb嚇腿lに支えられてのものであることに
気づくようになった。

講義では、毎年7月に出される警掬宇生活安全局
地域課の統計資料『山岳遭難の概況』を参照し、こ

のような現象と構造が『トレッキング』や f山歩きJ
の書物が番唐の棚を飾り始めた、平成9年頃から
徐々に顕街じしてきたこと、過去10年間(平成9年

から)で死者・行方不明都582人、うち中高年が2331

人にも上っていることなどを説明しながら、これら

が fメディア・産業の誘惑~-r:楽ちんプランJ r重
い荷物は持ちますよJrロープウェイでらくらく釜
山J f，低山を歩いてメタポ解消J等々→こよって惹
き起こされた社会現象であると結論づけてきた。し

かし、トムラウシ山の事{牛以降も、あの忌まわしい

出来事の意味を忘れたかのごとく、人びとは山に向

かい、いまや中高年の f山歩きJ r沢登りjのみな
らず、富士山に代表される週末の f山登り』や f山

歩きj、さらには若い刻生の『山スカJブームなど
で、山々は賑わい、それらが f自らリスクを官す寸?
動Jであることなど知る由もないようである。

この夏、埼玉県秩父山系での滑落事故と救助に当

たったへpの墜落、そして現地取材を強行したテレ
ビ局員の遭難死をきっかけに、メディアは、登山家

持伴者、登山専門のジャーナリストを巻き込んで、

一斉に(また今頃になって) f山のリスクjに響錘

を鳴らすようになっている。しかし、これまで講義

を通して注目してきたのは、高名な登山家キ科学者、

登山医学会のく言説>・科学的なく知>-f.一般の

方が登るには、夏に限ります:J r登山は、他の運動
ではこなしにくい運動量を、長い時間楽しみながら

できるJr:安静時も運動時もエネルギー消費が平地
より8.3%高まったj等々ーを巧みに切り取り回収

しながら、人びとを山へと誘う明観鮪句な物語Jを
紡ぎだしてきたメディアの「責伯であり、また専

門家集団の f不作為の責佳jである。高名な登山家

のく知〉は人びとに「山への親密感と安，以惑jを与

え、科学者のく知>は f正しいものjとして受け止

められ、メディアの言説に価値付加される。メディ

アにとって略頚細切こ一般化された、文脈依存性を

欠いた科学倣峨jは、まことに億，、勝手の良い情

報であり、ここにリスク学jおよび f不作為の責
任jの観点から、会則可にしてメディアによるく知〉
の媛小化に歯止めをかける治、が閑われてもよいの

ではないだろう泊、 fその際、見逃せないのは、メ

ディアに衡トされることを通して『登山という行

為に fメディア論理J{media logic)が質かれ、 f身
体性lと『経験jという相が背景に衡是してしまう

ことである。対府金豊ゅな登山家の身体の発する言

葉に耳を傾けることが大切であると考えられる。
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第1専門分科会シンポジウム

スポ}ツ界のパラドyクスがもたらすトyプアスリートの不品行問題

演者:榊原浩晃(福岡教育大学入山本教人(九州大学)、杉山佳生(九州大学)

コーディネーター:磯貝浩久(九州工業大学)

司会:山下和彦(福岡大学)• 

【企画の趣旨】

最近のスポーツ界を賑わせたものに朝背竜の樹T事件問題

やパンクーパーオ9ンピック出場のK選手の服装やインタビ

ューでの発言内容、また大学スポーツ選手の大麻所持問題な

どがある。

これまでスポーツマンにはある種のモラルが求められ、い

わゆるスポ}ツマンシップという言葉でも表現されてきた。，

しかし、現実にはトップアス9ートたちは、暴行事件、服装

の量点，、強姦事件、麻薬使用問題など、社会の期待を裏切る

行為を繰り返し、批判の的となっている。今回のシンポジウ

ムでは、こうした状況をどのようにとらえ、解釈したらよい

のれ歴史的観点、社会制悔点、そして心理学的観点から

の考察を3人の研究者にしてもらい、彼らの発表を過して鑓

論を深めた.

【演者の発表要旨】

1. スポ}ツマンシップと不品行の歴史:榊原浩晃

蔵技者とスポーツの歴史の概観にはじまり、 a出e也s、

spぽ弘伊meの語源と意味が紹介された，次いで民衆のスポ

ーツと娯楽に潜む不品仔や怠惰の状況が示された。当初は粗

暴な面も見られた民衆スポーツが徐々に近代化とともにその

鏑句が務まっていった。近代社会では人々自身が不品行に陥

らないように、笹会が位向けてきた面もあった。また、スポ

ーツマンとスポーツマンシップの意味について紹介されたが、

この両者に一種の鎗理規範が成立するのは19世紀末から20

也知こかけてであるが、そか唱に賭けとの関連を示すニュ

アンス治鳴っていた。スポーツマンやスポーツマンシップの

語に、倫理的なエュアンスが方財コったのは、 19世紀中・後葉

におけるイギPスのパプpッタスクールや大学などのエ9-

ト教育機関におけるゲーム活動の組織化、アスレティシズム

の興隆に関係があった，イギPスのスポーツマンシップの萌

芽は、アマチュアpズム、フzアプレイ、禁欲的な鍛錬を経

て獲得する大人的、男性的、神聖な自己錬成の理念、近代的

組織論をふまえた共同精神としてのチームスピ9~ ，，~騎士

道精神を再評価する恩榔句前提を必要とした。いわゆるー般

に筋肉的キリスト教とよばれる思想であった。

その後、スポーツマンシップは、一種の世倒生、普遍位を

持つスポーツ精神を集約するイデオロギーを形成していった.

20世紀初頭から、スポーツマンシップを盤要な教育機能を持

つものとしてとらえ、それを条項化していく試みが生まれた。

これらは不文棒、慣習訟としてのスポーツマンシップを成文

化し、倫理締領化しようとする試みであった。 21世紀の国際

社会において、スポーツマンシップは、多様な人道的資質を

こめられている。今日、スポーツマンシップと/:t:.アプレイ

の世界的普及運動は、オPンピックムープメントによって進

められている。グローバルな問題として連関しているといえ

る。

今日、アス!J-トの不品行問題が後を絶たないのは、スポ

ーツが、スポーツそのものに元来から存在した遊掛金の性質

上に成り立っているからではないか。民衆のスポーツには遊

戯の要素もあったが、飲酒や鰭博と結びついていた実態があ

る。スポーツやスポーツマンという意味に、賭けとの関連を

示すエュアンスが残存していたー健全なスポーツによって人

間形成に寄与している現代のスポーツは、近代以前は不品行

とも一郎に関連していたし、我々も現在そうした不品行が身

近なE哉書にもなっている。しかし、不品行は看過できないし、

決して容認できな"'0

2.省会学における逸脚研究を手がかりに:山本敏人

担金学における逸脱研究の系稽上にある『絶対的アプロー

チJ、f相対的アプローチJのいずanもがスポーツにおける逸
脱を説明するには限界があるので、『代替アプローチ』として

批判的正規分布アプローチが提示された。

逸脱は正常と認められた行為の両サイド(不適応と過癖庖

応}で生じるとみなし、規則を拒否したり知らなかったりす

るために生じる形態の逸脱を『負の逸脱lとよぴ、盲目的、
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無批判的な規則の受け入れによって生じる細見をf正の逸脱j

とよふ一方、スポーツの組処を強化するものとしてスポー

ツ倫理が存在する.

スポーツの逸脱はスポ}ツの内・外に分けられる，スポー

ツ内の逸脱すなわちスポーツに関連する逸脱には、暴カ、不

正行為、試合放棄、スポーツ選手らしくない援る舞い、乱閥、

禁止薬物の使用、ルール無視などがあるが、これらは、トッ

プクラスの勝利を志向するチームのメンパーによってしばし

』ま引き起こされるように、スポーツ愉理への忠誠が背後にあ

る。高校野球で問題となる選手への暴カは、選手がスポーツ

倫理へ忠誠を替わないことへの処聞と理解できる。パンクー

パーオPンピックでのK選手の服装の乱れ問題は、『負の逸

脱jの事例として理解できる.興味深いのは、彼が頭韻U違反を

したということで批判されたのではなく、メディアもスポー

ツファンもfアス9ートらしさJ(:理想のアスPート像)から

彼を非鍵した点である。

また、スポーツ外の逸脱すなわちスポーツと関連のない逸

脱には、喧嘩、飲酒運転、薬物使用、性的暴力、学業不振な

どがある。ほとんどの場合、こうした逸脱がアスリートに多

いというわけではなb、しかし、アル=ール摂取と性的暴力

に闘しては、アスPートの謝絶は一般人のそれを上回ってい

る。アイデンティティヰ帯来の成功が完全にスポーツと結び

ついている者は、正の逸脱を最も引き起こしそうである。こ

の種の逸脱は女性よりは男性で、他民入のマイノPテイ錦伎

者において軍要なる他者との関係が継続的なスポーツ参加によって

支えられている者において起こりそうである.

スポーツ倫理への集合的な適応は、続技者聞に特別の紳を

形成する。

薬物使用{酒浸り)や女性への虐待はスポーツ倫理への過

J(却郎容と関連がある。

細見をコントロールするには、スポーツ価値建場2舗の批判

的再考が必要である。自己破織的な行為に従事しているアス

リートがヒーローとして表象されないよう、スポーツ規則や

規範への適応に制限を課す必要がある.スポーツの改革には、

スポーツの意味キ姐織について批判的に思考する継続的なプ

ロセスにすべての参加者が関わる必要がある。

3.アスPートの不品行を抑制するための敏育の可飽位:

杉山佳生

アスPートの不品行を抑制するためには、『スポーツをする

ことで、人格が形成され、人向性が向上するjという前提から

E胸lすること、アスPートに対し適切な教育をすること、ス

ポーツの特性を生かした教育を行うのであれば、転移・般化

について理解しておくことが必要である。

スポーツを通したライフスキル教育とその基本的考え方は

以下のとおりである。

・スポーツを過したライフスキル教育とスポーツ選手のラ

イフスキル教育は異なるアプローチである.

・スポーツを通したライフスキノa..-i敏育では、まずはスポー

ツという場において適切な心理社会的スキルを身につ

けるということが大前提となっているー

・心理社会的スキルの獲得・向上は、単にスポ}ツをして

‘いるだけで実現するわけではなむ、

-心理社会的スキルは、示範、模倣、練習等を経て袈得し、

向上させることができる。

・スポーツ場面での学習が『日常jで効力を持たなければ、

『人間性教育jに貢献したとはいえなu、そのため、スポ

ーツ場面で習得したスキルを日常でも使えるようにす

る必凄がある(転移あるいは般ω。
・転移・般化も、自動的に生じるものではなb、

・転移・般化させやすいのは、 fスキJ切である。

スポーツを通したライフコミキルi敏育の実践事例としては、

In胞mationa1GolfAcademy JAPANの試みがある。ゴル

フの指導を中心にし、ゴルフの指導の中で必要な心理世会

的スキルを指導し、その中でスキルの転移倣ω操作を
行っている.

【まとめ】

今回のシンポジウムはきわめて興味深く、かっ中身の漉い

ものだった。それは、なによりも個々の発表内容の質が高か

ったことによるものであり、各シシポジストに深く感謝した

川歴史的な考察が改めて必要であると認践でき、不品行を

祖会制句にどうとらえるかの理解も進み、また、心理学分野

でライフスキル教育の研究が進められていることを知り待た

ことは大きな収穫であった。シンポジストからの提言にもあ

るように、今後もスポーツの倫理に関しては、教育も含め、

そのあり方、意味、組織についてすべての研究者守強導者が

関わっていく必要があろう。



第2・4合同専門分科会シンポジウム

競泳競技における記録の変遷とその背景

府内勇希‘(西日本短期大学)

キーワード:競泳世界記録ルール競泳のトレー=ング

水泳の歴史は古代に遡る。エジプトの象形文字で“クロール"らしきものが描かれていた。人聞が

泳ぐことで競うようになったのは19世紀になってからであり、今日まで世界記録は頗調に更新されて

きた。そこで、競泳競技(自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・パタフライ・個人メドレー〉の世界記録が更新され

てきた背景について、まずは泳法とノレール改正に焦点を当て綬り返ってみたい。

自由形の泳法は基本的に自由であるが、今日ではほぼ100%の選手がクロールで泳ぐ。クロールの原

型はイギPス人のトラジオンが作ったとされ、左右の腕の掻きにあわせてハサミ足を一回ずつ行うと

いうものであった，その後、 1ストロークのうちに 4図、そして 6固と足動作の数が鳩え現在に至っ

ている。 6ピートが主流になって数年後の 1922年、-100mクロールにおいて60秒を突破した。 1976

年には50秒の壁が破られた。

背泳ぎは19世紀、遊びゃ救助用の泳ぎとして用いられていたー当時の泳ぎは、背面姿勢での平泳ぎ

と例えたら分かりやすいだろう，今日の背泳ぎが考案されたのは 1912年であった。 1980年代には潜

水泳法により世界の舞台に立つ選手も多かったが、 1991年にはその距餓が 15mまでに制限された。

平泳ぎは1903年、自由形から独立した。この種目においても 1950年代に潜水泳法が主流となり記

録が短縮されたが、 1957年に禁止となった。男子100mでは2001年に60秒が突破された。 2006年

には、飛び込み後のひとかきひとけり中における1図のドルフインキックが認められるようになったー

パタフライは平泳ぎから派生した種目であるー足は平泳ぎ、手はバタフライ動作(バタフライ式平泳

ぎ)を行う選手が噌え、 1958年に独立した。現在の 1ストローク中にドルフインキックを 2固打つ泳

法は日本の長沢二郎が 1954年に考案し世界記録を樹立したー 1998年には潜水泳法が 15mまでに制限

された。

個人メドレーはバタフライが独立した後に公式種目となり、最も新しい種目である。 4種目を全て泳

ぎ、当然のことながらそれぞれの種目のル}ル改正に伴ってきた，

世界記録が更新されてきた背景にはトレーエングとその環境の変化もある01920-1940年頃は泳ぎ

についての関心が高まり、それに関する研究が増え泳法が磁立された。 1940-1960年頃には距離的ト

レ一二ング期が訪れ、練習の質よりも量を重視した時代であった。 1960-1980年頃にかけては、現在

の科学的トレーエングの礎が築かれ、全ての種目において世界記録が進発された。この時代は蟻泳競

伎の草命時期といえよう。 1990年代にはY連崩壊や東西ドイツ統合などの社会的背景や、アンチ・ド

ーピングへの世界的取り組みから記録の停滞時期が訪れた。 2000年頃からは水着の草新により更新数

が構え、2009年の国際大会では低抵抗水務発売後最多の48偲の世界記録更新という事態も起こった。

その後、 2010年には繊維製の水着のみに制限された。また、この年には傾斜プロック付きのスタート

台が競技会に用いられるようになったa

5 
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競泳のスポーツパイオメカニクス最前線

ーノレ}ノレ改定がパフォーマンスに与える影響ー

0尾関一将(福岡大学)

キーヲード:バッタプレート付きスタート台 スタート局面パフォーマンス

近年，水着の規定変更や新規格のスタート台の

採用など様々なルール改定が行なわれている.本

シンポジウムではスタート台のノレール変更がパ

フオ}マンスに与える影響を中心に報告したい.

近年，競泳のレース分析が数多く行われており，

その結果スタート局面の成否はレース結果を左

右することが明らかとなり，スタート局面の重要

性が指摘されている.競泳のレース局面構造はス

タート局面，ストローク局面，ターン局面，フィ

ニッシュ局面の各局面に分類される.国際水泳連

盟の施設規定が変更され，国際大会におけるパッ

クプレート付きスタート台の採用が決定された.

2010年からは日本国内の主要な全国大会でも使

用されている.足を前後に開くトラックスタート

においては，後ろになる足をパックプレート上に

置いてスタート時に蹴り出すことになる.このパ

ックプレートを用いたトラックスタートをキッ

クスタートとも呼ぶ.このスタート台の形状の変

更によりスタート局面のパフォーマンスは向上

すると考え.られているが，これまでの調査では一

致した結果が得られていない.そこでパックプレ

ートの有無によるスタートパフォーマンスの違

いを調査し，それに関連する運動学的変量の違い

について検討した.

被験者は大学水泳部に所属する男子競泳選手

11名であった.電気的に同期された 3台の CCD

ピデオカメラ (60tts)を用いてスタート局面を撮

影した.映像から実長換算法を用いて各種運動学

的変量(プロックタイム， 15m通過時間，跳ぴ出

し水平速度，跳び出し角，跳び出し姿勢角，入水

角，入水姿勢角，入水迎え角，飛距離)を算出し，

対応のある t検定を用いパックプレートの有無

による運動学的変量の違いを比較した.

キックスタート (K)はトラックスタ}ト (T)

と比べ 15m通過時聞は有意に短かった (K: 

6.78:0.33， T :'6.92土0.34，P<o.O 1) .この結果から，

パックプレート付きスタ}ト台は15m通過時間を

短縮することが明らかとなった.また，各運動学

的変量を比較すると，キックスタート (K)はト

ラックスタ}ト (T)と比ペスタートシグナルか

らスタート台からの足離れの聞のプロックタイ

ムは有意に短かった (K:0.70ま0.04-， T:0.74:土0.04，

P<O.Ol) .また跳ぴ出し水平速度は有意に大きかっ

た (K:4.41:eO.18，T:4.2鮎0.12，P<o.OS). 

これらの結果から、パックプレートを用いたキ

y クスタートは，パックプレートを蹴り出すこと

によってトラックスタートよりも水平方向の床

反カが大きくなるため，跳び出し水平速度が大き

くなると考えられ，プロックタイムの短絡が認め

られたと考えられる.しかしながら，跳び出し方

法や入水方法に関連する運動学的変量には違い

が認められなかったことから，それらの変量をコ

ントロールすることにより新たなスタート方法

を提案できる可能性がある.

本シンポジウムでは、上述したような従来のス

タート台との比較を行なった基礎的な資料デー

タなどについて解説するととともに，今までの競

泳スタートに関わる研究報告を中心に，今後必要

とされるスタート研究について報告したい.

謝辞:本シンポジウムは文部科学省の科学研究補

助金(若手B: 822700639)の助成を得て行われ

ました.
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競泳のスポ}ツパイオメカニクス最前線

力学的諸指標からみた競泳パフォーマンスの評価

0荻田太 (鹿屋体育大学)

キーワード:一流焼泳選手抵抗指揮推進パワー技術要因高速水着

競泳パフォーマンスは、エネルギー供給能力を反

映する体力要因、および体格や姿勢に影響を受ける

抵抗力、ストロークテクエックを反映する推進効率

などの技術要因の関数によって決定される。そのた

め、水泳ノ《フォーマンスに関する先行研究も両要因

の観点から進められてきているが、測定法が確立し、

比較的定量しやすい体力要因と比較し、実際に泳い

でいるときの抵抗や推進ノ号ワ一、あるいは推進効率

といった技術要因に関しては、適切な解析法がなか

ったため、直接的な検討は数少ない，

そこで我々の研究室では、流水プール等を用いた体

力要因の定量、および抵抗測定装置を用いた抵抗指

標、泳速ー抵抗関係、最大推進パワー、および推進効

率などの技術要因を定量し、一流選手のパフォーマ

ンスにはどのような要因が深く関係しているのか検

討するために、オリンピック金メダリストと他の選

手との比較を行ってみた。その結果、持久的指標で

ある最大酸素摂取量や無酸来性エネルギー供給能力

の指様である最大血中乳酸濃度は、他の選手よりも

金メダリストにおいて顕著に高というわけではなか

った，一方、抵抗ー泳速関係を見ると、金メダリスト

は他の選手よりも商い泳速時(レースペース時)の

抵抗値が顕著に小さかった。このことより、一流選

手の泳パフォーマンスには必ずしもエネルギー供給

能カの優劣が関係しているわけではなく、むしろ低

抵抗で泳ぐためのストローク技術、推進効率、泳姿

勢などの技術要因の方が強く関与していることが示

唆された。

また、女子オリンピック候補選手と女子大学競泳

選手との問で抵抗指標などを比較することで、一流

選手の特徴に関してさらに明らかにすることを試み

た。その結果、抵抗指数は両群に差は認められなか

ったものの、抵抗係数については一流選手群の方が

有意に大きく、したがって同一泳速における抵抗は

一流選手群の方が有意に大きい値となった。最大推

進パワーについては、一流選手群の方が有意に高い

値を示したーこのことより、オリンピック候補選手

の高い泳パフォーマンスは、必ずしも抵抗値が小さ

いということに起因しているわけではなく、同レベ

ルの体絡の割には、より大きな推進パワー発揮に起

因していることから、そのための筋カ、バワー、お

よび水を効呆的に押すためのストロークテクニック

を有することが重要であると考えられた。

近年では、選手自身の体力要因、技術要因のみな

らず、競泳用水着の機能改善がパフォーマンスに影

響を及ぼしていると考えられている。事実、それを

延明するように高速水着と呼ばれる新型水着が開発

された2008年以降、北京オPンヒ。ッ夕、世界選手権

等を通じ、世界記録の更新が相次いだ。そこで我々

も、 2008年に開発された高速水着と、それ以前の従

来型水着を着用した際の抵抗力、最大推進パワーな

どのカ学的指標を定量、比較することを試みた。そ

の結果、高速水着と新型水着の聞には統計上有意な

抵抗差は確認されなかったが、実際にレースが行わ

れているような泳速時には、新型水着の抵抗が

5-6%程小さくなることがわかった，また、この抵抗

差が、どの程度泳記録に差をもたらすか推測したと

ころ、 100mで約 l秒、 200mで約2秒、 400mで約3-4

秒、高速水着の方が早い記録で泳ぐことが可能であ

ろうと示唆された。

本シンポジウムでは、上述したような一流選手の

技術的(カ学的)データをもとに、その特徴などに

ついて解説するとともに、今後日本の選手が世界で

戦うにはどの程度の値を目標としてトレーエングす

べきかなど、示唆を加えてみたい。
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じjぃ中j接続を見据えた実践扮も見えてくるもの 一小学校における実践を踏まえてー

幽翻旨】

一昨年度は、新学習指噂襲領について蹴了iこいたる

過程で課題視された点とそれを解決するべく改訂され

た新指導要領の特徴について確認した供会号房総。

そして、幼児教育、教科教育、方法のそれぞれm立場
からご発表頂くなかで、いくつかの臆念キ錬臨場摘

された(学会誌23の1号、 31問。そして、日伊械

はそれ，を受け、 f発達と学t1<1.五翻舜|生J;をテーマに掲げ
特に『幼ーイリに焦点をあて、 r~少連携J r:適時性J

f系統性lをキーワードに開催した。

現鵡掴較育民学習指導要領の中で位置づけが変わ

ったことに関連して、幼淵調と小学枕の連携、早期教

育イ己、スポーツ指導者による幼児体育例制の問題

などカ噂げられた。また、この各学技館梯の接続の問

題は r4・4・4のカリキュラムjと絡んかj、中連携の

問題でもあり、内容の問題でもあるとまとめられ虎。

よって本年度}ゑこのテーマを引き継ぎ、小学使教

諭による実践を踏まえて、「小一中J接続に関する論議

を展開したいと企画しむ

演者:五代孝輔鹿児島市立草牟田小学校教諭

コーディネーター:員l民鵡黄体大学

司 会:中島愈子中村学園大学

まず、玉代先生による報告、続いて貝伝説迭と玉代

先生による鵠続に関するやりとり、それを経てフロア

ーとのやりとりを行った。以下それについて報告する。

03L.代実践の概要 / 
( :大へタでし丸多分あと2回ある

6年生の跳O精運動 lけど全部擬誌と島、ます.
時のT児の感恩を紹介卜肉瀕頚りたいと車齢、執多分

大へタなのはぼくだけだと思ドま
しながら、子ども像に十七ぼく脚同刈捨員うまい人
ついて F困っている子いおもりです。

に気づけるJrできる・できないのはなぜと問えるJr自
分がより愉しめるためにいろいろと工夫ができる〈柔

らかい、縛られない発想をする)J子に育って欲しいと

述べた。この感想をクラスで取り上げた。『身体がどう

なっている桝観察しようJと働きかけた骨子どもたち

3弘踏切、着手、第一局面での姿勢、全体の勢いに気

づき(そしてちょっ / 
{ 1てもうれし治句たですいア・パイ

ぴり精輸 fもっと [スをくれ肋なありがとう.ちゃん
やる気を出してJと)、| とロイタ『鉱を強く踏み切って、赤

I "11唱棋の聞こ手をおい対旬あることに
アドバイス。ついに | 起きつ』怯いです。明日除・蛾な
その子ができ丸 い例州まりますエ

その子はできた書ぴと、できるにいったクラスの子の

アドバイスへの感謝と、できるために身体をくぐらし

て獲得した知識を寄ハていたh

このほかにも fみんなでうまくなってゆくことを目

指す体育猿楽jについて水銚の実践を例に f泳ぎを観

察し合b¥上手に泳ぐためのしくみを発見し、教え合

う』過程を報告された。【五代実践ハの敏A】観察する

視点はどうするのか?回答:視点は与えますユ先生は

何をしています古勾回答:気になっているこの指導、

全体を診てわかり具合出来具合を托撮する。他

O接繍と関するやりとり

実蜘おA下のようといえよう。中学校の指導要領は

ー熔見るが意識してはいなu、でも、 fつながっている
なあjと参照の結集患った。小学校においても担任交

代によって、内容や方法防接続されていなb、これま

での学びを一応聞くカ湘任したクラスについては自

分の子喉槻・授業観甘受鵜隼める。

中学校3年金像を見据えて小学校6年生を掛，、てい

な"¥0今、この1年、 fかく育って欲しいjで進める。

小中接続の線題と問題点について、教育委員会レグ

エJv~会は開カ寸1，る純鱒搬こついては f生徒指導j に

終止する。体育の内容に立ち入った話しはなb、

フロアーとのやりとり

0他の/J吟喰の先生から鵠続に関する実態について意
見があった。教育委員サイドでは学力向上を旗印に、

f算・国リに水向けされ体育協研究の対象にすらなら

な川同じ校区で自主会織まな川崎商がとれな凡

O五代実蜘こ寄せて、教科内容の系統性を問うことが

求められる。例えば侃防倒立巨臨銚au.珪鰍初系統

4生から見た位置づけ。O傍観帯内容の系鮒主について)
指導要領に内容が示されているのだから教育員会サイ

ドでは問題にはしないだろう。 Oそも、小学校の先生

方に接続の課題意織まあるのだろうか?ニーズがある

のか?無いだろう。 この問題欄膝の問題であるか

らして教師の自由度と接続の問題防相反する関係にあ

る。 0用具の観点から、情報として小学校側の実般を
として伝達する必要がある。

この会で問えるのは、どんな子供緩や、授業観をも

った指導者を送り出す功、送り出す制・養成側を問う

ことしかできないの治、討識を深めるにはもっと時閥

均激し凡 紛科会制話人代表原田奈名子)
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f一貫指導におけるジュニアからシニアにかけてのコーチングについてj

ヨ}ディネイター、司会

田口正公(福岡大学)、池上寿伸(佐賀大学〉ー

[企簡の飽旨]

競技スポーツ強化のための一貫指導シス

テムの構築が叫ばれて久しいが、理念や方

策が先行し、システマティックな取り組み

は必ずしも強立されていない。最終的には

世界レベルの選手を育成することが理念で

あり、具体的な取り組みや実施は競技団体

や実施する団体に餐ねられている。主要競

技団体では独自の選手育成プログラムを展

開し積極的に取り組んでいるところも多い

が実施団体聞で格差があり、またその線題

や問題点は明らかではない。

本シンポジウムはジュニア(小中学期)

からシニア(高校期)にかけての一貫指導

に焦点をあて、吉滞氏には福岡県タレント

発掘事業の育成プログラム、パスウェイプ

ログラムを実施している立場から、槍晴氏

には地域における柔道の発掘からトップア

スりートになるまでの一貫指導についてア

スりートの立場から、山崎氏には陸上競技

のシェア指導についてコーチの立場から具

体的な取り組みを紹介していただくと同時

に問題点を議論し、今後の在り方を採りた

b、。

陣表要旨I

[鏑岡県タレント宛領事業における育成プ

ログラムとパスウェイの線題と問題点]

福岡県立スポーツ科学情報センター

スポーツ主事 吉滞新

1 福岡県タレント発掘事業の概要

本事業は、福岡県体育協会と福岡県立ス

ポーツ科学情報センターが主催し、福岡県

教育委員会が共催する手権目特化裂のタレ

ント発掘事業であり、国立スポーツ科学セ

ンター、財団法人日本オリンピック委員会

の協カを得ながら運営している。

本事業は、見つける fセレクトプログラ

ム』、育てる「能力開発・育成プログラムj、

・活かす fパスウェイプログラムjの3プロ

グラムで構成している。

(1)セレクトプログラム

小学4年生から中学1年生までを対象

とし、 1次から3次までの選考により能

カ開発・育成プログラムの対象者を選出

する。 1次選考は、基礎体力による選考

であり、新体カテストの記録を記殺する

ことによる書類申し込みや各地区で行う

体カ測定会で選考する。また、 2次、 3

次選考.ではコーディネーション能カや神

経系の能力の測定を加えた選考を実施す

る。

(2)能力開発・育成プログラム

小学5年生から中学3年生までを対象

に、毎週土曜日の2時間、身体飽カや知

的能カを高めるプログラムを実織すると

ともに月に1国保護者を対象としたプロ

グラムを実施している。身体飽カ開発・

育成プログラムは、県競技団体の協カの

もと様々なスポーツを経験しコーディネ
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その他には、講道館で開催される女子夏 クトJと f並はずれた好機Jに恵まれる必

期講習会に小学1年生の頃から毎年参加し 要がある。

ており、日本代表選手を間近に見る機会が

あったことはよい刺激となった。また、町

道場での一泊体験は夏の恒例行事だったが、

どこででも疲れる還しさを養うために有用

だった。

B.女子選手の身体的特徴

女子柔道選手の多くは小学校低学年で柔

道を始めている。小学生時代は身体的な性

I陸上競技シェア競技者の=ーチングにお

ける現状と閲掴

福岡大学スポーツ科学総

山崎一彦

2008年9月より 1年間， JOC海外指導

者研修および福岡大学在外研究でイギりス，

ラフパラ大学に経験したことを基に日本と

差や運動能力に大きな遣いはみられないが、 イギヲスを中心としたコーチングや組織に

初経を迎える頃から身体的な特徴が現れ始・ 関しての相違を中心にお話しした.

める。

m.女子選手と減量の問題
女性アスリートのコンディショエングや

健康管理の問題〈摂食障害・無月経・骨粗

懸痘)に記慮する。月経異常は、重量級お

よび笹・中量級で減量を行う者に多い。

IV.女子選手の心理的特徴

女子選手は指導者への依存心、自己防衛

本能、集団維持欲求などの特徴が挙げられ

るが、競技レベルが上がるに従って自己の

判断カ、決断カが不可欠であり、強い個を

確立する必要がある。

v.競技を継続することの難しさ
進学・就職・結婚・出産などの人生の岐

路、練習環境、経済的な問題、家族や所属

する実業団の理解が挙げられる。

VI.一貫指導上の留意点

指導者の連携(小学~中学~高校~大学

~社会人)や発育発達に応じた体カトレー

ニングおよび技術練習の工夫が必要である。

また、世界レベルの技術に逮するにはどん

な分野でも、一万時間の練習が必要だと言

われている(一万時間の法則)。その莫大な

時聞を砲保するためには、「特別なプロジェ

我が国において近年，文部科学省を始め

一貫指導体制の充実を掲げたスポ}ツ強化，

育成および普及の政策がとられるようにな

った.この語のルーツにおける代表的なシ

ステム構築は， I日Y速を始めとする東ヨー

ロッパ諸国にみられ， 1970年代から 80年

代まで大きな成果を上げた.このシステ

ム・イメージを基に，多くの識者や各スポ

ーツ団体や自治体などが，一貫指導の必要

性を唱えてきた.これらを用いた第1の理

由として挙げられるのは，学校線外活動指

導体制の疲弊化である.学校線外活動に依

存してきた我が国において，例えば陸上競

技では，約45%の中学校で陸上競技部がな

いことや，約半数は陸上簸技経験のない指

導者(教諭)である.もう一方で，各学校

制のカテゴりーでの勝負が賞賛されるため，

競技者としてのトレーエングや教育のゴー

ルセyティングが無視される危険性がある.

これらの因果関係は定かではないが，高等

学校進学後には，日本陸上競技連盟霊録者

人数は約半数の 9万人に減少しており

(H19年度)，陸上競伎に限った問題ではな

いだろう.

11 
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そこで我が国では，ジュエアからシェア

に至るまで，個々の特性や発育発達に応じ

た一貫性のある指導理念や指導方法に基づ

いて，育成および強化することを理想とし

てきている.一貫指導やタレント発掘シス

テムを構築した旧東欧の指導書には，コー

チは才飽のある選手に恵まれなければ，長

期プラン(一貫指導)は成功しない.更に

コ}チは，高い才飽を持った選手に対して

多くの時間とエネルギーを注ぐべき.と記

されている (D.Bompa，1999).これらに関

して，日本におけるほとんどの競技団体で，

職業コーチとしてのステータスはなく，仮

iこ一貫指導をジュニア期から盛んに行つ.た

としても， トyプ選手になるためのシステ

ム作りは暖昧になっているのが現状である.

日本とイギPスの陸上競技男子 100m走お

よび男子 50ωm走における圏内ランキン

グを比較した(表).このように，トyプは

イギりスの方が上位であり，五輪および世

界選手権においても上位の成績を残してい

る.一方の日本は50位以降の成績は高い.

これらの現状を見ると我が国は，競技人口

こそ減少しているが，普及や育成レベルの

競技者層は多く，いわば台形状を象ったレ

ベルで世界に通用するトップ競技者は不在

していることが推測できる.五輪地元関催

を2年後に控えたイギリスでは， 1996年に

政府主導で設立されたUKSportは，既存

するTheBritish 01ympic As80siatiOD 

(NOC)とは忠勝関であり，競技強化支援

機関である.このように日本の煩維とした

スポーツ組織団体とは一線を画しており，

日本のようにピラミッド型を想像した一貫

指導体制を理想としているのではなく，よ

り競技特性にあった組織構造を作り上げよ

うとしていた.我が国は，一貫指導体制に

対し，認識をどの位置にさせるのか再度問

題提起していくことが最優先であろう.

表 日本と英国における陸上競技男子100m走， 5000m走の園内煩位比較 (2008年)

Rank Men'sl00m Men's600Om 

日本 イギPス 日本 イギリス

1 10.16 10.00 13'25.24 13.08.11 

2 10.17 10.03 13'32.67 13'28.33 

s 10.29 10.06 13'33.86 13'46.35 

4 10.34 10.10 13'39.13 13'48.77 

5 10.35 10.16 13'39.85 13'49.05 

10 10.38 10.26 18'42.47 13'57.88 

50 10.54 10.67 13'51.47 14'26.63 

100' 10.68 10.90 13'57.40 14'46.54 

Other >10"80 Sub 11" Sub 14' 131名 Sub 14' 12名

(279船 (125人〉
. 



3.研究推進委員会企画セッション
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小学校環境を用いた子どもの身体活動促進のための

介入プログラムの開発と実践

藤原大樹(九州大学大学院)

キーワード:子ども 身体活動小学校環境

はじめに

近年，子どもの身体活動促進における環境整備の

重要性が指摘されている.これまで子どもの身体活

動に影響する環境要因として，家庭の運動設備，公

園キ混動場，レクリエーションエりアの有無，学校

環境などが報告されているが， Elder et a1. (2∞のや
Wecbsler et aI. (2∞0)は，その中でも，子どもたちが
無料で自由に使え，一緒に遊ぶ友達の確保にも困ら

なb、小学校に注目し，環境整備を進めていく必凄性

を指摘している.そこで本研究では，小学校環境の

整備によって子どもの身体活動促進を図る介入プロ

グラムの作成介入効果の検証，プログラムの改善

を目的とした.

研究Iでは，小学校において甑F道具の供与，遊
て腿具と遊具の使い方に関する情報提供，ソーシヤ

Jけポートの促進という3つの要素で構成された介

入を実施し，介入前・中・後の子どもの物理的環境

認知，社会繊穆器感知，身体活動自己効カ感の変化

を検討した.研究Eでは，同小学校の高学年を担当

する教員4名に対して半構造化インタピユ}を行い，

小学校環境が子どもの身体活動に与える影響につい

て教員の視点からの理解を深めることで，介入プロ

グラムの改善案を提示した.

研究I

l.目的

小学校環境の盤備を通して子どもの身体活動促進

を図る介入プログラムの効果を検証すること

2.方法

①調査時朔:

平成21年10月下旬から11月中旬までの3週間

②調査対象

A小学校の小学6年生1クラス37名

@測定項目と測定方法

運動自己効力感 (8項目).物理由旬穏綿知(f.遊

t舟臨Jに関する3項目).相会的環境認知(r:友だ
ちJに関する3項目)について，介入前2固，介入

期間中2固，介入後2回の計6回測定を実施した.

e灘署十手法
対応のあるー要因の分散分析を行った.

3.結呆と考察

分散分析の結呆，物理的環境認知(F(S，170)=必a
n.s.)と自己効力感(F(5，170) = .455， n.s.)において

有意な変化が見られなかった.社会的環境認知にお

いて5%.水準で有意な差が認められたため(F(5，170) 
=3389，'ド.05)，多霊比較を行ったところ，介入後の

得点〉介入中の得点という結呆が得られた.以上の

結果は，本プログラムの介入の有効性を支持するも

のでは無かったため，今後，介入前の自己効力感の

値を基に，対象を上位・下位群に群分けし，時間X

群の2要因分散分析を実槍する予定である.

研究E

1. 目的
小学校環境が子どもの身体活動に影響するメカニ

ズムについて考察し，介入プログラムの内容につい

ての改善を行うこと

2.方法

①調査時期:平成22年7月下旬を予定

@調査対象:A小学校の教員4名を予定
③測定方法:半構造化インタピューを実施予定

@分析手法

質的内容分析を実施予定.具体的には，インタピ

ュー調査で得られる質的データを抽象化し，介入プ

ログラム作成の基礎となったモデルのカテゴpーに
割り援ることで，モデルの再検討を行う.新たに示

されたモデルと既存のモデルを比較することで，介

入プログラムの問題点について考察を行う.
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保育者の主観により判別された活動・不活動児の研究

O 青山優子(平成音楽大学)

キーワード:幼児、活動・不活動、保育者の主観、運動能力

1.目的

幼児の運動法カの低下が指摘される中で、

子どもの活動の実態について保育現場よりさ

まざまな報告がある.その中で、①特に活動

的な子どもとそうでない子どもに分かれる 2

極化がみられる.②2極化の傾向は加齢につ

れてあまり変化しない.つまり 3歳の頃不活

動であれば 5，6歳になっても不活動である

ことが多い.などである.

そこで、保育闘において運動しない子を活

動的な子に変容させるための介入方法を得る

ために①基礎データーを得る.②介入法を検

討する.③縦断的な調査をする.等の手順で

研究を試みた.

2.方法
調査は2004年-2009年福岡県北九州市に
ある 2つの保育園で実施した.調査項目は，

①保育園児(被験者)の形態測定，身体組成の

測定，運動能力測定.②保護者に対して家庭

での遊びの内容や食事・生活についてのアン

ケート調査.③保育者に対して被験者の身体

活動度を評価するアンケート調査， (アンケー

ト調査の対象になった保育者は，それぞれの

国の担任及び主任を含む職務経験5年以上5

名である.園児の日常行動より以下の5つの

ポイントについて観察し t r不活動J1点[普
通J2点， [:活動J3点で全被験者を判別する

よう支持し， 5人の観察者の合計得点を被験

者の得点とした.

5つのポイント

・戸外遊びが好きである

.友達とよく遊ぶ

・思っていることを言葉で伝えることがで

きる

・衣服の着脱や身辺処理ができる

.好き嫌いなく食べる

それぞれの年齢で総合得点から 75%治以上

をf活動群J，25%ile以下を不活動群t75%辺e

と25%ileの聞を[普通群Jとした.@観察法

による行動記録.であった.

3.結果
保護者の主観によるI活動する子jとf活動
しないjの主観的評価の妥当性を検討した.運

動能力測定値を[活動群][不活動群で]比べる

と，男児の25m走，テニスボール投げ，両足

連続飛び越し，女児の立ち幅跳び，テニスボ

ール投げにおいて活動群が不活動群に比べ有

意に優れており，また保育者の評価合計得点

と運動能力の総合得点には有意な相闘が認め

られることなどから，判別評価は妥当性があ

ると考えられる.

介入法として，不活動的な子どもと活動的

な子どもが混合した遊びグループを構成し，

自由時間のグループ別遊びタイムを実施した.

6ヶ月の介入の結果，形態・身体組成・運動

能力測定値を比較することで検討した.その

結果運動能力の伸び率において，普通群より

伸びている項目が認められるなど，子どもを

ある程度活動的な行動に変容ことができた.

仲良しグループの構成

子どもの行動を縦断的にみると，家庭での

低年齢の時の保護者のかかわりが、子どもの

遊び経験に大きな影響を及ぼすことや，子ど

もの運動能力は[生活するカ]と深くかかわっ

ていることが推察された.
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スポーツチームにおけるチームパフォーマンス予測モデルの研究
ーモデルに含まれる3つの概念の因子構造の検討ー

0河津慶太(九州大学大学院)，杉山佳生(九州大学)，中須賀巧(九州大学大学院)

キーワード:スポーツチームの効果位，組織市民行動，共有メンタルモデル，集団効力感

目的

チームスポーツの現場において，チームワーク向

上の重要性，チームワークとチームパフォーマンス

の関係は誰もが認識している.しかしながら，その

関連概念は多様にあり，未だ慈恵されておらず，混

乱が生じがちであることなどが先行研究の問題点と

して挙げられる.そこで，河津ら (2ω)は，先行

窃院の概観と現場でのインタビューなどを基に，チ

ームワーク関連続念を整理し，それらの祝念を含む

チームパフォーマンス予測の仮説モデルを構築した

(図1).本研究で}乱パフォーマンス予測の仮説モ

デルに含まれる各概念うち f試合中の貢献行動

(OCB)Jに影響すると予測される， r;試合以外での
貢献行動(OCB)J，rメンバー閑の共通理解(TMM)J，
fチームの自信 (CE)Jの因子構造を検討する.

図 L チームパフォーマンス予測の仮説モデル伊1抑ら.訓"をー障制~

方法

1.対象

大学の集団競技部活動およびサークルに所属する

選手1701名(男性1190名，女性511名;平均年齢
20.13土1.173働.

2. 調査項目

チームパフォーマンス予測の仮説モデルに含まれ

る視念のうち， r試合中の貢献行動 (OCB)Jに影響
を与えることが予測される， r~試合S汐トでの貢献行動

(∞B)J， rメンバー閑の共通理解 (TMM:)J，rチ
ームの自信 (α)Jについての項目を鯛査した.

結果と考察

斌合以外での貢献行動 (OCB)項目は， rチーム
へのコミットメント (S項目)Jrチーム状況への忍
耐 (4項目)Jr:援助行動 (3項目)Jの全12項目の尺

度となった.解釈された因子は，Or伊n(1988)， 

Pod蜘 Eら(I朔)， s凶血ら(19幻)などの∞B
銑念ともよく対応しており.スポーツチームにおい

ても妥当であると考えられる.

メンバー聞の共通理解(百品。項目は「チーム

の線題への共通理解 0項目)Jrメンバーへの共通
理解{6項目)Jの全13項目の尺度となった.この2
つの因子は， Cannonら(1993)とMa白ieuら(200ω

の分類とよぐ対応している.Webbぽら (200ω は

バスケットポールチームのTMMをa淀:するために，
場面想起をさせてそのとき選択する行動がどの程度

メンバー聞で似通っているかというような方法で

TM:Mを測定しようと試みているが，本研究ではそ

ういった方法は取らずメンバーがチームの目標や戦

術，メンバーの性格などについてどの程度共通理解

をしているかという認識の度合いを質問する形をと

った.これは，今回のような多様な種目を対象に含

む場合鴨bbぽら (200ω の方法は非常に難しいと
判断したからである.しかしながら，先行研究と今

回抽出された2つの因子との対応を見ると，本研究

で作成された尺度もスポーツチームに十分対応でき

ると考えられる.

チームの自信 (CE)項目については本研究では

1因子構造を採用したが，臼10此ら (2005)の先行
事携での概念定義の乏しさや因子聞の相関の高さ，

その他の先行研究 OBandura，1998;Za∞aroeta1.， 
1995)などではその領域の区別などについては全
く考察されていないことからも1因子構造を採用す

ることは妥当であると判断した.また本穆院におい

て作成された αQ笠短縮版と原版の得点の相関
は.980であり短縮飯の使用可能性が十分あることを

示した.
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大学体育における知識・能力の形成

ーフィットネス授業を中心にー

0笠井妙美(東海大学)西田明史(西九州大学短期大学部)柿原一貴(尚縮大学)則元審郎@襲本大学)

キ}ワ}ド大学体育、体力、健康増進

目的

大学金入時代を迎え、入学時の低学力化は多く

の大学で深刻な問題とされている。高校までの低

学力化は体育でも生じていることから、大学体育

における教育効果や学生の授業における実践カ

や満足度を高めるためには、大学入学時の保健体

育教科に関する学習実態を把握する必要がある。

そこで我々は大学入学時における保健体育科

の知識・実践カの実態を調査した。結果、『体育

理論j、『運動技能j、f体カ・健康Jに関する学習

の理解度は2割-3割程度であった。このことか

ら大学において運動・スポーツの特性や価値に触

れる体験を保障し、大学生が運動・スポーツに対

しての肯定的な感情を抱き、自己の適性や能力に

応じた運動実践方法や運動技能の高め方を把握

できるように教授する必要性が示唆された。

次に、大学授業に関してこれらのことを取り上

げた実践報告がないことと調査結呆より浮かび

上がった実践的な調査をするため、実験授業を行

った。

生涯スポーツ実践に向けた実験的授業を行っ

たところ、体育理論、運動技能の習熟度が上がり

その結果、運動・スポーツに対する取り組みや意

識が大きく変化し生涯スポーツを実践するため

の動機づけに効果があった。

基礎的な戦衡を内容とした実験的授業を行っ

た結果、授業前ば2割程度の理解だったが、授業

後は4割程度の理解度となった。これに付随し、

体育理論についても有意な差を示した。

これらは授業形態として種目を取り上げて行

ってきたが、大学体育の多くは、種目をテーマに

教える(生涯スポーツ)もしくは健康増進をテー

マに教える(フィットネス)に分けることができ

ることより、今回はフィットネスをテーマにした

実験授業を行った。

授業前後に体カ測定を行い、実際の変化と大学

入学時の体育における知識・能カの調査を行い、

被験者の知識の程度を調釜した。

方法

1、対象者

2010年度新入生180名うち欠損値のない 143名‘

2、測定項目と測定方法

①文部科学省の定める体カテストを行った。

②高校までの知識の程度及び授業後の学習度

3、調査方法

授業開始時に体カ測定を行い、その結果から体

力レベル別に2つのグノレ}プ 4涯で授業を行っ

た。授業内容は有酸素運動について、筋力アップ

について、コンディショエン'グについてである。

知識の学習度については定期試験を利用して筆

記テストを行った。

結果および考察

先行研究(林・宮本、 2009:内問・神林、 2006)

でもあるように体力を伸ばすことは 15回の授業

でも可能ではあった。しかしながら、実年齢と体

力年齢の差は埋めることはできないままであっ

たことから、体カ年齢を実年齢にさらに近づける

ためには継続的な運動が輩要と考えられる。



4.スチューデントセッション
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体育スポ}ツ学の行方
一独創性と学際性の視点から一

司会谷本英彰(九州大学大学院)

演者塁婿貴行(福岡大学大学院) 瀬戸川将(鹿児島大学大学院)

内倉康二(大分大学大学院)

本セyションでは、体育・スポーツに関わる学問

領域が、各々の専門伎を追求することにより、体育・

スポーツに対する意識が手前Lていることを問題とし

て取り上げ、学閥切院をキーワードとして、体育・

スポーツ学のあるべき姿について発表を行った。

1. 体育・スポーツ学における

学際的な取り組みの必要性

星崎貴行

現在体育・スポーツという学門領域は，生活習慣

病患者の増加や子どもの体力低下，そして競技力向

上といった多くの問題を抱え，問題解決のために

日々専門家たちはそれぞれの分野で研究や教育を進

めている.しかし，これらの問題は様々な要素が復

維に絡み合って起こっており，分化された個々の分

野のみでは到底対応できなくなっている.そこで，

体育・スポーツという学問において，現実的・実践

的な問題を解決するためには学側全を持つ取り組み

が必要であると感じる.しかし，異分野間でコミュ

ニケーシヨ.ンを取ることは難易であり，学際的な取

り組みは成果が上がりにくいことも報告されている.

このような壁を乗り越え，学際的な取り組みを成功

させるためには，まずは各研究者・教育者の専門性，

次に他の分野の研究と統合・融合するための統率カ，

そして他の分野の研究を理解する柔らかい現最後

に何より現知ト実践的な問題を解決しようとする

志が必要である.

2. 学際的研究に向けて

一生理学の視点から異分野聞の架け橋を考えるー

瀬戸JII将

近年、脳研究は目覚ましい進歩を遂げており，様々

な学問領域と結びつきを強めている。平成21年 6
月に科学技術・学術審議会は， r長期展望に立つ脳科
学研究の基本構想およひ雑進方策についてJ(第一次

答申)を発表し，脳科学を取り入れ，既存の学問の

枠組みを超えた学際的・融錦繍究を推進している。

この事から，脳科学は様々な領域聞の連携を強め学

閥慨究を行うための『架け橋jになる可飽性を秘

めていると考えられる.

今日，体育・スポーツ学の分野においては学際的

研究の必要性が強く関われている.しかし，専門性

を高めたそれぞれの学問領域において，他領域と連

携する事は容易ではない.この様な現状を打開する

ため，専門領域ごとの f架け橋Jとして脳科学の知

見や研究手法が利用できる可細企を提案する.

8. 体育学の実践的活用に向けた

研究の方向性

内倉康二

これまでの体育学の研究は専門分野内切蛸邸主を

求めていたため、体育を見つめることになりえてい

ないものが多く、さらに総合的に体育を見つめてい

く必要がある。体育学は本来、学際性を有した学問

であり、そのことを再認識し、これまで専門分野内

で求めてきた5蛸羽生を、学際|主を取り入れることに
よって求めていく必要があるだろう。

九州体育・スポーツ学会においては、 5つの分科

会でそれぞれに研究が展開されており、学際性のあ

る研究を行いにくいものにしている。学際的な視点

を取り入れることによって、各分科会で展開されて

きた研究を、各フィールドにおける研究の展開へと

転換させることが可能になるのではないだろう治、

また、学校現場の教員の声から、研究に対する意

識の低剖湯え、この問題的状況に対し、教員を養

除する大学は何らかの働きかけが必要となると，尉つ

れる。

体育・スポ}ツの価値を高めていくためにも研究

の視点、教員の養成を見直していく必要があるだろ

フ。
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5.ラウン ドテーブルテ。イスカッション
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ラウンドテープノレディスカッション

行動科学にもとづく大学体育授業研究

演者 長岡良治(鹿児島大学)

磯良浩久 (九州工業大学)

内田若希 (北九州市立大学)

司会 飯干明 (鹿児島大学)

テーマ設定

最近の大学生にみられる、体力の低下やメンタル

ヘルスの悪化、コミュエケーション能力の低下など

様々な心身の健康問題に対処するためには、大学体

育を充実させ、発展させていくことが重要な課題に

なると考えられる。そのためには、授業研究を欠か

すことができないことから、昨年度に引き続き、ラ

ウンドテーブルディスカッションを企画した。本年

度は、行動科学にもとづく授業研究について、長岡

良治先生(鹿児島大学)、磯良浩久先生(九州工業大

学)、内田若希先生(北九州市立大学)に提供してい

ただいた話題をもとに討給した白

体育・健康科学実習へのセルフモニタPング技法

の導入と行動変容効果の比較

長岡良治(鹿児島大学)

体育授業の教育目標のひとつは日常生活で健康の

維持糟進に必要な身体活動量の獲得を促進すること

にある，そのため行動科学に基づく行動変容技法を

授業に活用する必要があるが、全学部必修で構成や

内容が規定されている俊業では、行動変容のための

時間を確保することが困難である，本研究では、実

習替に従い、同一プログラムで実施されているH22

年前期体育・健康科学実習Iの女子2クラスを対象

に、1限目のクラスを、①対照(非介入)群(N=20)、

②歩数記録群 (N=21)、2限自のクラスを③歩数記

録+ペア群(N=20)、@活動ポイント記録群(N=21)

に分けた。対照群以外には簡便に運動行動変容理論

を解説したセルフモエタリングノートを配布し、そ

のノートに宿題として毎日の身体活動量を記録させ

たー受講者全員に前期授業開始時と終了時に、運動

行動段階、運動することの自信、意志のパランス(利

得とコスト)、変容プロセスについてアンケート調査

をしたー運動行動段階は非介入群も介入群も有意に

上昇したが、歩数記録+ペア群の無関心期の人だけ

が全員、上のステージに上昇した。これはソーシャ

ルサポートの効果と考えられる。運動行動段階の変

化に影響を及ぼすと思われる運動することの自信、

意志のパランスについては4つの全ての群で有意な

変化が認められなかったe 変容プロセスの変化につ

いては、対照群の自己解放、歩数記録+ペア詳の援

助関係と強化マネジメントの項目で有意差が認めら

れた。対照鮮の自己解放に有意義が生じた理由とし

て介入鮮が歩数記録しているのを見てそれに影響さ

れ、自分も生活の一部に運動を取入れるように行動

を変えなければと思うようになったためかも知れな

い@歩数記録+ベア詳の緩助関係に有意差が見られ

たことについては前もって予測されたことであった

が、強化マネジメントの項目については介入後に得

点が減少した。これは緩助関係が、その人の運動行

動の外発的な動機づけとなり、負担に感じさせてい

たのかも知れない，なお、宿題としてモニタPング

を課すことは授業進行の障害にはならなかった。
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ライフスキルの向上を意図したスキー実習

磯貝浩久(九州工業大学)

スキー実習は学外で行われる合宿型の授楽である

が、成功体験が得やすく他者と励ましあったりする

機会が多い。また、実習では時間等の規則を守って

行動することや、他者と協力しながらの共同生活を

経験することから、ライフスキル(日常生活で生じ

るさまざまな問題や要求に対して、建設的かつ効果

的に対処するために必要な心理社会的能力)を高め

ることも期待できる。このようなスキー実習に行動

科学的な方法を付加することにより、さらにライフ

スキルの向上がもたらされると思われる。

今回、大山スキー揚を利用してs泊4日の日程で
.行われたK大学のスキー実習において、行動科学に

もとづく 3つの介入を行い、その効果を検討した。

1)スキー実習へのコミットメント促進のために、

学生のスキー実習の企画・運営への関与を深めた。

具体的には、実習場所、交通ルート、レクリエーシ

ヨン企画などを学生との協議のもとに決定した。

2)y-シヤノレサポートと 3)セノレフモ=タジングに

関しては、初日夜のミーティングを利用して、ソー

シャルサポ}トの考え方や、具体的サポート方法に

ついて講義を行い、スキー実習中にどのようなサポ

ートを行ったかを記録するモニタリングを行わせた。

その結果、急なコースで励ました(情緒的)、転ん

だとき起こすのを手伝った(物理的)、急な斜面では

板を広げるよう教えた(情報的)、友達がうま電く滑れ

たときに誉めた(評価的)などのソーシャルサポー

トが額繁に行われたことが確認されたーまた、ライ

フスキル変化について評価尺度を用いて鯛べたとこ

ろ、スキー実習前より、実習後のライフスキル得点

が向上したことが示され、さらに、ライフスキル得

点が向上した者は、セルフモニタPングの質・量が

高い傾向にあることが確認された。これらから、今

回の行動科学にもとづく介入により、ソーシャルサ

ポートの経験が糟加し、それを自覚することを通し

て、ライフスキルが向上したと思われる，

障害者スポーツ実習における社会的スキルの

向上を目指して

内田若希(北九州市立大学)

社会的スキルは、障害者スポーツの現場で求めら

れる適切な援助行動の生起や、大学生の様々な心身

の問題への寄与、人間関係の駿成に有効である，社

会的スキルの獲得には、ストレスや生活満足度など

の心理的要因が関連しており、さらにこれらの心理

的要因には、 Yーシヤノレサボ}トの互恵性が影響し

ている。そこで、ソーシャルサポートの互志位に関

するセルフモエタリング表を用いた授業を行い、心

理的要因と社会的スキルとの関係性を検討した。具

体的には、各授業前にその自の授業でのサポートの

入手・提供可能性〈認知レベル)について、各授業

終了後に実際のサポートの入手・提供〈実行レペJレ)

について評価させた，また、目標設定とその達成度

の評価も記入させた，

セルフモエタリング+学外実習群、セルフモニタ

りング群、学外実習群、-コントロール詳の4群に対

し、授業の 1回目と 14回目に社会的スキルと心理的

要因(ストレス、生きがい度)に関する調査を実施

した。その結果、セルフモニタリング+学外実習群

で社会的スキルの向上と心理的ストレスの低下が、

コントロール群で心理的・身体的ストレスの増加が

認められたor授業で学んだサポートの仕方や目標設

定を学外実習で実践することで、相手の立場に立っ

て考えるようになったjという授業後のインタピュ

ーも踏まえると、セルフモエタリングでサポートや

目標設定などへの気づきが向上し、さらに授業の基

礎を応用する実体験が有効に働いたと考えられる。

つぎに、 y-シヤJレサポートの互恵性と心理的要

因との関係においては、認知・実行レベルともに、

サポートの過剰利得の者でストレスが高く、過小柄j

得の者で生活意欲や生活の満足度が低いことが明ら

かになったーこれらの結果を踏まえ、互恵性を向上

させるための具体的な介入方法を検討し、実践して

いくことが今後の課題である。



6.一般研究発表(口頭発表)
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アピスパ福岡サポ}タ}の享受形態に関する一考察

ーサポーターグループに焦点を当ててー

0深田忠徳(名桜大学)

キーワード:サポーター述語的統合速なり スポーツ観戦

目的

本研究では、スタジアムに集うサポータ}のスタ

ジアム内での相互作用を中核とした享受の形態を明

らかにすることを目的とする。とりわけ、アピスパ

福岡のサポーターグノトプにおいて最も紫倒句とさ

れる「ウルトラ・オプリJに焦点を当て、彼らが相

互的関係性を構築しながらサッカー観戦を享受して

いる様相を明らかにする。

方法

『ウルトラ・オプリJメンバーのスタジアムにお

ける相互的関係性を考察するにあたって、文献研究

及び「アピスノ精岡jホームゲームでのフィーノレド

ワーク、『ウルトラ・オプリJのりーダーY氏へのイ

ンタビュー調査 (2007.6.22)、『ウルトラ・オプリj

サポーターへのアンケート調査(21ω9.11.29)を実施

した。

研究の枠組み

『ウルトラ・オプジJのメンバーは、応援という

共同体験を過して関側室を構築する。西岡の「場所J

の理論を援用すれば、メンパーは5国震活動を通して、

相互に影響を受けながら自己の主観句な側面は、他

者との f相即的j関係性において述語的側面に履い

隠され、自己のf述語的統合jを行う。換言すれば、

彼らは互いに相関係する『関係の場所J{t林'，197η

を中核にして、 fウルトラ・オプ!JJいうサポーター

グループのなかに身を置くことによって、他者に感

化されながら自己を砲立していくのである。

また、ぞのことは俳錯連句にみられる f連なりJ

(田中，1986)に通ずる。問中によれば、僻鎚句は

複数の人聞が相互の関係を即鮒句に作る詩である。

それは、他の作者の作った句には、付きすぎても離

れすぎもしないよう、細心の注意を払いながら付け

ていくことを特徴としている。そうすることで、「速

なってゆく世界jが出来上がると述べる。「ウルト

ラ・オプリJのメンバーにおいても、自己が他者と

『付かす官猷もず』の適度な距離を調整し;ながら、決

して働移細に埋没することなく、それだからとい

って距離を遠ざけるのではなく、自らカ渇に向けて

無筋備に開いており、ごく自然に他者の影響を受け

ながらも『個々の存在Jが現出するところに I速な

りの世界jが成立する。

そこで本布閉では、他者との相即的関係において

自己が晦語的Jに続合されることを背景にして、

オプPのメンパーが互いに構築する唱なりの世界J
を f組織を形成する基本歯切射生としての連なりjと

f応援パフォーマンスを媒介にした速なりjから考

察する。

結果と考察

1)組織を形賦する基本的特性としての速なり.

• r博多オプりガードJから『ウルトラ・オプリJへ
.自発的参加を語礎とした速なり

・組織を特色づける連なり

-観客席における『博多気質Jを鮒トとした連なり

2)応援パフォーマンスを媒介にした連なり

・サボーター集団として連なることの魅カ

・f臨場感lがもたらす距離化の縮減

・戦略的展望に沿ったゲームコントロール

.ゲームコントロールを媒介とした速なり

fウルトラ・オプ引のメンバーが関側主を構築

する f連なりの世界』は、スタジアム内におけるメ

ンバー聞の相互行為・がもたらすのである。そこには

自己が集団に過度に埋設することも離脱することも

なb温度な距離を保ちつつ、メンパーの相互性を依

りどころとした自己の述繭嫌合が背景にある。

彼らは、会員制システムを構築するのではなく、

それぞれ個々の関心や目的を衡はしてスタジアム

に集い、そこでの相互的な行為を通じて『速なりの

世界jを形成してサッカー観戦を享受していく。
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相対的年齢 CRelative Age) としての生まれ月と高度スポーツへの

社会化 ーサッカー

岡田 猛(鹿児島大学教育学部)

キーワードー相対的年齢効果 Jlリーガ一生まれ月分布 年抑

目的

Jリーガーにおける籾対的年齢効果(Relative

Age Effect)を、選手の生まれ月別分布、生ま

れ月7llJ年総を阿部から検吉正する。

方法

2009年度 Jl登録選手に関するデータを公式

ホームページ、「日刊スポーツグラフJから収集

し、分析した。

結果と考祭

選手の生まれ月分布は切替え日(cut"offda悼)

のQl(←6月)を起点に線型的な右府下がりで有

意な傾向を示した。“早生まれはソン"という俗

諺が明確に実在され、内外の先行研究結呆が追

認された。(Figurel)

さらに、 per必r皿allceの指標として年絡を取

り上げ、生まれ月との関連をみたところ、タリ

40帖 r
ロOb$.or'/cdN 

30覧

0% 

-E岬eeledN 
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F;酔re1: 8irth問拍 byquarter of出egeneral 
popullltion und J 1 pla刊ruN=478 ..r2())=43.61 

p=1.83E-09 

アーな線型とはならないものの、有意な傾向

を示した。ただしその傾向は選手の生まれ月別

分布とは逆の、 4月の切務え日を起点に右上が

りの傾向となった (Figure2)Ashworth 

et. a1(2007)も、ドイ ツの Bundesliga(1995・96)

を対象にした研究で、同様の“賃金の{腐り“を

見wした。彼らは、年俸におけるこうした傾向
を生み出す理由として、①早生まれの生存能力

のi向さ、②よ り上位の同量産とプレイできること

によるpeel-effect、の 2点をあげている。

これまで相対的年齢効果は、“切従え日以降早

く生まれるという生得的有利さ、逆に切替えEI

以降遜くうまれるという不運が、後年のスポー

ツ参与に有芯な影響を及iますという事態“と定

義されてきたが、年械という日IJの指綴に関して

は、有利伎が逆転しており、相対的年齢効巣の

定義に再考を促すことになろう。
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女子学生選手におけるチーム依存と自律の関係

ーグル}プワークトレーニングと半構造化面接と過してー

0今村律子・坂元瑞貴・山本勝昭・川面剛(福岡大学)横山千尋(福岡大学大学院)

キーワード:グループワークトレーエング半構造化面接依存 自体チームメンタルサボ}トプログラム

目的

女子学生選手における『チーム依存』の観点から，

f個々のメンノ《ーが自身の役割を理解し，チ}ム共

通の目的を持って行動する『自律した集団』へと向

かうにはどうすすLばよいのかJという指導者側から

の相談制》なくない.そこでチ}ムメンタルサボ}

ト{以下τ闘を実施する場合，まずはチ}ム内構
造(メンバーの関係樹を拒躍することが TMS介

入の叡瑚段階で重要な点となる.TMSは，メンバー

のチーム目的理解度と，メンバー同士の個B暗礁度
がどの程度であるカ捕ま大きく影響する.本研究では，

グノトープワークトレーニング(以下 GWf)と面接

内発話より，メンパー閥に介在する依存と自律の側

面からチーム内構造を把録することを目的とした.

加えて， τMSプログラム構築の手がかりとなる附

導入としてのOwfであるかを検討していきたい.
方法

1.研究対象

団体競技種目チーム女子選手一18名

Zメンタルサポート導入内容

t)G1W (1ω分)ーメモ用紙 OOXl伽 n)1∞枚を各

選手へ，メモ回収用封筒を各グループハ配布した.

ファシpテーターの合図で， A)チームの良さ， B)チ
ームへの要求をテーマにして思い浮かぶままメモ用

紙に記入し，無君臨で封筒へJ¥tl，ていく作業を行っ

た.その後，グループごとに KJ法を実櫨.次に，

個々のメンパ}に対しての。あなたの良い点， D) 

あなたへの要求をテーマに各個人の封筒へAtLてい

く作業を実臆した.C) D)の課題は，筆跡で個人を

特定できないように，ファシりテーターが回収し，

パソコンにてA、カ後シートにまとめ出カし，面接の
中で個別にフィードパックを行った.

2)半構造化面接 (40分/刈では①チームの要求とし

て項目が適切か信氾wrで得られたこと⑮3Wfの振
り返りの3項目を面接の中で質問した.

結果と考察

チーム肉構造の把握-1)owrの fA)チームの良
さjは86項目， fB)チームへの要求jでは108項目
が出された..A)では『仲が良いJr一緒にいて楽し
いjというチームの雰囲気の良さ (47.7%)が多く

抽出されたにも関わらず~ B)では『人に頼りすぎj

f競争意識が足りな~'J など競技に対する意識の問
題 (31.5%)や f言い合いが足りないjコミュニケ

}ションの不足 (20.4%)を訴えていた.

2)半構造化面接より①ー「こんなに項目が出るとい

うことが，普段話せていないというこむなど一緒

に過ごしている事実のみに安~D峨を抱き，本来の目

的を持った集団であることが失われつつあることが

認識された.また f皆に合わせなければ不安Jと依

存度の高b漉手も見られた.②一項目分けの僧紛え

自分がグループの意見の決定に参加したという実感

を得られたようだつた.③~~機を振り返り O個人

への要求から f自分がやらなければならないことが

もっと明確になったJr自分はこんなふうに理解され
ているの制と他のメンパーのメ yセー均S自分の

役割や理解度を確認する作業となったようにうかが

えた.選手から f試合前のミーティングだけではな

くGWTのような普段から意思表示をする機会が必
要だと感じたJr良質なコミュエケーションスキルが
必要Jなどの意見が出された.Gwrと面接からこの
チームには，表面的な調和を保ちたいという心理が

働いていることが示唆され，何かと察して欲しいと

いう気持ちが同時に存在していること槻蹄された.

TMSプログラム構築ーチームスタッフより定期的な

GWT実施の希望が曲された.また，面接によって，
選手の関係性などよりチ}ム内構造が明確になった.

実蹴慨究の試みであったが，このGWTと個別箇
接の併用はチーム目的理織と働I周臓を拒躍す

るためのTMSプログラムとして初期の段階に導入

することが有効な手段ではないかと，尉コれる.
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大学生陸上競技選手の主体性構造に関する探索的研究

一男子400mハードル選手の特徴把握に焦点化して}

0新美尚行(大分大学大学院)，谷口勇一(大分大学)，甲斐義一(大分大学大学院)

キーワード:創発的内省性主体性大学生陸上競技者初Omハードル

目的

スポーツ競技者の多くは，競技活動を送る中で“記

録の伸び悩み"等の各種「問題jと少なからず対持

することがある.その際，競技者自身のf主体性jが

自分自身を大きく成長させ，各種 f閑題jを解決す

る要因になると思われる.r主体性Jに関して船律
。∞0)は，問題解決の過程で発揮される f創発的内

省怯lによって f自我形成jが見出され，その結果

として『主体性j形成に至ると説明する.そこで本

研究では，大学生陸上競技者の f主体性J構造を探

索的に把握理解することを目的とすることと，

4帥叫f選手に焦点化し， r主体性J形成に影響する
であろう各種要因との関連性について考察を行う.

方法

1.調査方法

競技活動意欲測定尺度を作成するため， 0大学及

びN大学陸上競技部に対し予備調査を実癒した.本

調査は九州内の大学陸上競技部に対し郵送法で行い，

質問紙調査を実施した.

2.調査の概要

1)予備調査

2ω9年9月8日から 11日に0大学陸及びN大学

陸上競技部の選手39名を対象として実施した.r主
僻句な競技への関わり方Jとは具体的にどのような

事柄かを，自由記述式で求め最終的に46項目からな

る独自の競技活動意欲測定尺度を作成した.

2)本調査

2009年11月から 12月にかけて，九州内の大学陸

上競技部31大学の選手を対象に，質問紙調査を実施

した.野布数は1122部で，回収数は40S部(17大

学)であったが，欠損回答が皆無の380部を分析の

対象とした.

結呆と考察

大学入学後に半数以上の選手が競技を辞めようと

考えたことがあり，閑題的側兄の一部に直面してい

る.閑閣的状況に底面した選手が競技を辞めなかっ

た理由は，競技それ自体〈の愛着，人間関係に関す

る思考，自身への期待・不満や目標逮成に関する思

考であり，これらの思考により，問題を解決しよう

としていることが擁認され，これらが大学生陸上競

技選手のゆ践的内省住jの一端，つまり『主体性J

の一部であろうことが明らかとなった.

4∞mH選手のゆ腕的内省他には『納待するほ

どの練習をしていなかったからJといった自己への

不糊滑働句に表れた.また，競技活動意欲得点の

比較俵1)では， r自己理解』において4仰雌選手と
その他の種目の選手とでは有位な翻布陣されJr自
己理解Jは『創発的内省怯jと捉えることが可能で

あることからもJ 400mH選手は『主体性jの獲得状

況が良好であると推察できる.r問題的状況jに直面
した際に，r納待するほどの練習をしていなかったか
らjという理由で継続することは『自身で納得する

まで練習をするJという選手の『向上心jの表れと

捉えることができる.400mH選手の多くが受動的に

競技を開始しているが，自己成長するためには能動

的な活動，つまり f創発的内省性jと捉えられる「自

己理解jが重要になると思われる.その結果として

他の種目の選手に比ペ『自己理解Jにおいて高い数

値を示したと推察できる.この結果は 40伽lH選手

の主体樹鎚の特徴であるとともにJ4伽剖という
種目そのものが，選手に主体性形成を促す:特徴を有

している可能性を示唆する結果ではなかろうか.
袋E 館鎗扇動意欲得怠の比鍛

種目

因子 4伺mI珊手(n図書助. その也の沼目の混乎{n-352} 値
平地 SD 司ZsJ SD 

FI :学習窓叡 26.36 6.89 2624 5.29 0.11 
F2:指噂者関係 9.96 ωo 11.JS 5.ω -1.05 
F3:針商・反省 15.00 6.24 14.56 5.16 0.43 
F4 :練習意欲 12.鈍 4.09 12.54 4.25 -0.01 
F5 :自己理解 11.89 2.67 10.81 2.51 2.18 • m.筏活動窓欲得点t平均点}の宥窓題鶴湾(t彼定}を爽Ii ・叩《師
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チームスポーツにおける共通認識を高めるための心理的介入

一研究1:認知トレ}ニングに用いる映像の検証一

0横山千尋(福岡大学大学院) 山本勝昭・徳島了・今村律子・川面剛(福岡大学)

キーワード:共通認織・理解自己開示 ミーティング認知トレーエング Web

目的

チームスポーツにおいて、ミーティングの実纏は

チームの戦略及鳩櫛やチ}ムのその競技に対する

考え方の抱鑑、チーム内の相互理解を行う上で、有

効なものであり、実施されている。しかしながら、

鎗噂者からの一対句な解説のみではなく、チームメ

ンパー関での話し合いを行う際ー自分の考えを持つ

ことやメンパーに対して自己開示を行うということ

ができなb溺績が作り出されている傾向にあること

が顕著に見られる。山本(t卿〉は集団活性化の促

進について f個人作業から自己分析やグルー方織

に至る展開のヱ夫をすることは、グループの活性化

と人間関係の促進に有効である。Jと報告している。

ポールゲームでは、『状傑判断j場面の共通認識を

得ることが重要であり、そのためのミーティングの

実施は非常に有効である。また、ミーティングの質

の向上を促進するためにはチ}ムの戦術に合った状

況判断場面として話し合うテーマヰ桂樹が必要にな

る。そこで、 rg知トレーエング』として、①ボール
ゲーム映像を用いた導入教材プログラム〈以下IBPJ
と称す〉の使用、②BPを題材としたミーティング
の実施を定期的に行い、個々人の自己認知・他者認

知の変化、チームの理解度の変化について評価する

ことや、ミーティングの質の向上を促越するBPの
導入効果を検討し、評価することが盆要であると考

える。

今回は、研究1として、パスケyトボールの f認

知トレーエングJで使用するBPについての場面適
正とプログラムの操鋼生が妥当であるかを櫛せした。

方法

1.対象およ調瞳贈調

対象者:F大学スポーツ科学部学生42名

(パスケットボー:lt信噺属19名、その他23名)

場所:F大学スポーツMm号強

2.実験内容

BPの終了後、アンケート調査を実施した。
(1) BP (パスケヲトポー刷機を用いた議入樹プログラム}
BPはWぬ上で実施した。 Wぬ上で行うことは、
時間と場所の制脚まなく、指導者の意図的・操作性

の高b暢示画面に設定でき、D及びパスワードを使.

用するため、倒人別での自動的なデータの欝積と処

理の効率化が図れる。提示する場面内容は、状況判

断における選択自場面に如、て自分がその立場にな

ったらどのような選択を行うかを3択問題で提示さ

れる。 1トライ 10閥、 1関につき24秒という時間制

限を設けた。映像は、パスケットポールの噂稼2

名によって評価基準にをづき評価され、両者の基準

が一致したものを採用した。

(2)アンケート調査項目

①時間@減像(見やすさ、明るさ)③問題・回答

内容(わかりやすさ)(4)自由吉田主

結果と考察

BPを実施した結果、パスケットボール部員にお
いて、時間、映像表示・サイズ・解像度、問題・回

答内容の明磁度が、妥当であることが示唆された。

内省報告により映像と文章が同時に提示されるため、

映像を見ようとした時には終了しているという意見

が多く、提澗頂序など更なる改善が必要であると恩

われる。また、複数名の同時刻による実胞において

映像が途切れるなど問題が生じたため、プログラム

上の改善点も見出された。今回の研究では、 BPを
認知トレーエングの一部の導入教材として使用して

いるが、専門家により rBP自体が将縛句に発展性
のあるトレーェング教材になるのではないかJとい

う意見も得られた。今後の鯨題として、今回生じた

関題点を基に更なるBPの改善を行ない、ミーティ
ングの質の向上を促進するBPとして、導入効果の
評価へと発展させる。
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オPンピックメダノレとメダリストのメディア言説

0山本教人(九州大学)

キーワード:メディア内容分析ナショナPズム精神主義

はじめに

本報告では，我が国の戦後オリンピックへの復帰

が認められた第15回ヘルシンキ大会から第29国北

京大会の期間に，我が国の選手利勝したメダルや

日本人メダリストを報じた新聞記事を対象に，オリ

ンピッタメダルやメダリストがどのように物語られ

てきたのかについて記事の内容分析を行った.関連

記事の収集には，インターネットで利用可能な大学

図書簡向けの朝日新聞の記事データベース，r聞蔵E
ピジュアノレJを用いた.

1.国カの象徴としてのメダルと精神主義

オりンピックを『資本主義のお祭りJと無視続け

てきたY速が，オリンピックに初出場したのは，戦

後日本に参加が許されたヘノレシンキ大会であった.

東西冷戦の対立がオリンピyクという平和の祭典に

持ち込まれ，両陣営は自らの政治システムの優位性

をかけてメダiJ..任理問尋に奔走し始める.

オリンピyクのメダルが国カの象徴であれば，自

国の選手がそれをどれくらい獲得することができる

のかはいつの大会においてもメディアの最大の関心

事となる.

東京大会前後の新聞官時には， r:樹生jという精神

主義を煽る言葉が頻繁に紙面に霊場するが，この時

期，国カの象徴としてのメダル獲得は，驚難句な経

済成長と同義であり，常人には決してまねできない

ような樹生を発揮して初めて約束されるものと捉え

られていた.精神主義を介してなめらかに結びつく，

国家と個人の関係イメージがこの時代の新聞には認

められた

2.精神主義の限界:国策としてのメダルと思想の

メダリスト

東京大会以降我が国の国際競技力は，第21回モン

トリオール大会までに東京大会時の強化の貯金をほ

ぼ使い尽くし，ジリ貧状態にあった.商業主義や国

家による選手養成システムを前に，精神主義，根性

主義の限界は明らかであった.

戦後アJレペンスキー人気の上昇に伴い，選手がス

キー業界からさまざまな援助を受けるようになった

ことで，オリンヒ・ック，特に冬季大会における商業

主義は大きな問題となり始めた.またミュンヘン大

会以降，東ドイツがメダit繍轍の上位3カ国に顔

をみせるようになり，東西岡陣営によるメダit.獲得

競斜まますます激しさを増していった.

1970年代後半になると，オリンピックメダリスト

が f根性!などの精神主義を強調する言楽で諮られ
ることは少なくなり，代わりに選手のきまじめさや

コーチによる行き過ぎた選手管理方激判され，プレ

ッシャーを気にしなb潜手のメンタりティが強調さ

れるようになる.

3.ナショナルなものと個人的なものとの分断?

国や企業のパックアップを受けながら，それをプ

レッシャーに感じず存分に実力を発揮し，メダノレを

獲得できる思想のアスPートは，第I6困ア11〆〈ーノレ
ピル大会でメディアに突然姿をみせた.これ以降，

国や企業にとってのメダルやメダりストの意味と，

メダリスト本人にとってのメダルの意味は，あたか

も接点がないかのように語られ始める.

彼らの活路は， r個の物語Jとして生産され，消費
されていることを示しているように思われた.また

メダリストは，紙面において f道擦なき時代jにお

けるひとつのロールモデルとして位置づけられてい

るようにも思おれた.

おわりに

オリンピックの商業主義化を背景に金メダルの商

品価値がますます上昇する制兄，そしてメディアそ

のものが多様化する状況ではオリンピックメダル

やメダリストのメディア言説はますます核雑・多様

化するものと思われた.
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AEDの運搬距離と応答者の走カとの関係

-一次救命処置におけるレスポンスタイムとBLS環境に関わる評価ー

岩船昌起(志皐館大学人間関係学部)

キーワード:一次救命処置.AED.運織距離，レスポンスタイム，走行環境.BLS環境

【はじめに】

一次教命処置(BLS)で除細動を可能とするAED(自

動対外式除細動緑)は，一般市民への AED使用が

2004年7月に許可された日本でも，多くの施綾等で設

置が進みつつある。しかし，高価なAEDを十二分な数

だけ配備した施設等は少なく，複雑に入り組んだ建物

や広大な敷地を極少数の AEDがカバーすることが多

川 BLSに関わる通報やAEOの運搬の方法，それらの

所要時間等に関わる実証的なデータを得た上で，施設

敷地の環境・空間を考慮したB凶の実施方法を予めシ

ミュレーションしておくことは，傷病者の救命率・社会復

帰率を向上させる手段として極めて重要と，酎コれる。

本研究では，s大学を研究対象として，救命の連鎖
での早期心肺蘇生および早期除細動に関わるrAED

設置場所と，傷病者発生地点と想定する大学各所との

双方向での近接性に関する走行実験Jを実施した。そ

して，これらの実証的データに基づき BLS開始までに

要する応答時間(レスポンスタイム)を場所ごとに、ンミュ

レーションし， 1台のAEO.がカバーできる距離・空間や

危険峻の区分等のBLS環境を評価した。

【走行実験1
f走行実験Jは， AED設置地点である保健室等への早

期通報に関わるf往路jとBLS可能者の移動とAEDの

運搬に関わる『復路Jで実施した。いずれも， 1分間の

心拍数が基本的に 100拍以下になるまで回復を待ち，

各 36調査地点への試走を繰り返すインターパル走形

式で実施した。被験者は 1名で，スポーツ心拍計

(POLAR社S710i等)を用いて心拍数と所要時聞を計

測・記録し丸AEDを運搬する復路の実験では，実物

のAED(フクダ電子F悶・M3860A)の重さ約3.1kg重と-

なるように調整したカバンを活用した。また走行コース

の距離を，巻尺で計測した。

fンミュレーンヨンとBLS環境での危険域】
シミュレーションではJr居合わせた教員・学生がBLS
を実施できず，保健室等に救助を求めに来るjなどの

前提条件を設定し，連絡方法や連絡者の走カ等も考

慮した。男子運動部員体力者相当のほぼ全カでの走

行による連絡方法では片道約 329m以上が，また一般

的体カ者の鎖すを想定したジョギング程度の連絡方法

では片道約185m以上が，心臓蘇生法開始までの最短

レスポンスタイム4分以上仏EDによる電気ショックまで

5分以上に相当)の危険域になることが多い。また『携

帯電話Jを早期通報・連絡に活用したシミュレーション

では，男子運動部員体カ者相当のほぼ全力での走行

では片道約561m以上が，また一般的体力者相当のジ

ョギングでは片道約342m以上が上記の危険域となり，

相対的な遠隔地での早期通報に携帯電話の活用が有

効であることが具体的に明らかとなった。さらに，安全と

思われた片道距離以内の範闘でも建物の高層階ほど

危険域になることが明らかとなった。これは，広大な敷

地や入り組iんだ建物を有する他の公共的な施設でも共

通して見出せる現象であると恩われる。

【おわりに】

今回の走行実験とシミュレーションから得られた BLS

に関する時空間的な関係は，実験が行われた志拳館

大学のみならず，立地する地形等にもより，大学等の他

の公共的施設にも適応できる。そして， BLS講習会や

BLSマニュアルにも反映されるべき基礎知識としても活

用できる。
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野外教育の防災教育への展開

ーいのちを育てる街づくりを通してー

0柳敏晴(公立大学法人名桜大学)

キーワード:野外教育防災教育いのち街づくり

はじめに

IS年前平成7年 1月 17日未明に起こった阪

神・淡路大震災は、6，434名の人が犠牲になった。

阪神・淡路大震災以降発生した大きな地震災害

では、この震災の教語11が生かされていない。防

災教育の室要性が叫ばれている。

f野外教育とは、(中略)換言すれば、教育の

目標を達成するために、自然環境を楽しみ、理

解し、懸命に利用することを含む直接的な学習

体験により、野外教育は構成されるJ(全米保

健・体育・レクリエーション学会:AAHPER) 

と述べられている。すなわち、野外教育とは教

育の諸目標を達成するために、天然自然や野外

を最高度に活用しようとする教育の方法である。

現代社会に生きる私たちは、『いつでも、どこ

でも、誰でも災害に遭遇する時代に生きている。

目的

本研究では、共にいのちに関わる学際的な教

育の野外教育に、積極的に防災教育を取り入れ

ることで、地域社会のいのちを守り安全を保証

し、活力ある地域づくりの一方法として兵体化

することを目的とする，

方法

l.防災教育

防災教育の目標は、災害でいのちを落とさな

いことである。色々な歴史的背景があり、日本

で災害は、本格的に教科書で取り上げられない

状態が続いている。また、防災・減災は、文化

と密接に関係している。防災・減災は、様々な

分野とかかわる、学際的な学問である。防災教

育には、 fこのような社会を創りたいJという夢

や希望が必要と考えられる。

2.学校等での取り組み

1)兵庫県立舞子高等学校は、平成12年3月環

境防災科を設置、平成14年4月一期生が入学し

た。教育目標は、防災カを持った市民リーダー

の育成で、教育内容は、危機管理の基礎となる

知識と実践カをつけることで、防災教育により、

人周力、生活カ、市民カを育もうとしている。

2)和歌山県教育委員会は、将来M8.4の南海地

震が発生すると、大律波が和歌山県に来襲する

と予測し、県下の全公立小学校高学年生徒対象

に、棒波防災教育を実施するため、診波のDVD

と教師用津波解説書作成している。

8)文部科学省は、平成20年3月科学技鰍句な

知見を活用した防災教育の積極的かっ継続的な

取組を目指し、防災教育の受け手である児童生

徒や地域住民等に対する教育内容・方法の充実

や、防災教育に携わる人材(担い手・つなぎ手)

の育成等を支援するため、全国からモデル地域

について、課題 A(防災教育支援の高度化と普

及)、 B(防災教育支援の体制作りと実践)の2

課題に分け、公募を行い防災教育の普及を図ろ

うとしている。

4)沖縄県北部12市町村事務総合では、 fいのち

を育む街づくりプロジェクトJを立ち上げるべ

く準備を進めている。

結呆と考察

学際的でいのちに関わる教育の野外教育と防

災教育は、活力ある地域づくりの一方法として、

それぞれの展開に可能性があると考えられる。
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ボランティア行動が精神的健康に及ぼす影響

01]、松智子(九州大学大学院)、橋本公雄(九州大学健康科学セ ンター)

キーワード ボランディア参加、ストレス、メンタノレヘルス

目的

1995 (平成7年)年1月に発生した阪宇l'・淡路大
緩災では，年(/命やパックグラウンドが機々な人々が

ボランティアとして被災地を訪れ，その数は 1日6

万人ともいわれているボランティア元年Jともi呼

ばれたこの年ーから，今年で 15年縫っ.近年では，
医師や教師など，各分野の専門家がそれぞれの高度

な技能を生かしてボランティア沼i!fOJを行うことを
fプロフェy、ンョナノレ ・ボランティア(プロボラ)J

とl呼び注目されてきている また，ボランティア行

動と前例t的健康の積極的関係に|却する報告もされて

おり，妹尾 ・高木 (2003)は，ボランティア活動指E
E生からボランティア活動実施者が得る成巣について
検討を行い，①対人関係成果，②自己変革成よ11:.③
感fJI的 ・精祈3的成果を指摘している
そこで本研究では，自治体のウォーキング1J:r.業に
参加した市民を書換に，ウォーキング事業参加前と

参)J日後の精t'I'(10在ß[~t状態の変化を， 3つの参加lタイ

プ(①一般参加，②ボランティアスタッフ，③市駿

員)との関係から調べることを目的とした.

方法

l 主j象者と抑制柳i
対象者は、C市のウォーキング事業に華主力目した市

民73名(男性 18名，女性55名.平均年l鈴61.3歳
一般毛主力047 名 。 ボランティアスタップ 16 ~包 ， fli職
員 10名)である調査H寺JtlJは平成 21 年 3 月 (~J~前)

と 11 月 (~何長)である

2 調査項目

精神的能Mt状態を詰判定するために，精神的健康パ
ターン診断検査(橋本， 1999)をmv、たこの尺l支はス
トレス尺度として「こだわりJr注間放浪Jr対人回
避Jr対入量産援Jr疲労J r ll到Il~)\]床J ， 生きがい尺皮
として「生活満足Jr生活芯秋Jの8つの下イ立尺広か
らも，1'1.成されており，4段F駁平定尺N.法て'3同定される
また、ス トレス皮と生きがい皮から、「はつらつ型」

「ゅうゅう ・だらだら型Jrふうふう型Jrへとへと
型」の4つのパターンに分類される。

巴宝巴
3 分析

統計処君!はSPSSI2.0を斤jv、て，分散分析を行った

結果と考察

3つの参加タイプについて， MHPのストレス度

の変化をみると，どの参加タイプも事前よりも事後

に減少する傾向がみられた

生きがい度の変化をみると，一般参:JJrI者とボラン

ティアスタッフは，事前よりもZ院去に上昇する傾向

がみられた なかでもボランティアスタップは一般

参加者や市職員と比較して，元々の生きがい皮得点

が高かった

333&4ZSo04 、4 

ー← 一信仰 (n"'-17)

-0-ボラ::.rrィア (n'"16)
ー也ー市騒員 (n-IO)
ヶー--0

30.0 

28.0 

合-ー~」里
22.0 

前後

以上のことから， ウォーキングlJ~業に苦，，1J11する こ

とによるt，'，内I'~J鎚康状態の変化としては， ストレス

低，jlj錫/)巣はどの参jJ日夕イプにも共通する傾向として

みられた一方でボランティアスタッフの生きがい

皮は元々高く，事前事後の上昇率も最もおかった.

このことから，生きがい皮肉上のために事業参加の

みならず，スタァフと して参加するZ主義が主張でき
るであろう.
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運動・スポーツに伴うメンタノレヘルス向上効果のモデル構築

0橋本公雄(九州大学)

キ}ワード:運動行動対人的疎外感社会的スキルメンタルヘルス モデル

緒言

橋本ら(2009)は長期的な運動・スポーツ活動に

伴うメンタルヘルスの改善・向上効果のメカエズ

ムを検討するため，媒介変数として心理社会的要

因を布置する仮説宅・デノレを提示しており，モデル

に有効な運動行動の測定法や心理社会的変数の検

討を行ないつつ，モデルの検涯を試みている.本

研究では，運動行動としては，橋本(2004)のKお釘i

の改訂版身体活動指標と Godin(1985)の身体活動

指標を用い，心理社会的変数としては，社会的ス

キルと対人的疎外感を用いて，緒変数の有効性を

検討するとともに，モデルの検証を行なうことを

目的とする.仮説モデノレを図に示した.

qlメL27J;ス

国 運動行動に伴うメンタルへルス向上効呆の仮説号デル

方法

1.対象および鯛査時期

対象は，平成21・22年度のK国立大学の 1年

生男女432名(男子318名，女子 114名)であり， • 

いずれも 7月中旬・下旬に調査を実施した.

2.調査方法

調査は授業担当の教員が調査協力の承諾を得た

うえで実施し，回収した.

3.測度

1)運動行動

K路町i(1976)の改訂版身体活動指標(橋本， 20似〉

とGodin(1985)の身体活動指標を用いた.

Kas町i(1976)の指標は運動・スポーツ活動の実施頗

度 (5段階)，強度 (4段階)，時間 (5段階)で測

定するものであり， God泊(1985)の指標は高強度，

中等度強度，低強度の運動・スポーツ活動の 1週

間の頗度をMe包換算するものである.いずれも

高得点ほど活発な身体活動を行っていることを意

味する.

2)対人的疎外感尺度:杉浦(2000)が作成した人間

関係でどの程度疎外感を感じているかを測定する

20項目からなる尺度を用いた.

3)社会的スキル:菊池 (1998)が作成した21嘆

目からなる社会的スキル尺度を用いた.

4)メンタルヘルス測定尺度:橋本(1999)が作

成した精神的健康パターン診断検査を用いた.

4.分析方法

有効な運動行動指標を検討するため，社会的ス

キル，対人的疎外感，メンタルヘルスとの相関分

析を行なった.モデルの検証には階層的重回帰分

析を用いた.

結果と考察

運動行動指標としては， Kasari(1976)の旗度と時

間の積による値が男女とも社会的スキル，対人的

疎外感，メンタルヘルスに有意な相関係数が見ら

れた.よって，この数値をモデルの検経に用いた.

階層的重回帰分析の結果，社会的スキル，対人

的疎外感とも運動行動とメンタルヘルスを紫ぐ媒

介変数となることが明らかにされ，モデルは検証

された.今後は運動・スポーツ活動を通じて社会

的スキルや対人的疎外感を高めるプログラムを開

発し，運動行動→心理社会的要因→メンタルヘル

ス向上の因呆関係を検証する必要があるだろう.

文献

橋本公雄・堀田 亮・山崎将幸・甲木秀典・行賞鉄平

(2009)運動・スポーツ活動におけるメンタルヘル

ス効丸呆の仮説モデル一心理・社会的要因を媒介変

数として一.健康科学， 31 : 69-78. 
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身体機能維持用タッチパネル型装置の運動効果検証
O金柿貴也・青木振一(崇城大学大学院工学研究科) 青木理子〈尚綱大学幼児教育学科)

家下玲子(熊本大学教育学部) 井上勝子(熊本学園大学智会福祉学部〉

キーワード:高齢者運動療法 リハピPテーシgン還動補助装霞

1.はじめに

日本では高齢者の疾病や陪容に伴う瀧動不足によ

るADLなどの低下が関題となっており‘適切な運
動によるそれらの改善勝急務である。しかし適切な

運動指導を行う療法土などは更なる人口の高齢化で

不足治潟定される。そこで本研究は運動指導を}部

補助.f怖できる装置を開発し、運動効果の検証を
行うことを目的とした。今聞はADLと密接な関係

にある肩関節可動域に着目した。肩関節怯拷縮し易

く可動域が制限されやすいが関節可動域司嚇を躍す

事により改善が可能である@官織の目的と併せ肩の

関節可搬蛾司i練の補助・代行を行える装置の開発と

運動効果の検証を目的とした。装置を示即した事の

ない被験都港置の指示に飾、スムーズに運動を行

える泊嚇誕し、結果を報告する。

2.方法

2-1.実験装置

装置にはタyチ面に泰子等がなく破損しにくい

40インチ程のFI1R(FrU錨割問dTo凶h畑叫恥羽目舵勘n)

方式タyチパネルを関発し用いた。FTIR方式とはア

タリル板の両端面から赤外線を入射・金反射させ、

アクリル根表面に触れることでその触れた面の金反

射を阻害しタyチを検出する方式である，タyチパ

ネルに関節可動域諸嚇Yフトウェアを表示し、指示

に従b酒面をタyチして運動を行うものである。

2-2 関節可動域露晦事Yフトウェア

iVf牒ソフトウェアは自らのカカi般で運動を行える
自動運動による肩関節外転の関節可動域部l練ソフト

ウェアを開発した。図2にタyチパネルとソフトウ

ェアにより運動している様子を示す。

図aソフトウェアによる外線鶴
訓練ソフトウェアが起動し説明画面が表示されへ

トレ}エング画面へと移るe図2に示したような放

射状の升自治穆採され、腕をなるべく高く挙上した

段階にある升目をタッチし 10秒間傍止する。これ

を左右3回ず〈繰り返し運動を行った@
2-3.被験者

装置を邪蹄したことのない成人男性2名を対象紅、

装置の指示に従いスムーズに運動治情えるれ運動

方法や裳置¢操作法を充分理解している開発者2名

を比綾対象に検証した。検鑑項目として、操作観明

を読んだ回数、読解に要した時間、語i隙に要した時

間を測定し比較した。

3.結果と考察

相験骨1 観験者2 l現信者1 関聴者・2
S抑師1i" UiJ 1図 。回 。図

2島リ主鍬

2卿脇被・ t分担抄 1分ロ秒 。秒 ott 

越υ:.:lf:管制
I，~t i'1品切'借: ~";S"・b 2分'22f1:2怜3f't 2分沼秒避勧:.-:':・乃内

た9署員1

表1.実験結果

実験結果を表1に示す。初めて郡練Yフトウェア

を使う被験者も、操作法を充分理解している開発者

も左右外転運動を2分 80秒弱で行った。運動Yフ

トを初めて使う場合でも、説明画面や勘繰ソフトウ

ェアに従ってスムーズに運動を行えたと言える。開

発者は2名とも説明商面をスキタプしたが、被験者

2名は共に説明画面を1度だけ読んでいる事から繰

り返し熟務せずとも使用法を理解したと言える。

4 結論

被験者二人は開発者と同織とスムーズに操作・運

動を行うことができ、指導者がそばに居なくとも運

動カ可能なタyチパネル型の装置が完成したといえ

るー
今後は高齢者を対象に実務獄験を行いより改良を行

ヲ@
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105 km (佐世保~島原聞)ウオ}クラリー中の

運動強度とエネルギー消費量

O岡崎寛実(長崎県立大学大学院)、高村恒人(長崎県立大学大学院)、
石井聡(財団法人長時県体育協会)、綱分憲明(長崎県立大学)

キーワード:長距離歩行歩行速度運動強度エネルギー消費量

目的

近年、健康の維持・増進を目的として、中高年齢

者を中心にウォーキング愛好者がt働目している。そ

れに伴い、全国各地でウォーキングイベントやウオ

ークラリー大会が開催されている。長時県において

も、 fイチマルゴJの愛称で105kmのウオークラヲ

ーが開催されており、20......80歳代までの幅広b年代

から約900名近い人数が参加している。しかし、参

加者の完歩率についてみると、昨年の大会において

全体で71.8%、初参加者については59.2%と大会の

過酷さを窺い知ることができる。そこで本研究では、

2010年5月2...... 3日に開催された『第37回佐世保~

島原城105kmウオークラリーJ時の運動強度とエネ

ルギー消費量等を明らかにし、完歩および記録向上

のための情報を提供することを目的とした。

方法

1.被験者

被験者は、大会参加者30名(男性幻名、女性7

名)であり、その中で完歩者は23名(男性17名、

女性6名)、棄権者は7名(男性6名、女性1名)で

あった。なお、完歩者を平均時速 6km以上の上位

群9名(男性8名、女性1名)と平均時速6km未

満の下位群14名(男性9名、女性6名)に分類した。

2.測定方法および測定項目

被験者には、身体活動量計(National製アクテ

イマ}カー)と，乙粕計 (Polar患むを装着させた。な

お、測定・算出項目は、ラトタイム・偶蹄聞・

平均歩行速度・総歩数・平均歩数・平均，乙粕数・%

HRR・METS・エネルギー消費量・ 1分間あたりの

エネルギー消費量であった。

3.統計処遅

得られた項目は、 SPSSll.0J for Wmdowsを用い、

各群および区間毎に、平均値ならびに標準偏差を算

出するとともに、必要に応じて一元関置分散分析と

対応のあるt-検定を行った。なお、有意水準は5%
とした。

結果と考察

完歩者全体の結果は表1の通りであった。上位群

は下位群と比較すると、下記の特徴がみられた。

①ラりー全体を通してペースの変動治宝少なかった

@漣いピッチで歩b、てU、た

@溜動強度としては、中等度~高強度であった

④休憩時間が鋸訪=った

-また、リタイア群の特徴として、高速度でスター

トしたために失速した者や低速度でスタートして調

子の波に乗れずに制限時刻をクリアできずに失格し

た者がみられた。

これらのことから、完歩および記録向上のために

は、自分の体カにあったペースを設定し、ペース配

分はコースの特徴および気象条件を踏まえ、特に前

半部分のペースに注意する必要がある。また、併す

時はストライドよりも併すピッチ数を意殺するとと

もに、レ}ス前・レース中に適切なエネルギー摂取

、を行う必要があることが示唆された。

表l完歩者の結呆

項目
金.(圃gU)
M・・D :1: SO 

嶋岡 ラリータイム《分》 1.12& 窓口g

..時間《分3 58.5 :: 44.4 

•• (ta/lf) 5. 7 :1: 0.1 

9敏 ...食 (.n 131.551 :1: 11.833 

平均歩敏〈歩1:分3 124.9 :1: 18. o 
事絢心舗叡 E鎗1:鈴3 125.2 盆 11.4

a強EBa %"RR《%》 59.5 念日.1 

IIEh 4. 8 :t 0.7 

%~ドルギー調.. Chaり 5.814 :: 745 

Stu4ドル・1Jdp:分-3mSE at Jg- 5.2 :1: 0.8 
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最大下有酸素性作業能力と動脈スティッフネスの関係

一最大下有酸素性作業能力の健康関連体力指標と しての可能性一

0松原建史 ・小池城司・拶)1川真美(福岡市健康づくりセンター)

キーワード 縦断的研究.健常女性‘ ニ1f1積屈曲点(PP日内、代謂f等量(METs)、脈波伝揺illWI'(PWV) 

背長 ・目的

最大臣去来挟l&:l量(以下、 VCl，m出)が向い者ほど脈

波伝f市退去['(以下、 PWV)から前作目したffdJI派ステイツ

フネス(政似支)が低いなどり、 VO，m凱 が館長と深
い関わりがあることは多くの報告により明らかにされ

ている。一方、事l厳閥{直(以下、 LT)2)や娩気関(直(以
下、 VT) 3)のレベノレがït:j~ 、者ほど、インスリン様変性

や血i管コンブライアンス (fl中展性)がJ品、ことが報告
されており、最大下有後紫性作灘Eカも健康関連体力
指標になり得る可能性が7f..il:皮されている。

そこで、本初予Eの目的は、 i止大下有敵紫I!I:作業能力
の指燥で LTや VTより簡便に測定が可能な二重恕i腐
副l点(以下、 DPBP)とPWVとの関係性を明らかにす

ることで、 j註大下有酸制金(1喋能力が伽Itf刻辿:体力f皆
様になり得るかについて検Z寸することとした。

方法

文I象は、f台m中の疾!l¥n;なし、即日'女世1'235名 (53.5
:t 12.3歳)としむ自転諜;エノレゴメータを用いたRamp
負。f試験により、運動中のJL;粕数と収納期1血圧の積で
ある DPを測定し、負荷のf仰白に{料、DPが急泊する
周Jltl点を求め、これをDI'BPとした。そして、 DPBP

相当の仕事率をACSM代謝計算式より、代謝等拡(単

位はMETs)に変換した。PWVはfonnPWV/ABI (日

本コーワン)を用いて、」ゴ腕と足首にカフを装着して

測定しむ

統計好析として、 DPBP相当の代調関;1止と PWVと
の関係における有t!:-性について、 PWVの影戦鞠子を
布柾した上で検討するために耐日開分析を行った。

á~J~l 
DPBP相当の代謝等設は5.2:!:0.8METsで、データの

分布に正規伎を総めた。 PWVは 1，370土269cmJ分で、

データの分布に正続性を館、めなかったため、虫、I激変換
により分布を正規化した上で、角早主rrを行った。

まず、DPBP相当の代謝等量と PWVとの関係では、

有13:な:í~の祁l期を総めた (r; 0.401 、 p<O.∞ 1 )(図J)。
また、年齢、身長、 BMI、平均IfI庇と PWVとの聞に

も有怠な相|婦を認めた(四年紛;r;O.666，p<O.ool、

vs身長;r;0.666，p<O∞l、vs.BMI;r;0.195，p<0.05、
vs平均J(IIJ:E;r;0.552，pく0.001)。このため、これらを

補正因子にとったDPBP相当のイ湖持F盆と pwvの偏
相関関係を側rrしたところ、両者IlJlの相関が創備され
ることが明らかになった (r;0.195，p <0.05)。

3.5 r y = -0.040 x + 3.336 

• r=0.401 o. 

塁3.3
.・ p<O.OOI 

品ldr32 

〉E2Z司 3.1 

3.0 

2.9 
2.0 4.0 6.0 8.0 

DJ'日l'照当の代制等抵(METs)

関1.DP日I'IU当の代田t得批とPWVとの!関係

まとめ

DPBP相当の代説得r挫と PWVとの問に有23:な負の
相関関係を認め、この相関性は年飾、身長、 BMJ、平

均I血圧の影響をもrti正した場合でも維持されていた。
以上のことから、 DPBP相当の代謝等:!iIが向い者ほ

と::''ifOJJlfF<スティッフネス(@!{I::/主)は依し、ことが明らか

になり、最大下有絞殺性作知肋が側主関i!l!体力指線

になり得る可自当世iが示唆された。

1) 日0肥hamCA.回al./'か戸川e砧 f山ん44:721-726， 2∞4 
2) Tm凶岨ト1，et.al.Obe;、R叫 3:649S-653S， 1995 
3) 0出 kiT， et剖 Hyperle.出 R叫 29:759-765， 2∞6 
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触覚デパイスを用いた触覚・視覚・聴覚の相互関係の考察

一感覚の統合についてー

0)11端俊一〈鹿児島大学入 川畑匠朗(鹿児島大学大学院)，山田正文(鹿児島大学大学際~，

柳田霊香(鹿児島大学)，塗木淳夫(鹿児島大学大学務~，湯ノ口万友(鹿児島大学大学防

キーワード:心理物理学触覚デバイス マルチモダリティ

目的

運動をより理解し，より高いパフォーマンスを実

現するためには，外界に関する知覚のメカエズムの

理解が重要である.さらに，外界の情報を知覚し処

理する過程において，視覚や聴覚といった個々の感

覚が互いに影響し合っているため，知覚のメカエズ

ムを理解する上で感覚の相互作用を解明すること

は必凄不可欠であると考えられる.

本研究では，触覚提示の正確な時間制御やカ制御

が可能な蝕覚システムを作成することで，触覚と聴

覚・視覚の相互作用を測定することを可能とし，そ

れぞれの影響を考察した.

方法

1.被験者

被験者は健常成人男性7名(年齢21-23歳，両手IJ

き1名以外右利き)で，全員に本研究について十分

説明し協カの同意を得た.

2.実験線題

実験線題は，被験者に視覚・触覚・聴覚の刺激を

与えるものである.

視覚刺激は，ディスプレイ上に同じ大きさの2本

の棒が左右から現れ，それぞれ等速で向かい合うよ

うに動き中央で重なった後，反対方向に消えていく

ものである.この視覚提示における棒が霊なる瞬間

とその前後において触覚刺激また防聴覚車l撒を提示

することによって被験者は梼が衝突したように知覚

される錯覚が引き起こされる.この衝突したと感じ

た確率を刺激提示の種類・時間ごとに求めた.

結果と考察

棒が衝突したと知覚された確率の平均を求め，

Fi島1に各刺激提示の結果をまとめたグラフを示し

た.縦軸は被験者が衝突したと感じた確率あり，横

軸は棒が重なる時聞をo[ms]とし，重なる前の時間
を負の値で表し，重なった後の時間を正の値で表し

た.また視覚提示のみの試行における衝突したと

感じた徳率は11.8%であった

実験結呆より，聴覚刺激よりも触覚蜘般の方が感

覚の相互作用を引き起こし，またそれらの事臓を組

み合わせることでより相互作用を引き起こさせるこ

とがわかった.さらに刺激の提示のタイミングの関

連性より，実際に聴覚刺激キ触覚刺激が発生するタ

イミングである棒が重なる府高の前後でも棒の衝突

を連想させる刺激を与えることで，被験者の知覚に

影響を与えることが可能だといえる.

これらの結果から，視覚の運動情報を理解する上

で，他の感覚情報細説・聴覚など)が室要である

ことが明らかとなった.

_11叩
認

u 単卸

再捜個
J~ 
艇長 ω

q却
I 0 
-400・3聞 -2ω ・1ωo 100 200 300ωa 

時間(ms)

+餓と聴覚

+触覚

+聴覚

Fig.l各刺激提示の結呆をまとめたグラフ
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磁気刺激による筋疲労抑制効果の研究

一筋電図，筋音図および発揮筋力による評価一
0江崎龍洋(鹿児島大学) 内田公介・塗木津夫・湯ノ口万友(鹿児島大学大学院)

キーワード:パJレス磁気刺激筋疲労筋電図筋音図

目的

筋疲労は日常の作喋や運動によって引き起こされ，

f最大発揮筋カの低下J.r一定の筋力発揮を持続で
きない状態jとして定義される.筋疲労を回復する

手段のーっとして電気取鵬練法があるが，これは篭

極を釦脅上に張り付ける必要がある.

一方，磁気刺激はコイルにパルス電流を流すこと

により変動磁場を発生させ，生体内に誘導される渦

電流で神経・筋を非接触・非侵襲で刺激する技術で

ある.

本研究では，これらの利点を持つ磁気期臓を筋疲

労探題遂行中に行うことにより，筋疲労の抑制効果

を調査することを目的とした.

方法

1.実験手順

被験者は健常な成人男性9名とした.運動は仰臥

位にて左腕における等尺性オ酎守運動を行った.課題

実施前に最大発簿筋力例VC:M拍 nwnVolun町

Co:蜘留めIn)を3周測定し，そのうち最も大きな筋力

を MVCとした.課題として MVCの 80%のカ
(800hMVC)で 20秒間の等尺性把持運動を発揮筋カ
が400AMVC以下になるまで続けた.磁気刺激の刺
激強度は筋収縮が起こらない強度でO.2[T]とした.

2.測定

実験概要図を Fi島1に示す.筋疲労の計測には筋

篭図(EMG:ell切回myography)と筋音図。制G:me

ぬ組.omyc噂ヨphy)を用いた.得られた結果は発揮筋カ

の結果とともにPCで解析された.EMG，I¥tfMGは得

られた結果より積分{遣を算出し，発揮筋カで割るこ

とにより単位発揮筋力あたりの積分値但MG.

弘制u)を算出した.

結果

発揮筋カの結果を Fig.2に示す.側1旬。lの発揮筋
力に比べ儲卯臨時の発揮筋カの低下カ抑えられて

いることがわかる..(p<O.OS) 

U伊1IO straiDgaugc 

齢団幹
、 1 ..... 唾・・・ー・内・

8uJt:帆如W¥ 巴__._v.， 
、、 Imags舗m2ω

Fig.l 実験概要図

またiEMGI発揮筋カの結果をFig3に示す.記MGI

発揮筋力は統計的な有意差は得られなかったものの，

僧加が抑えられる傾向が見られた.しかしiMMGI

発揮筋力の結果はばらつきの大きな結果となった.

Fig.2発揮筋カの結果

考察

B闘世田a

4・oxpo個冒

路島3iEMα発揮筋カ

本研究の結果は疲労に伴b鳴海筋力が低下し，ま

た単位発揮筋カあたりの筋電図の積剣置の上昇が抑

えられる傾向が明らかとなった.このことは磁気に

よる疲労回復または疲労抑制効呆があることを示唆

している.しかし筋音図について』説明瞭な結果カ均等

られなかった.これに協彼験者の劇旨の厚さなどの

問題が考えられる.今後は他の観点からの検討を行

い磁気刺激の効果をより明確にしていく必要がある.

参考文献
ωT. B儲d1.M.P. dc Loozc ， 1. Kin伊a • Visser， I.M.咽 D Di僧
官偶回m卯F叩Ihil凶 mmufes凶iousofm鴎 10Cauguc cl図面白:gcliO'cr雌包明h
uiofsim叫81cdIIsht man叫舗emblywork" Sci関崎Dir田t:pp246・256.2ω9
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小学校における『からだ育てjに関する実践的研究

0村宋勇介(鹿児島市立伊敷台小学校)

キーヲード:教育鯨程の自主縞成 『いのち』の学習からだ育て観点の教育 自己肯定感・観

目的

子どもの貧困といった現代社会の矛盾は rいの
ちjの宿る揚どしての彼らのからだに具附句な形で

表出する。教育実践l~いて，子どもたちのからだ

を問題にする場合，体格や体力・運動能力といった

観点で分析的に捉えることはもちろん犬切であり必

要であるが，青梅としていったいどのようなからだ

を育てていくの恥総合的に先週量した上で，それに

トータルに働きかけていくことが求められる。

本研究では教育隷程の自主緩成の視点により，

自然・からだ・文化・性・食・死という6つのテー

マから展開している小学校でのfいのちjの学習実践

を， r.からだ育てjの視角から分析しt rからだlに関
する教育内容の抽出と，その学習方法の組織化に関

する原則自甥点を明らかにし，今後の実践的課題を

設定する。

方法

『からだ育てjの実践は，概要員ζ示す3つの揚にお

けるf学習Jとして1年をカヰすて展開される。

ここでは 2∞5年度の上市来小学校5年創こおけ
る実践を中心に，子どもたちのからだに衡する学習

の場を分類・整理し，そこでの実際の学びの儀子と

感想文の分析を行うことにより目的に迫る。

実践の概要

1.視点

体カづくり・からだづくりと称する学校現揚の実

践で4主体カ・運動能力等のマイナス郎分にスポッ

トが当てられ今そこに f先訪を指すJといった場合

が多lt¥D しかし，自己肯定感・鏡を育むためには

もっと今の子どもたちが，そのまま備えている自分

自身のからだの『素晴らしさjに気づかせていくこ

と，あるいは自分のからだの『おもしろさJに鰍も

させる学びこそが必要ではない九筆者はこれま

で『いのちの『土台』を豊かなものにJという実践

テーマの設定のもと r続陀経験の中身，および
人と人とを中心とする様々な関係.(つながり)を，

より盛方向却齢当なものにするJを基本的視点として，

以下のような具体的実践として展開してきた。

2. r:からだ育てjの実践

(1)体育授業における fからだjのとりたて指導

ωもだ治瀦じるカを磨く
②からだの fカjに気づかせる

③むとからだを解放する

(2)運動技術学習と関連づけた防もだjの学習

体育学習は主として運動文化に衡する科学を学

ぶ場と捉えている。その過程で，自分自身のからだ

を認織させ，いわゆる『体カJや f運動能力jの育

成も併せて追究Tる骨
(3)日常の教育活動における fからだjの学習

体育Wトの教科・教科外における教育活動，各行
事との関連指導事等，日常的な関わりの中で，子ども

たちの小さな学びを意識的に積み重ねていく。

成呆と線題

学習主体としての fからだjが，まさに学習の対

象として自分自身を客体化する方法は多様に存在す

る。それらをす寧に積み重ねることにより，子ども

たちのからだに関する豊かな認織を形成し，自己肯

定感を育むことができると考える。但し，それらを

単なる教師の思いつきではなく，子どもたちにとっ

てひとまとまりのからだに蹄する科学的認識を形成

し，あわせて真にからだを拓くためのとり組みとし

て，意図的・計画的に展開していく必要がある。

そのためには，まずもって現在の子どもたちの持

つ『からだjの問題の房能とその原因とを鍛密に探

らなけれJまならなb、その際，戦後の『生活綴り方
体育jの実験者であった佐々木賢太郎の視点と恩也

実強方法に改めて掌ぷ必要があろう。
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教育課程編成から読み解く身体教育の位置づけの検討

一教員養成系科目における実験的授業の報告ー

0西迫貴美代(鹿児島県立短期大学)

-キーワード:実験的授業自己他者自己表現法身体コミュエクーションイメージ

目的

事研究は，鹿児島県内K大学児童学科f特殊論議j

として設定されている科目『自己表現法(身体はに

おける教育内容の設定、およt湾鰯ト学習過程の報告
である.本実験自慢受業において設定された方針(目

掛の達成度を分析し，プログラムの妥当性と線題

を明らかにすることを目的とする.

方法

1. 実践期間:2010年4月15日一7月29日

週一回、 90分授業の15回

2. 対象者 :K大学一年生計ω名 C受講登録者)
男子31名、女子32名

倶し、出席()'7聞の4名の学生については、分析対象か

ら除いた.~起質対象者S9名)

3. 分析方法

1)毎回提出の学習レポート記述の分析:当初計

函の修正根拠の明確化

2)言葉からのイメージ・音からのイメージ閥査

の分析:イメージ共有のための効果の分析

3) 15回履修後の課題レポーは磁の分析:授業

で達成された内容の分析

実践の概要

1.授業内容割留の方針

O特定のダンス手法に限定せず、学生のリアヲ

ティー(現実生活のからだ)を引き出すため

の表現方法を採用すること

O自分や他者の fからだJを見つめ、観察する
様々なワークの体験から、自らの身体感覚、

運動感覚を再発見する方法を追究すること

Oさらに再発見の過程を通して， rからだjの
構造、メカニズムなどを理解し，自分のから

だを使い，他者とのコミュエケーション能力

や自己表現カが高まる方法を追究すること

2.授業内容<t-15回)

l.rからだjが生きている鰹拠採しC呼吸を意織叫腹式呼吸説9
1柔らカーいからだとがたいからだ僚穫と9ラタゼーション)

3.人間のからだを取り扱う{他者のからだとの出会い:同質と

異質の交紛 4背骨との対話(ガイヨツくん作成→姿勢~ s.歩
き方のルーツ探し〈年齢、文化の違川&立つ G監さ感覚、二

本足で立つ:1都練し.)7.転がるからだ (r猫ちゃん体操J)8. 

からだと動きの=ミュニケーション〈宮築を使わない:アイコ

ンタタト・感触・音・声の伝逮ワーク)弘呼吸と声倒コる向

10.作品をつくる①{場所・時間・人閲)1I~作品をつくる②(関

係船 12.作品をつくる@繊情・身体・雷掬 13.グ凡戸プ作

品をづくり① 14.グループ作品づくり②

1s.作品発表(作品を観る:自己表現について考える)
3. 分析と成果およ明贈

1) 1.-7.までの授業は『自分のからだの発見と他者

のからだとの出会いjのワークである.①毎授業開

始時のストレッチや呼吸法の効果を実感し，自分の

からだの変化の記述が多い.これらのワークは日常

生活にすでに簿入している記述が最終レポートでも

多く確認することができた.さらに②毎回グJレープ

条件を工夫することによって，毎回途う他者との出

会いから入学直後の緊跡iまぐれ，新入生の導入教

育的効果が確認できる.

2) 8.言葉を使わないコミュエケーションワーク終

了後に次時の展開の修正を行った.9ズムパーカッ
ションワークにおいて，全員での演奏が成功したこ

とから，作品づくりに向けてイメージ共有の契機を

実現したいという意図である.しかしJ 9.-12では被

験者の fからだ)の緊張が高まり. r.混笥Jしている

状況を読み取りt 13.において、授業者の意図を伝え

る内容を加えた.このことにより，被験者は将来の

職業(教師)においてJ r.伝えるjことの重要性を確

認している.キャリアデザインの観点急消却された.

3)身体表現法と言語・音傍剰の表現方法との

区別と関連が暖味で媒働機る(系統性の迫知.
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高等教育における体育授業に期待する要因と諸要因との関連

O労謙英俊 縄問大学スポーツ科学部)、青柳領 (福岡大学スポーツ科学部)
キーワード高等敏育体育授業

【目的】近年、栄養摂取の過多ヰ活動不足を原因と

した健康に関する問題の婚加を背景として、大学や

高専などの高等教育における将来を見据えた体育授

業の重劉生は糟してきでいる。しかし、現在若く、

健脚句な学生はそれらの開題に直面することはなく、

高等教育における体育授業の目標と体育授業に学生

が期待するものが一致しているかは不明である。

そこで、本研究は、高等教育を受けている学生を

対象として、体育の授業に学生が期待するものと、

その背景について調査し、高等教育における体育授

業向上のための知見を得ることを目的とした。

-【方法】対象は、 4年制大学185名、高専87名、医

療系専門学校75名の計347名である。アンケートの

内容は、過去のスポーツ歴や体育授業の好き嫌いな

ど個人的糊主に関する 15項目と、体育授業において

期待する 11項目である。体育授業に期待する項目は

①楽しさ、②仲間との交流、③ストレス発散、@体

力の向上、@糠術の習得、@漣動量、⑦健康の維持

促進、③スポーツの婦説、⑨健康の知識、⑮体力へ

の気づき、@健康への気づきである。

分析方法は、はじめに、体育授業に期待する項目

について因子分析を行った。次に、得られた因子と

個人的糊主に関する項目との関連を二元配置の分散

分析を行った。さらに、有意な惹が総められた項目

と因子との蹴婁を、他の項目の影響を一定にして検

討するために、数量化I類を行った。

【結果及び考察】因子分析の結果、累積寄与率36.舗

で4つの因子が得られた。第l因子は、 f体力の気

づき〈因子負荷長0.695，以下同様)J r健康の気づき
(0.飽8)Jに対して高い因子負荷量を示した。これら

の項目は健康や体力に対する気づきという点におい

て共通すると考えられ、 f自己の健康・体力への気づ

きJ因子と解釈した。第2因子は fスポーツの知織

ω.578) J r健康の知識ω.547)j r技術の習得(0.439)j 
に高い因子負荷量を示し、fスポーツ技能と健康の学

習j因子と解釈した。第3因子は「運動量(0.457)J 

f体力の向上(0.444)Jrストレス発散(0.304)jに高

い負荷量が見られ、 f主体的な身体活動j因子と解釈

した。第4因子は f仲間との交流ω'.447)J r楽しさ
(0.386) j r健康の維持促進ω.312)Jに共通した fレ

クリエーション志向j因子と解釈した。

因子と個人的特性に関する項目との関連について、

二元配置の分散分析を行い、その関連を検討した。

その結果、 f自己の健康・体力への気づきJ因子はf校

種別Jの1項目に有意な差が認められた。『スポーツ

技能と健康の学習j因子は f校鰯IJJr文理系Jr選

択・必修Jの3項聞に有意な差が認められた。 f主体

的な身体活動j因子は f性別Jr校鶴IJjr身長jrス
ポーツの好き嫌bリの4項目、 fレクリエーション志

向j因子は『スポーツの好き嫌いJと f運動の種類j

の2項目に有意な差が認められた。

さらに、有意な差が認められた項目と因子との関

連を他の項目の影響を一定にして検討するために、

数量化I類を行ったーその結果、「スポーツ技能と健

康の学習因子jは f校種別J、「主体的な身体活動因

子j と fレクリエーション志向因子jには fスポー

ツの好き嫌いJが大きく影響を与えていた。

表『スポ』ツ技能健麗@学習J因子と学授、文理糸、遺扱必般の随適

因子
カテヨリー 偏相羽霊稲盟

アイテム カテヨリ ウエイト レンジ 偏甑 偏融

大学 ・0118

続種別 商尊 -oJ制沼 0.413 0.195 
1w賢司慢 0295 

F品2:;t蕗車ー冒ッ郡・踊 廓 0.024 0.248 
0.008 0.023 

文系 -0.014 

部R・5島健遺恨 0.017 
0.128 OJ舗2

必偲 -0.110 
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中学・高校生のスポーツ観形成の実態
一一東アジア地域の比較分析を中心に一一

0松崎大輔(山口大学大学院)，海野勇三(山口大学教育学部).中島窓子(中村学園大学)

キーワード:スポーツの価値意識・スポーツ像・スポーツ観

1 .研究目的

2008年改訂学習指導要領で、体育科では教科の特
質を踏まえつつ授業のなかで学カの形成と道徳教育

を同時実現するような学習をいかに組織するかが、

実践的、理制令課題とされるようになった。

体育科においても学力の獲得と人格の形成へとつ

なぐ課題に対し、『スポーツ文化に関する知識の習得

一スポーツ像の形成ースポーツ価値意識の形成jと

いう認鮒句側面からアプローチを試みる。

そこで、本報告では、スポーツ観測定尺度を用い

て中学・高校生を対象に、スポーツ像とスポーツに

対する価値意識、および両者の関連の実態を採る。

また、東アジア地域の扉京市(台湾)・北京市(中

国)で実施した調査結果との比較分析を行なった。

2.研究方法

スポーツに対する意識調査での調査対象は日本

(852人)、中国 (1019人)、台湾 (710人)の中高
生である。調査時期は日本:2006年 7月、扉東:
鉛07年9月、北京:2007年11--抱月である。
調査内容は『年齢j、聞協リj、『小学校期における

スポーツ少年団所属経験と在籍期間J、f中学・高校

期における運動部活動所属経験と在籍期間Jと中島

ら (2009)が2006年の調査で用いた fスポーツに
対する意織調査Jを行い、最後に、スポーツに対す

る価値意識・スポーツ観への影響カを測定するため

に、 f体育の授業j、『テレピやマンガ・雑誌などのメ

ディアj、『運動部活動やおけいこごと，クラプj、f友

人・知人j から影響された順位を質問した。

分析視点は、スポーツの価値意識を1因子8項目

に、スポーツ像は伝統、禁欲、鍛錬、年功序列、合

理的関係、帰属意識、規範意識という 7カテゴりー

に分類し、勝利カテゴPーを勝利志向2項目、レク
志向2項目に分類し分析した。

3.スポーツ像、スポーツの価値窓誠、

スポーツ観の関係構造

スポーツの価値意餓は、スポ}ツに対する価値判

断の根拠となる部分で、スポーツ観は、スポーツの

倒産意識をもとにスポーツにかかわる見均や感じ方

であると考察した。

また、遠山啓(1972，1976)の f術:Jr学Jf:観J
の構造を参考に知識・技能が土台で、その上に fス

ポーツ像jがあり、その上に fスポーツの価値意識j

があり、これら全体を「スポーツ観Jとする構造が

宇佐察できる。

4.スポーツの価値意識・スポーツ像の分析

日本の価値意識は、扉東・北京と比較したら得点

は低いほうで、日本の男女の聞に得点の差はなかっ

た。そして日本の中高生のスポーツ像は規範意識の

得点が高く、年功序列、合理的関係、帰属意識の得

点が低いという傾向を示した。また、日本の勝利カ

テゴリーは扉東・北京と比較したら高い得点を示し

ていた。スポーツ像と勝利カテゴリ}において同調

織的スポーツ活動経験の有無によって影響を受ける

ことが推察できたー

5.まとめ

スポーツ像・勝利カテゴりーには組縦句スポーツ活

動の経験が影響していること治維察できた。ただ、

スポーツの影響を受けた限位ではスポ少や部活が1

位で体育授業は最下位だった。体育科でこそ、スポ

ーツ像やスポーツの価値意識などを担う必要がある

のではないのか。ただ、スポーツ像やスポーツの価

値意識を身につけるために体育科でどのような知識

を身につけるべきなのかが明らかになっていなb、
そこで今後は、体育科においてスポ}ツ像とスポ

ーツ価値意識がどのような知識に支えられているの

かを明らかにしたいと考えている。
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大学における体育教師教育の課題 (1) 

~特に指導観の自己形成をめぐって~

0海野勇三(山口大学)，中島憲子(中村学園大学)，鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

キーワード:教師教育・教授スキル・教授信念・指導観・学びの履歴・教師の指噂偉タイプ

1 .研究目的

海野ら 0ω，21ω)比体育授業における学び
の履歴測定パッテリーを開発し，これ，を用いて，現

行学習指噂要領下の小・中学校における体育授業の

中で児童生徒がどのような学びの経験をしているの

か，その学びの経験内容と学習成呆との関連を明ら

かにしている.しかしこれらの結果は同時に，大

学における体育教師教育の課題を究明しようとする

場合にも有効な基礎的資料を提供するものである.

そこで本研究では，海野らが報告した斜Fの履歴
測定調査の結果を，体育教師に求められる指導性の

あり方および体育教師教育の課題を明らかにすると

いう観点から再考することとした.

2.学習への携えと教師の指穏健タイプとの関連

学びの履歴調査の結果，次の諸点が擁認された.

①子どもが体育授業に臨む際の『学習への構えJに

は，内閣磁句参加型Jr息抜き志向型Jr学習志向型l
f授業回避志向型jの4タイプが鰯qされるが，学
習成果への達成度，体育授業への好嫌およt埼鯵ト
の有用さの認知の観点から見ると，い坊もでも『学

習志向型J> r息抜き志向型J> r消極的参加型j
> r授業回避淘旬型Jの煩で高かった.②教師が体
育授業において発揮する指導性は:，r雰閤気作りJr認
知的指導Jr肯定的相互作用Jr学て跡指導jの4因
子から構成されているが，それらを現実にどのよう

に鎗揮するかの差異によって，教師の指導性は『教

えー学び事離型Jr授業不成立型Jr教育内容不在型j
f自己ペース型J'r教えー学て舟融合型jの5つのタ
イプに区別される.③さらに，教師が発揮する指導

性タイプによって，子どもは異なる『学習への構えJ

を形成していた.<4激師の指導性タイプと子どもの

学習への構えタイプおよび学習成果との三者関係

には，高い学習成呆を生み出す『正のスパイラルJ

(r教え・学t融合型j→ f学習志向型j→ f高い
学習成果J)と，これとは逆に『授業不成立型J• r教
育内容不在型J→ f授柴田匙志向型1・f消極的参加

型j→ f低い学習成果j という f負のスパイラJレj

を生起させる場合があることカ鴻挺される.

3.体育教師教育への示唆

これらの結果より，次の点が示唆された.①体育

授業において子どもの学びに『負のスパイラJレJを

生起させる可檎伎の商い「授業不成立製j・「教育内

容不在型Jの指導性タイプを克服すること，②体育

授業においては教え園学ぶ内容を明確にしつつ，

認知的指導や肯定的な相互作用など指噂性を積榔句

に発持することの必要を再度確認するとともに，そ

うした指導観弓場樹富念の共有化を図ること，③恨

のスパイラルjを生み出す f教えー学て廠合型Jの

指導性タイプAの変容に向けた，教師の成長を励ま

す体制の整備.

4.大学における体育敏郎教育の録題

準備教育機関たる大学においては第一に， r負
のスルfラル』の起点をなしている f授業不成立製j
f教育内容不在型jの指導性タイプから学生が脱却

するために，①教科内容・教材についての豊かな帯可

的教養を学生に保証すること.(2)大学で保証すべき

ミニマム・エッセンシヤノレズとしての教授知識と教

授スキルを明般に設定し，学部および演習機関で共

有することが必要である.また第二弘指導性タイ

プの土台にある指場観ヰ嚇捌'言念を学生が対象化す

る経験を学部教育あるいは教育実習のなかに組殺す

、ること，例えば，模擬授業キ教育実習における集団

的な省察活動において，教授知識や教授スキルの獲

得と向上のみに焦点づけるのでなく，学生がすでに

持つ指導観キ教授依念の変容・発展につながるよう

な内容と形式の下切Tわれる必要がある.
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大学における体育教師教育の課題 (2)

~特に初等学校教育における『学級担任制一教科担任制Jをめぐって~

0中島倉子(中村学園大学).海野勇三(山口大学).鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

キーワード:初等教師教育，体育教師，学級担任制，教科担任制，体育教育の専門性

1.研究目的

初等学校と中等学校との聞では，対象とする児

童・生徒の発達媒題の遣いに応じた教育課程や学級

組織・指導体制の編成が異なっている.いわゆる学

級担任制と教科担任制の違いもその一つである.

日本の初等学校では，科学・文化に関する基樹句

能力の形成と安定した人間関係の中での担会的能力

の獲得という教育課題同芯じて学級担任制治繰られ

ており，教師は体育科にとどまらず，すべての教科

の指導及。呼級集団の組織・運営を担うこととなる.

これを受けて，大学における初等学校教師教育課程

においては，各教科に関する専門科目を幅広く，最

低限の教職科目;を必修科目として履修することとさ

れている.他方，東アジアには，初等学校段階から

教科担任制措線用されている国・地域もある.そう

した国・地域では，初等学校教師教育線程において

はいわゆる『ピ}ク舶が採られており，体育科を

専攻する学生には体育の数料専門科目(理論・実鈎

の履修が必修とされている.つまり，日本とこれら

の園・地域の聞には，初等学校教師の備えるべき専

門性の内実に関する理解の違いが存在していると考

えられる.

そこで本研究では，学級担任制・教科担任制を前

提とした教師教育カリキュラムの比較検討を通じて，

初等学校教師の騨弛の内実について再検討し，初

等教師教育カリキュラムの繰題について考察した.

2.日本における初等学校教育と体育教育の専門性

初等学校教育における学級担任制の特徴は，担任

が各教科での授業において f教えー学びJを積み重

ねつつ，学級づくりにおいても常に人間関係づくり

を関連づけながら指導することが土台となってい

る点であ.る.それは安定した教師と子ども，子ども

同士の人間関係づくりを構築するために，学級担任

制でないと構築できない関係でもある.逆に中等教

育にみられる教科担任制では，各教科の専F引金を高
めながら，そういった各専門教員との多様な人間関

係づくりの構築を望むように，各階梯における発達

線題としての適応を促している.このような差異を

踏まえた上で，初等学校教育における体育教師教育

の専門性を高めるためには，体育教科に関する知識

の習得や学習の進め方，方法などのスキルを高めて

いくための履修に加え，実習や演習形式の授業内容

との往還を可能にするカリキュラムの在り方など

を丁寧に編み底引必要がある.

その際，すでに教科担任制を採っている中国や台

湾，または日本と同様に学級担任制を採用している

韓国などの初等学校教師教育課程は，それらを検討

していく上で参考になる.中等学校のように，体育

教科の専門性を求めるあまり，一気に教科担任制を

採用す別減，安定した人間関係づくりへの発達課題

に対応できない.しかしながら，教科に特化しつつ

も発達課題を踏まえた段階として.4-4-4体制や，

身体運動能力的側面や認識的側面の節目といわれ

る9-10歳の質的転換期を視野に入れながら，階梯

区分との関係で初等教育における教科担任制の導

入について丁寧に検討する必要があろう.その際，

韓国の教師教育課程にみられるような専門科目の

充実や教育実習の強化などについても参照してい

くことも重要であろう.

3.大学における初等学校体育教師教育の課題

以上の結果を踏まえて，一点目は，体育教育とし

ての専門性(教科での教え)と，学級づくりとを結

ぶための教師教育カリキュラムの検討が重要な課題

となる.その際，教科騨強員の段脚句な導入への

可能性については，慎重な検討を必要とする.二点

目に，教員養成大学の在り方として，教科に特化す

るスペシャリストの養成と，各教科に共通した実践

的指導カをもっジェネラりストの養成の，両側面か

らの体制づくりをする必要がある.その際，その両

側面が考慮された教育実習体制に加え，必修単位と

の組み合わせなど，切れ切れ，の体験の積み重ねにな

らないような教育課程が組み立てられる必要がある.
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オッズ比によるプロ野球ホームアドパンティジの検討.

0青柳領(福岡大学スポーツ科学部)
キーワード:移動要因試合環境の熟知観客効果要因

目的

自らの本拠地(ホーム)と対戦相手の本拠地(ア

ウェイ、野球の場合はロード)で交互に獄合を行う

ホーム&アウェイ方式の場合、ホームでの試合では

有利であると考えられ、 fホームアドパンティジ

但A)jと呼償Lる。 HAの有無は f全ての勝利のう

ちホームゲームでの勝率が 50%を超える(Schwarz

and Barsky， 197ηjことによって磁認されるo しかし、
これは全てのチームを混みにした場合に限られ、

個々のチームや対戦カードごとにHAの有無を確認

しようとすると個々のチームの強さに依存して必ず

しも勝率は50%にはならなb、この場合、ホームで

の勝率とロードでの勝率に有意な差がある場合、HA

の存在を認めることになる。本研究ではホームとロ

ードでの勝率の違いをオッズ比により定義し、日本

ではメジャーなスポーツである日本プロ野球での

HAの有無およびHAと f移鰍回Ivel)Jr試合環境の
熟知・慣れ4蜘曲19)jr.観客効果:(8凶iencelcrowd)J要
因との関連を検討する。

方法

1.資料

対象となった試合は2005年から2009年の日本プ

ロ野球セ・パ両リーグの全試合である。そして、 f移

動j要因を操併比測定する項目として①移動鵬程

と@瀞動時間を、『試合環境の熟知・慣れJ要因は③

交流試合とリーグ内試合での試合結果の比較を用い

ることにした。セ・パ交流戦では普段対戦しないチ

ームとの対戦であり、ロードでの試合猿境には同-

Pーグ内の対戦と比較して慣れていないことが考え
られるからである。また、 f観客効果j要因としては

@観客数@瀬容密度@溺場の型(ドーム型・開放型)

⑦球場の収容人数を調査した。

2.オッズ比

オッズ比をHAの程度を示す統計値と操作的に定

義すれば、両チーム間のHA(ha)は

hu= (Pa/ (l-PU)) / (Pj[/ (l-Pji)) 
(ただし、Pe!チームiQ)j-の勝率)

となり、この 95%区間推定値の下側蹴~l より大で

あれば有意なHAであるといえる。

結果と考察

2006年のパリーグはオッズ比そのものが1を下

回っており、 HAとは逆に fホームで弱いJrロード
で強いj傾向があった。また、 2009年セPーグと
2005年パリーグは、オyズ比そのものはlを越え

ていたが、有意な値ではなかった。しかしその他の

ほとんどは有意なHAを示した。つまり、プロ野球
にも、恒常的かつ明確なHAが存在するといえる。

しかし、全ての年度で見られなかったことから、そ

の程度は他の種目と比較すると顕著とはいえなかっ

た。

対戦カー!と別のHAを年度・ Pーグ別に検討した

結果、 HAは、セヲーグでは中日、パリーグでは楽

天に多く見られ、特定の球団に偏る傾向があった。

また、交流試合と同一リーグ内試合でのHAの比

較を行った結果、 2009年度セりーグと 2006年パリ

ーグでは、同一リーグ内で有意なHAがないにも関
わらず交流戦のHAは有意であった。この原因とし

ては、普段対戦していないチームの試合環境へのf不

慣れJr熟知の程度の不足jが考えられる。
HAの程度を示すオッズ比と、対戦カードごとの
①移動時間@移動翻飽海路敬⑤観客密度⑥ドーム

型球場の有無⑦球場の最大収容人数との単相関係数

'を求めた結果、2009年・セリーグの移動距離を除き、

いずれも有意な関連はなかった。つまり、単独で

HAに影響を与える要因はなかった。
さらに、総合的な関連を重回帰分析で検討した結

果、重相関係数が有意な{直を示したのはセリーグの

2009年、 2∞8年、 2007年で、恒常的な関係を見い
だすまでには至らなかった。また、掛目関係数が有

意でない場合も含めて、偏回帰係数や偏相関係数が

有意な{直を示したのは『観客数Jf観客密度jが多く、

ついで fドーム型球場Jであり、いずれも観客効呆

要因に含まれる項目であった。
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幼児の運動能力の二極化傾向と性，年齢，体力要素

および運動技能の関連

O 池田孝博(福|向県立大学)，青柳領(福岡大学)

キーワード 分布，尖皮，正鋭性的検定

結 合

子どもの身体IU~Jií!‘や体力は二4鋭化傾向にある

(文部科学省， 2002).近年では，幼児についても同

様の傾向がみられるが(問中， 2009;存n，2009)， 
それらの報告はこ極化の現象そのものを取り倣つて

はいない.Nishijima， et a1. (2003)は，分布の f尖りJ

が鈍くなる状態を「ニ傾化現象j と促えている そ

こで本研究では，分布の尖皮によってこ磁化を定義

し，幼児期lにおける運動能力の二傾化傾向について

明らかにする さらに， 二短化似向と性，吋イホおよ

びì.!l!!IVJ技能などのパフォーマンスの特性との1~liiliに

ついて検言村ーる

方法

J. >t-t象およびIflII定項目
2年1mにわたり し416名(男児 704名，1<児 712
名)のがJ児 (3-6h・長注目を対象に運動能力のiJllJ定を
行った.測定にi探しては，幼児の係改暗に対し，研

究の総旨 ・目的に関する説明lを行い，協力への|百12ー
を符た町テスト項目は， Gallahue加 dDonnclly (2003) 

のFMSモデノレに基づく 20項目で，Ikeda ::uld Aoyagi 

(2008)によってテストの114'傾性 ・妥当性 ・尖用性

が検討されている

2尖皮のn仕l
N悩のデータ{XI，X2・・..XN}に文、lする尖f!，fkは，渉;
王巳を灼いて算出した

'̂L，(X， -~)' r 
k~τ一一士で'" [たどし 鳥 肌的 :c: 1.1"+: '1~~)， N廊崎]
1LT，-λ)' 

3テスト項目の分類

パフォーマンス特性にilliiづいてテスト項目を f発
現以轍Jrì.!l!!f~J技能J r体力Jの観点で分知した

4統計処旦li

ニ緩化傾向と，悦， 1FI!frl，パフォーマンス特性と
の関連は，尖J.Jr.を従属変数とする重四郎分析を用い

て検討した

結果と考察

際都偏差にj毒づけば，操作i.!l!!ll1Jや持久性の2E定述
ifOJはJJlI附に宇liし、絡廷が広がる傾向を示したしかし，
移動運動系のテスト項目は，絡差が小さくなる傾向

にあった.算出された平均値を用いて，分布の尖皮

の算出を行った 絡差の込司自となる 3.0未満の尖J主

は 12項目で示されたしかし，正規性検定によって，

尖}jfが~i窓にíllぃテスト羽目は， 6歳男女の 「まり

っきJヤ<0.001)と6歳女児のf立ち縞眺びJ(p<0.01) 
であった 尖度と1'1:.年船およびパフォーマンス特

性の関辿については，m白州分-Itiによって有なな回
帰式が得られた(P<0.001) アイテムでは，図 lに

示すように述。J技能，発現契機，年齢，体力，性])11

の順に尖皮との関連が大きかった ill!![I}j技能のアイ

テム内では跳l:lt能と投技能，発現契機においては内
的発現， fp.11昨段附では6iI&以J'が有tJ:て:{lミ数の符号
が負(ー)を示した よって，これらの特性は二級

化の傾向との|刻iiliが大きいと与えられる

1.90 

二')0
O. 7~ 

0.6ヲ

1.，)0 a ~:，. 
0.')0 

申や や‘台骨量F
‘十 、::y 申 青少砕ゆ ' 
、やや

図i アイ干ムのレンジ
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男子ハンマー投げにおける「空タ}ン練習Jの動作ポイントの解明

一両足支持期の身体の倒れ込みによる身体軸と地面反カから着目してー

O問中透 (鹿屋体育大学大学院) 瓜田吉久、金高宏文(鹿屋体育大学)

キーワード:ハンマー投げ空ターン練習倒れ込み身体軸の傾き圧力中心

目的

ハンマー投げのターン技術を身につけるための基磁句

梯憶織として控ター湖沼jというものがある。こ

の練習は初乙脅から上綾部こ至るまで腿支レ今川こ鰯つ

らす弦く取り組まれていることから、ハンマ』ー駒ず}ことっ

て夢隙に有用性の働事糟手段と言える。しかUょがら、

これまで空タ-~鱈における蹴悦働、を競技レ待レ

錦之明ら州こした穆開説愛けられな凡

そこで本研究明主競伎レ今同病建するハン乎『樹ず

選手の空ターン錫摺におけるターン動例4イント¢漣い

を明ら糾ごすることを目的とし丸

方法

1~辰吉訟の覗淀方法

対象者は、加P年度のハンマー投げペスト言鵠財宝、

6Sm71an: 21ゆ日本ランク 5償以後、 A選手とするL

倫nl拘n:2009日本ランク26償以後、 B選手とする)、

匁m8SCn似低 C選手とする〉の3名とし;た調臨ま子・

ションキャプテャシステム湖底制限祖梨2SO陶及びフ

ォースプトト依蜘祖製1側同を用い切すった

2調蜜英目

ハン干物ずめ両足苅窃稲附ける f身体軸の傾きJ

を源院項目としたなお、身体納税頃きは腕庶民事時=ら

両足ω 防副戸闘ne:圧力恥ωを結ん夜搬を
身体軸と定義し、定義された身体鰍D蕗繍謝する傾斜角

度訪=ら知れた与

結果及U堵察

A選手とC選手を段鮫したところ、長捗揚捌角廊以後、

MAXとする)に加、て1ま全て倒亘鰯えまた働側輸度

〈以低 M耐とするド粉、ては1巨厳目と2m阪自治えさ

ら附設対捌角度から制暢捌角度を引いた差分〈以;総

悶陣取町田とする}では1回伝固と3嵐長目方間前繕

治癒められ九中でも、 1医阪自の陥Xが1.93廊η詮で

あったも倒え 3巨転目laま脱皮と大き桜匙3よってい

たまた悶民主聞包に志村も、 1鴎目は393度

¢虐であったも伺え 3巨隠自には8Q度と大きな溜こな

っており、巨厳畿治鵠持守こぐれ~鶴港冶旬、 3 巨転目の

MAXとDlF昭郎lCEで糊こ高b情意差φ<OJ∞1)カ濡め

愉It~必1 参照弘これらから競技ν切の高b濯手ほ

ど、身体齢繍庁、身体職働ずる幅側四郎CE)

方領ハということ粉カ沿ったさらに鴎蜘糟例目れ

て搬レ~w.滴b溜手ほどより身体蜘働対、身体軸

を傾ける舗も動明向にあること於分的丸

このような結果から、空タ}ユ仮調官ま、上綾部主身体

軸を働対可こ動作討すうというポイントを意識仏それと

尚単に下級者同命体軸を傾}穴動f怜行うというポイン

トを持っているのではないかと推測されたo

Tah!cl. Aa inCIS吋伺血喝leotbc吻副sabo凶MAX，M町制
DJPFI諌鼠慌沼函館ch組凪
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サッカーの守備戦術に関する研究

~ペナルティキックに着目して~

0島崎弘規(佐賀大学大学院)、坂元康成、池上寿伸、福本敏雄(佐賀大学)
キーワード:ペナルティキック ゴールキーパー動かない

I .研究目的

サッカーにおいてペナルティキック{以下 P!O

は得点に直接関わっており、試合の勝敗を大きく

左右する。

そこで本研究ではPKのGKに着目し、どのよ

うなプレーがPKのF血k率を上げるのか、 GKに

とっての有効な守備戦術を構成する要素とは何

かを、分析、比較、検討することで今後の自身の

プレーに生かすことと、指導の現場にフィードパ

ックすることを目的とした。

ll.研究方法

調査期聞は平成22年 1月-..3月に実施した。

調査対象は s大学サッカ一部員、キッカー
11名、 GK2名とし、計396本のPKを私案の

記録用を用いて集計を行った。 分析方法はPKl

本を 1サンプルとして fMicrosoftExeelJに入カ

し分析を行った，なお有意差検定にはt検定を用

いた。

-戦略の設定

キッカー、 GKそれぞれの攻め方、守り方、 (PK

戦術}を設定した。キッカーのPK戦略は一般と

される、 2つの戦術を設定した。

①あらかじめ蹴るコースを決定してから蹴る戦

術をキッカー決め戦術、②GKの動きを見て蹴る

コースを決定する戦術をキッカー判断戦術とし

た。

GKの戦術は3つの戦術を設定した，①あらか

じめ動く方向を決めて動く戦術を GK決め戦術、

②キッカ}の目線、軸足の向きなどの情報から動

く方向を瞬時に決定し動く戦術を GK判断戦術、

③ボールが蹴られるまで動かず、蹴られたボール

に反応するという戦術をGK戦術8とした。

m.締呆及び考察
GK決め戦術が限JJ:率 17%、GK判断戦術が阻

止率19%と、ともに限止率が2割以下なのに対し、

GK戦術3は29%と8割近い阻止率を示した。

GK決め戦術と GK戦術3問、GK判断戦術と GK

戦術3関に有意な養が見られた。 (p<0.05) GK 

戦術3はGKがキッカーにボールが蹴られるより

先に動くことがないので、逆を突かれることが少

ないという特性があると考えられ、その特性から

甘いコースのシュートを高い確率でセーブして

いるのではないかと考えた。そこで、次にキッカ

ーがどのコ}スを狙って蹴っているかを見てい

きたい@高さを上、中、下の8つにわけ、右コー

スの比較的甘いコースを f2J， f7J ， f12J ，左コ

ースの比較的甘いコースを f4J ， f9J ， f14Jと

した。 f動かないjのGK戦略8は左右下方のコ

ース f2J、コース f4Jに決められている数が少

ないことがわかった。これは甘いコースであるコ

ース f2J，コース f4Jへのシュートを動かない

という GK戦略3の特性から多くセーブしている

と考えることができる。 GK決め戦術、 GK判断

戦術で甘いコースでの失点が多いことと、 GK戦

術8がGK決め戦術、GK判断戦術に比ペ高いPK

F釦k率を示していることから、 PKはいかに滋し

いコースをセーブするかを考えるのではなく、い

かに甘いコースをセーブするかで阻止率は上が

るという見解が得られた。

そして、 GK戦術8が甘いコースを高確率でセ

ープしていることから、甘いコースをセーブする

ためには左右どちらかに予測的に動き、逆を突か

れるよりも、ポーノレが蹴られるまで動かず、蹴ら

れたポールに反応したほうが高い確率でセーブ

できるという見解が得られた。



7.一般研究発表(ポスター発表)
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渡漣昇の安政4年江戸遊学説に関する一考察

一遊学時期についてー

0田端真弓(鹿屋体育大学大学院，日本学術振興会特別研究員)， 

山田i恩恵纏屋体育大学)，榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:大村務神道無念涜桂小五郎練兵館斎藤弥九郎

1.はじめに

渡迩昇侠保9一大正2年:1838-1913年〉陪議末

期V大調帯の務校五教館で学び，学問と貸脱税鴻撲の

ために江戸語字を果たした.彼の遊駒場規はこれまで

に多くの文献ζおいて，安政年間であることが示;され

てきた.しかし，その桝枇安政云抑制県その他

安政2， 4， 5， 7年と多様に述べられー特定されてい

ない.鼎ま柴紅湿地区とともに明治期の縛漣無念流の

禽腿家として知られている.筆者らはこれまで，嘉永

2(184~戸尚も安政2年にかけて，大村橋の禽鱗硲蹄財宝
将穏無念総へと改変さ払このin蜘糠派政変の割曹を
受けて柴江ら多くの務士が神道無念流.J術を主流の
流派としたことを明らカ斗こしてきた.昇もこの施策の

影響を受けた人物の一人であると考えられ今彼の紅戸

遊駒込幕凍・明治朔の政治相衡を含めた教育への

関与の遭遇盤をなしたという点で重要である.これは，

明治以降の近代日本の形成にもつながるといえる.

そこで本研究では，倣迩昇自倒〈以下， (j"自制

と勝打， lr:ヵa頴議論欽草稿ゴなどの大村滞関係史
料や~~符号制凶監婚制を用いて，この時朔の国内情

勢と昇の大村潜およt舵戸における動向，桂小型民
(のちのホ戸孝却の動向から，昇の江戸虚弱暗婦に

ついて考察を行った.

2. rr自伝』にみる大相擁およ{Jtt.Fiにおける修学
『自倒によれば昇は16歳，す3説コち嘉永6年

頃まで大村稽務佼五教館に通っていた.この頃から江

戸遊学を念頭においてb慌が，許可されず，兄・清は

薮永7隼 .(11月.28.日安政へ改号)に儲ト遊学を遂
げた.そして安政4年 r文武出精jのため大村帯主よ
り袴を受けた.その後江戸注調帯可されJヒ.
江戸遊学後の昇は極小五郎と交友関係を持った.

万廷元年3月 3 日，桜田p~もの変が勃発したとき昇は

すでに紅戸にいた.ょっで彼の遊輪場規陪家事fc4年以
降郵政7年@月 18日万延へ改号う以前のことである.

3.大約務土の動向からみた遊学

昇は『自倒 iこおいて訂戸への遊戦緋可されdとと
きのことを次のように示している.

f父訂戸エ従ス.予機能センコトヲ乞ヒ静サルj

嶋エ富労議姻郎蔚淀府ノ命ヲ蒙9.共エ発スj
ところが，父絵太夫の出府は安政5年9月20日，

富井の出願ま安政4年のことである.すなわち，彼ら

のどちらかと共に泊予へ向治めたと考えられる.

4.働j、五郎の動向からみる遊学時朔

『木戸孝允議文剰によれは街ま安政5年10月
14日，長州への帰務を命じられ匂 11月26日に担戸を
発った.安政6年9月15日，桂は限緩州を出て，江

戸べ向かった.同年10月11日以降はで泊予に滞在し
ていた昇は安政5年11月26日以前あるい伺茨咳6
年10月以降に，穫と知り合ったものと考えられる.父
ある川堀井と担戸ベ旬カミったとすると，安政5年11
月以前に交友関係を結んだと考えられる.

路樹諮亘天刻の安政4年7月20日の書簡によれ

ば本来穫の線贈富修業期間獄家殺4年10月までであ
ったが，練兵館斎藤弥:hjsの申舗によって，当時練兵

館の塾頭であっ材卸鴻錦繍聞が安政5年3月に延期

され化昇尚綜強鰭頻時の桂と交友関係があったこ

とから，安政4年に仕事でにt.rF理学を果たしていた

と考えられる.

5.まとめ
鼻は安政4.，富井とともに紅戸ベ向かった.江戸
では当時練兵錦の聾動eあった桂と導教に対する議論
を重ねるなどの親交を侍った.桂の線兵館修鵜如笥は

安政5年3月までで，彼らはそれまでに幕沫・明治朔

に逝ずる人間関係の基礎を築いていた.これらのこと

から，鼻の江戸副主駄2年から安政2年の大織

における神道無念漉への輿鰯統派敬愛後の安政4.で
あったことカ朔ら州となった.昇は大材帯柑錨録選抵

流を学んだ後，練兵館捌締修業を行ったのである.
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幕末維新期鹿児島審川遺郷校における英式調練と体操

0竹下幸佑(筑波大学大学院) 榊原治晃(福岡教育大学)

キ}ワード:川趨郷俊英式調練体操

1.はじめに

本研究は、幕末維新期の鹿児島藩川議(現在の鹿

児島県南九州制11辺町)郷校において実施されてい
た英式調練と体操に着目し、当時鹿児島城下の内外

に存在していた郷校における体操実権過程のー織を

明らかにすることを目的とする。鹿児島滞では、明

治4(1871)年1月にそれまで部授として櫛医して

いた造士館が本学校に改められ、本学校・小学校・

郷校側の近代教育制度治滑擬された。本学校ルト学

校・郷校の上級学校の性質を帯び、和・漢・洋三学

兼修の中等程度の教育を施す学校であ-った。近代教

育制度の中.で菊桝目であった体操は上級学校であっ

た本学校だけでなく、小学校キ嘱般にまで伝播して

いた。しかしながら、この郷佼における英式調練と

体操の実態はこれまでf分に明ら州こされてb常川
2. )1峰村皐問所における英式識練

川筋E村事問所〈以下、皐問所)は、郵~2 (J縦)

年、当時の地頭であった高崎兵部を中心}説。設され

翌年に開議された。鹿児島務の地頭は所鯖代闘機

割を担っていた。幕末期の地頭は、基材旅鹿児島

城下に居住しながら間接続治をおこなっていた。学

問所設立の趣旨は、将来のために文武の良材を育成

し、時勢に即応できる人物をつくることであった。

慶応3年の史料である刷峰村築関所日側(以下、

『皐問所日帳』と表記する)からは、皐問所におい

て学問のみならず、武芸や旧来の行事についても行

われていたことが判明する。そして、ここでは英式

調練の郡勝についても重視されていた。この英式調

練の郵腺湯河背コれる日には、暴問所が休日となって

いる，というのも、暴関所の大方の教員は英式調練

の教導官をも嫌務していたからである。また、『暴問

所日1聞には7月1日付で f銅線ニ而学問所無関席

学生調練ハ出席人数五拾武人Jと記述されており、

学生が実際に英式調練を行っていたことも判明する。

英式調練の実施頒度としては、慶応3年1月及び2

月については1回のみの実艦状況である。しかし、3

月27日から5月5日まではf三月廿七より昨五日謹

之問事関所蜘k英指揮調練有之関鹿不致侯事Jと、
かなりの長期間に渡って事問所を休日として行われ

ていたこと治略l明する。この時期は、英式調練が最
重要課題であったことを窺わせている。5月以降は、

おおよそ3固から5回程度の実施であったJ皐問所
日開からは英式調練の具体的な運動について窺う

ことはできないものの、当時鹿児島務で用いられて

いた龍騎鵡坂『郵1英国歩兵錬法』を参考に筋節運

動傑手体操や木秤を用いた手具体総倒すわれて

いたと考えられる。また、基本的に鹿児島城下に居

住していた地顕治効頴窃務長を視察することもあった

3. )1随郷佼における体操実踏の痕跡とその遭遇

明治4年 1月以降は))1)辺村事問所削11鐘郷校と
なる。明治S(18刀)年6月n目、西国巡幸中の明
治天皇は本学校において体操を視察した。的l峰村皐

校日誌:J(I明治5年から明治9年までの，)11趨郷校の動
向が記されている)には、明治5年6月23自に川迩

郷佼からも教師2名生徒5名泊勾?幸前の20日から鹿

児島市中で待機していた、という言謎がある。すな

わち、川趨郷佼の生徒も行幸に際して明治天皇に体

操を披露していたのである。鹿児島務の郷校におい

て体操の実施治報鶴できるのは明治4(1871)年11

月以降である。鋼妓生徒が体操を明治天皇に披露す

るまで7ヶ月程度の短期間であるため、郷校では英

式調練の認l臓によって既に体操実施の益盤が形成さ

れていたと考えられる。

4.まとめにかえて
以上のように、明治5年8月の学制以前に鹿児島

藩では既に郷校においても体操が実織されていた。

これらの前提条件として、城下に居住しながら郷校

を管轄していた地顕の存在が挙げられる。 )J峰郷校

では、地顔管理の下、学校という楊において体燥の

要素を含んだ英式調練を行っており、殆どの教員が

英式調練の教導官でもあった。こうした実態が、明

治初期の体操実胞の基盤になったと考えられる，
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『学校体育指導要綱~ (昭和22年)及びその参考書にみる体育理論

一改訂学習指導要領の『体育理論jについて考えるためにー

0榊原浩晃(福岡教育大学)

田端真弓{鹿屋体育大学大学院，日本学術振興会特別研究員)

キーワード:学校体育指導要綱 保健体育 体育理論

1.はじめに

今回の中学校学習指導要領(平成20年3月28日公

示)、高等学校学習指導要領(平成21年3月9日公示)

の改訂で「保健体育jの「体育理論iJI弘指導すべき

知識の明樹凶訪=ることが求められへまとまりで学

習することが効果的な内容に精選された。中高に共通

する体育分野の領峻内容として「スポーツの文化lの

理解が求められ、高校学校では『スポーツの歴史Jも

取り扱う内容とされている。 f体育理稔lの領臓ま、従

前では『体育に関する知識jであった。戦後の『学校

体育指導要綱~ (B静岡 22~) でも f体育理論j はいち
はやく取り上げられていたことは出原泰明氏によって

紹介されているが，あまり知られていな"'0こうした
研究やその吟味は、現在の改訂学習指導要領で求めら

れている f体育理論Jで、指導すべき内容や知識の明

確化をはかる上で有益材育報であって、体育史研究が

寄与しなければならな"'0学校体育指導要綱の解説番
号唱参考書類も出版されていたが、それらの中での内容

の取り扱いを精査することによって、現在の内容との

相違が明らかになる。このことを本研究の目的とする。

2. Ir学校体育指導要制。蹄22年)の謝T
『学校体育指導要制は DB和21年9月に文部省
内に発足した f学校櫨育研究舎jの調査研究による答

申を原案としており，文期消は昭和22年6月22日に

これを発行した。『我が園が民主園家として新しく出発

するにあたって，最も重要なことは園民の一人一人が，

健全で有能な身体と，善良な公民としての4主舗句，道
御悩識を育成することであるJ(p.l，はじがき)と述
べられている。中学校及。滴等学校の体育理論は『体

育史・体育の目的・各種運動制蹴運動練習法・ス

ポーツマンシyプ・家庭体育・4土舎体育・圏際競伎・
斜援の手l朋・運動衛生jとある。(P.12，及びp.15)

3.要綱の参考書類にみる体育理論の解説
当時の参考書類として，大谷武一『皐校体育指導要

綱解剣俗説期的，目黒番底昭和忽年があげられる。

体育理論の解紛討つずかであるが，r:理論としては鰻育

史で，我が国の睦育が如何なる経路をとって今日に及

体育史

んだ治、世界の飽育はどのような猪展過程をとってい

るかの概略を教えることによって，将来の飽育につい

ての見通しを得させる。健育の意義及び目的について

も，学徒の能力に相応した理解を得させる。また，飽

操，スポーツ，ダンス等各種運動のあり方を会得させ

る…Jとある(p.28)。野滞要助随育理論の指導(上

巻:)J，体育評論紘噺日24年は， r.新しい淵瑠飽育

指導要綱の中に，中学校，高等学校の教材として健育

理論が綿訪日えられましたJ(p.l)と序で述べられ『こ

の瞳育理論}言葉の腫育の倒産を理解させ，之を家庭生

活，社舎生活に役立たせると共に鐘育思想を深め，理

論を銅競題訪に生かして，一層科学的に健育の効果を

収め，将来における健康生活設計の基礎に役立たせよ

うとするものであるJ(p.13)と述べられていたー今村

嘉雄編倣訂中学体育統制和光書房，昭和28年は，

その後出版された数少ない体育の副読本である。

4.要綱・参考書類の理鈴内容(まとめにかえて)

当時の体育史としては，体育やスポーツがいつごろ

から学校で行われ;It.:lJ'~， 欧米のスポーツが日本の学校

でどのように発展したれというよう仏グローノ勺レ

な視点がみられなu、オリンピックの歴史は，国際平
和や青少年の教育を標傍するクーベルタンの思想へ

はほど遠b、
国際競技は，極東大会やデピスカップなどでの日本

選手の活援を要望しつつ欧米選手に肩を並べること

に注目されていた。余暇活動の内容は，イタリアのfド

ポラボ}ロjとドイツの「クラフト・ドクルヒ・フロ

イデjが参考省類で例示され，恩納桧余暇政策締

景にあったことが読み取れよう。そうした教材制限

を現海の f体育理論j領域のそれを比較検討する視座

を持つことで，一層今日の理論内容を深められるであ

ろう。

【その他の文制

井上一男『学校体育制度史JJ(:増締切，大修館書底
昭和45年

出原泰明『教室でする体育〈中学校蹄-r.体育理論j

の授業づくりJ，創文企画， 平成12年
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児童版運動継続化の螺旋モデル構築に関する試験的試み
O谷本英彰(九州大学大学院) 橋本公雄(九州大学健康科学センター)

キーワード:児童運動継続 PlannedBehavior 運動継続化の線旋モデル

目的

近年、児童の身体活動量が減少していることが問

題観されている。そこで、身体活動量を指強させ、

健康問題の改善を試みるために、児盆の身体活動に

対する意識の変容を図り、将来を見据えた上で身体

活動の継続・習慣化を促す取り組みが必要である。

今までに、身体活動の噌強等を目的とした実践は、

我が固においても実践されているが、これらは教師

の経験に基づいた場合が多く、実証的根艶や普遍

性・効朝生に欠ける。

そこで、本研究では理制焼酎拠に基づいた児童の

身体活動の継続・習慣化を目的とした介入プログラ

ム4織を見指え、橋本 (1998)の提唱しお璽蹴織
化の螺旋モデルをもとに、児童版運蹴謝線化の螺旋

モデル構築のための試験的な検鉦を行うことを目的

とする。

方法

1.対象およひ関金問婦

調査対象は，資料の完全なF県の小学校に通う児

童 171 名(男子~名，女子斜名)であり、調査時

期は平成22年7月上旬である。

Z調査項目

調査項目は先行研究をもとに児童版運慰謝織化の

螺旋モデル尺度を作成した。

PIam凶Behavior理論の変数については勾m ら
倒胤)の使用した尺度を日本語版に修正して用い

た。

結果と考察

児意版運動繕鋭化の螺旋モデル関する項目につい

て、因子分析を行った。因子数を 4-6と推定し因
子分析を行った結呆、 6因子解が適切であると判断

されたため、因子負荷量が.40未満の項目、および

ニ堂負荷のかかった項目を除き、 6因子で再皮肉様

の因子分析を行った。その結呆、6因子29項目が児

童版運動継続化の螺旋モデルに関する項目として抽

曲された悌I因子:快適経験、 8項目、 α=.92、

第E因子:結果・目標、 8項目、 α=.87、第E因子:

成功体験、4項目、 α=.87、第W因子:身体的資源、

4項目、 α=.90、第V因子:ソーシヤルサポート、 8

項目、α=.85、第羽因子:運動仲閥、2項目、α=.72)。

次に、モデルの有効性を検証するために階層的重

恩婦分析を用いて、児劃援連載継続化の螺旋モデル

と人の行動を表す代表的な理論である、 pJaDned

Behavior理論の行動意図に対する説明カを比較し

た。

まず、児童版運蝦継続化の螺旋モデルについて、

s句 1で快適経験、結果・目標およ術協体験を投

入した。そして御p2では身体的資源、 s均 8では

ツーシャルサポートおよび運動仲間を投入した。

S句 1では行動意図の予測に快適経験および成功
体験に有意材結坊が、結果・目標にl00A，水準の規
定カがみられ、行動意図の分散の 60%を説明した。

脚 p2の身体的資源を投入すると、説明カは52%へ

と糊目し、快適経験、成功体験、およa:身僻句資源

に有意な規定カがみられた。御p3のソーシャルサ

ポートおよて舟醐仲間を投入すると、説明カは56%

へと糟加し、快適経験、身体的資源、およびYーシ

ヤルサポートに有意な規定力がみられた。なお、成

功体験は10%水溶の規定カであった。

問機の手照で到個nedBehavior理論についても

検証を行った結果、行動意図に対する説明カは58%

であった。

以上のことから、児童版湿掛継続化の螺旋モデル

の行動意図に対する説明カは、 PhumedBeba括償

理論をか拘=に下回ったが、今後、質問項目を改良

し、対象者数および地域を拡大して繰延していくこ

とで、 pJaDnedB伽吋or理論よりも有効なモデル
となりうる可聴性があることが示唆された-
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腕目標到達課題における反応時間と正確性の左右差
0山内正毅(長崎大学)

キーワード:目標到達課題 ラテラリティ 反応時間刺激一反応の対応性

目的

選動パフォーマンのラテラリティの要因については、

これまでに多くの報告がなされ、や陣匙旬聖戦句要因、

知覚情報の認知や注意の要因、身体繍飴こよる動f欄j
限の要因などが示されている。しかしながら、政ずし

も一致した結果ではなb、と考える。筆者はこれまでに、

筋感覚だけによる位置決め課題を用b、て半球繍笛勝

観点から腕の左右差を議論し、イ立僅決めという空間課

題の左腕(右半球機飽倒立を報告した。

本布院は、ラテラりティの要因を探る研究の一環と

して行った。左右半視野にランダム提示した繍句に対

する左腕あるいは右腕による泰早b噴随反応に左右建

設注じる'IJ'¥Jj)部欄とE閥生@自維誤越の点から
検討したゐまた、目標提示視野と即鼠涜との矧割弱係

。初勝ト安定の締割当主についてのi島常t:もあった。

方法

1.被験者

被験者は、健康お訴リき大学生7名(男子5名、女

子2名)で、八回・中療の利き手テストによって強い

右利きと判定され、口頭による実験の趣旨翻月に対し

て閑意した者であった。

2.線題と装置

課題瓜タッチパネバイサき 15インチディスプレイ

(タッチ反応調l定器服部∞IX)上の左/右半視野に提
示された梯句に対して、槻緒中央のホームポジショ

ンから左/右どちらかの示指で索早くE確に櫛切こタ
ッチすることであった示指の先端にはタクトスイッ

チを装着した全鮒初動作をm価IR-}QU∞、釧y)
に録画し丸

3.測定
目:賜腿避勧の即卸摘、繊位置の駒からの誤

差 (x，y，軸期的を調淀し、課題を剣予するときの腕・
釧怜VTRに震源した。

4.条件と手続き

被験者は、タッチノ句、ルヂィスプレイを設置した机

前の椅子に鹿り、実験内容の翻月を聞い丸机の蜘=

ら35佃自妨のディスプレイ上に大小の目標赤円(直

径5mmと10nm)を、大きさ、位置ともランダムに提

示した。目標飽和時聞は3secであるが、剥齢まディ

スプレイ-..$u遣すると同時に目標の赤円』羽目去し、 3

S印後に次の目標を提示し丸

被験者には、目標円に対して、ディスプレイ手前2

5佃のホームポジションにセットした示指をできる

だけ早く、正確に、タッチするよう教示したー

この到達課題を、右腕50尚子、越路50補予実施

し丸

結果と考察

1. 反応時間

反応碗の左右強訴専られなかったが、自穏健示視野

と反応舗の有意な交互作用が得られた(P(0.05)。目標

提示視野の左右と反応腕の左右がマッチした揚合に

反応糊蹴清意に働めた。これ闘伴50謝?と同

様側関向であったもく0.05)。

左腕前揃半の50梢予より後半の50樹?で反応

時間が短くなり、右前で怯長くなる傾向にあるが、目

標提示視野の左右と即鵠施の左右のマyチング}謁割包

しないこと掬賦された。この結果制活動え繍臓)

反応の対応性 (S-RωllPeltibi1i ty)を示している。
Z 距離誤差

目標到達位置のX執、 Y職方向の距滞慰瑳、変酸誤

差とも即鼠路や目標島宗視野の有意お儲諸説専られ

な治めた。 Y軸方向の翻鯨麹こ儲闘の有意差傾

向がみられたのを除きゐ，(0.10)、前半50鞘Tの傾向
と同様であった。

先行研究で}ゑ反応時間に限らず誤差缶礎的に

ついても車i鵬ト長応の鰯志位が報告されている。また、

筋感覚情報だけでの目標現趨課題でも左右開閉鎖瀬

告されているが、ホ研究明潟支臨時間に左右腕と目標

提示視野間の関係治構られ虎が、正細企については有

意鍾湯河専られなかった。今後、円買の映像の分析を含

めて、これらの原因について検討カ泌援である。

蹄僻

草場閉扮ー臓ま文鱗科学研現鋤助金何戟却・器報基盤崩究

ω餌題静号却底脳i9)の支援を由化
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ウォ}キングに伴う感情変化の規定要因の検討

0本多笑美子(九州大学大学院) 橋本公雄(九州大学)
キーワード:ウォーキング感情変化規定要因 メカエズム

目的

運動・スポーツ心理学領域において，運動が感情

変化を促すことは，多くの研究によって明らか}こさ

れてきた.しかしながら，そのメカエズムは明らか

にされておらず，いくつかの生物学的および心理学

的仮説が提示されているに過ぎない.近年，運動の

継続化を考えたとき，ポジティブな感情の獲得の重

要性が指摘されている (Freむickson，2002;橋本，

1998)が，運動に伴うポジティプな感情変化を規定

する要因はまだ明らかにされていない.また，これ

までのさまぎまな仮説は，不安や抑うつに対する運

動の心理的効果に関する要因として提示されてきた

ものであるが，ポジティプ樹育の変化にも適応でき

るかもしれない.そこで本研究では，これまでの仮

説に準拠して，ウォーキングに伴う感情変化とその

規定要因を明らかにすることを目的とした.

方法

対象および調査時期:調査対象は，ウォーキング実

習 (90分)に参加した専門学校の学生79名のう

ち，欠損値のない資料の完全な76名(男性14名，

女性62名.25:1:6.3議)を分析対象とした.

調査項目:

1)感情尺度:村上と橋本 (2002)が作成したM∞d
Change Sca1e.Short..2倒CL.S.2)を使用した.

下位尺度は快感情 (4項目)，リラックス感 (4項

目)，不安感 (4項目)からなり，尺度の信頼性は

確認されている(村上・橋本， 2002).回答カテゴ

リーは7段階評定尺度で，得点が高くなるほど快

感情とPラックス感はポジティプな感情状態，不
安感はネガティプな劇育状態を意味している.

a運動に伴う感情変化の規定要因尺度:本多(2010)
が作成した運動に伴う感情の規定要因尺度を使用

した.下位尺度は気晴らし・楽しみ (7項目)，熟

途 (5項目)，身体的即芯 (4項目)，社会的相互作

用 (4項目)の4因子で構成され，尺度の信頼性

は確認されている.回答カテゴPーは5段階評定
尺度で，得点が高くなるほど，運動に伴う感情変

化に寄与していることを意味している.

3)主観的運動強度:]松B 印刷ngof Perceived 

Exertion，小野寺・宮下， 1976)を使用した.

運動実施および測定の手順:実施手順は表1に示し

た.屋外でのウォーキング実習を用い，事前と事

後にMCレ8.2を、事後に規定要因尺度を実施した.
実際のウォーキング遂行時聞はso分であった.
表1:ウォーキング実習の涜れ

時間 実施項目

約10分 実習の説明， MI弘・8.2(1回目)

約10分 ウォーミングアップ

約50分 ウォーキング{居抄ト}

約20分 ター9ングダウン， MCL.S.2.運動に伴う感情変

化の規定要因尺度

結果と考察

RPEの平均は 12.5(SD=6.26)であったことか

ら，低・中等度の運動強度であったといえる.

MCL.S.2によって測定された実習前後の感情変化

を，対応のある t検定で分析した.その結果，快感

情 (t(75)=.11.392，p<.OOI) とリラックス感

(t(75)=-5.402， p<.∞1)の有意な増加と，不安感
(t(75)=7.572， p<.OOI)の有意な減少が認められた.

運動後の感情状態に対する各要因の規定カを検討す

るため，運動前の感情状態を統制した階層的重回帰

分析を行った.その結果，快樹育(R2::必)には気

晴らし・楽しみ併.50)と社会的相互作用供.85)

が，不安感(R'-=.16)には気晴らし・楽しみ併=-.45)

が有意な規定カとして認められた.なお，運動の熟

遼や身併句反応については，いずれの劇育変化にも

規定カを有していなかった.

本研究では， 90分間のウォーキング実習における

感情変化を明らかにするとともに，感情変化の規定

要因を検討した.その結果，ウォーキング実習によ

るポジティプな劇脅の糊日やネガティプな樹育の低

減が示された.また，それら感情変化には運動によ

る気晴らしや楽しみ，そして人との関わり合いが重

要な要因であることが本研究から示唆された.
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運動場面における防衛的悲観主義尺度の検討

一成功・失敗場面における帰属傾向及び目標志向性・特性不安との関連-

O 肥後秀樹(鹿屋体育大学大学的，森胃腸，中本浩縛(鹿屋体育大学)，水落洋志(鹿屋体育大学大学助

キーワード:運動場面防衛的悲観主畿尺度帰属傾向 目標志向性特性不安

目的 結果及び事察

(1)運動場面におけるDP尺度の作成運動場面において，過去に良い成績を収めているにもかカわ

ら喧明来的に試合で負けるととキ噺砲に失敗するととに強b不

安を抱く者カtいる.このようお盈謝之類似した状況で良い成績

を収めているにも隙コらず.ζれから迎える遂行梅田之対して

は協調騰をもっ認知的方略として防御鋪燭主幾(以下P吟
という考え料鳴舗面において報告されている別館四&白島

町，1986).ζのDP者は将来の遂行におい官邸絢切まある

がこれから遭遣する失敗樋面を含めた全ての遂行梅田こついて

入念に僧備することで商bνtフォーマンスを達成する(Norem，

2001) • 

しかしながら，これまでのDPi穆~ま学習場面を想定したも

の闘激多く晃られる抗運動掲面を想定したものは脳たらな

い.そこで本研究明お盟糊薗におけるDP尺度の作成と信頼

性・妥当性を櫛すすることを目的とし，さらにDPの傾向カ稿い

対象者に関する，乙唖銭櫛性を明らかにするわめ帰属鯛旬・目録

淘旬性・特怯不安との関連を検討するとととした.

方法

1.対象審および関鶴期

第1飼蹴2010年7凡大学生94名陪織し，同月，第1

調査に回答した大学生74名を対象に第2調査を実施した.

2.調査内容

(ml踊奇

①運動揖置でのDP尺度北署場面でのDP鏑旬を測る荒木

。側)の尺度を参考に24の質問項目を逮動場面諸き強えたも

のを用いて運動樋田之おけるDP偏向を6件訟で質問した.

@源国帰属尺度:筒井 (1992)を参考に専門種目における昨年

の活動の内，愚も成功した時と失敗した時の原因を能力・努力・

運・体調・相手の5項目それぞれたついて5件訟で鯛した

③目欝菌向性尺度:藤田(2009)が作成したスポーツにおける

目標趨向性を都民7する尺度を用いて.10の質問項目に対する達

成度の度合いを5伺桧で質問した

@特性不安:日本語版STAlCん:rmit)の特性不凌を測る20項目
を用いて4骨抜で筒現した

(第2嗣覇。

日本語版DPQ(J.DPQ) : Ha!喝凶u&K凪加1a(21償問により，
Ncnm斜路1)の白血園開P錨曲面Sm()臨伽mare(I淑l)を基に

fl輸された11項目}ごついて7件法で質問したユ

主因子捻町田蹴回転を用いて因子分析を行った結集『悲観J.

f努力熟考1.11過禽の結駒のs因子負抽出された.信頼性に
関しては 0.4以上の因子負荷量を示した18項目を採用し全体

のG四伽ぬのα係数を戒めたところ高川齢嘗められ(α=.80}，

因子毎のα係数においても『悲観j因子明まα=.91，r努力熟考J
因子では炉九「過去の結尉因子では(1=.72と高川齢認

められた.また妥当性に関してはJ心fQ得点との相腐を検討し

た.そ¢結集 f悲動因子得点とJ-DPQ得点の間L弔意ゲょ中程

度の正の相関(r=.68，p<.Ol)t ~努カ熱帯』因子得点と即時

得点の聞にも有意な低い正の組関(r=.28，p<.05)fJ'匁られた.

また， fl過去の結果j因子はNcrem(2ωりカ幣成したDPQに
おける締i煩固と対応している.柳原自得点と即時得点と

の相闘をみたところ，有意な中程度の正の相関(r=.41，p<.01) 

カ句られた.このことから.今回作成した運動場面に制するDP

尺度の信鰯生，妥当信持派された.

(2)DP尺度と線側維の関連

抽出された各下位厨子の得点上位群(上位 118)と下位群{下

位113)に分け，群関の帰属偏向及び自律調剤室、特笹不安得点

をそれぞれ対応のないt検定により比較したその結集帰属傾

向に関しては f努カ熟考Jで成説蹄の『能力J得点(t(57) = 2.596， 
p<~俗)と i努力』得点 (t (5'η=3.778， p<必}に有意盤カ涜

られた.I'i過去¢結果lでは失敗時の瞳j得点に有意撃か呪

られた&侭5)= 2.102， p < .05).目縁翻向性に関しては『努カ
熟考』で甑題趨向性得点応肯定望的規られた (t(5'刀=2.318，p 

〈必).Ii過去の結果l切立自説趨向性得点に有意7よ齢塊られ
た(t(55)=3.5回l，p<.05).また特性不凌に関してはI悲観iで特

性ヰ凌得劇こ有意齢混られた (t停匂=6.278， p<~街，).以kの

ことから.運動場面において高いDP得点を示す者の乙哩践勝性

にはいくつ場、のタイプ命令ちり， r努力熱考Jを多く行う者は課
題淘向性を強〈持ち成功原因を自分の能力キ努カに帰属しやす

く.Il過去の結果jへの自信治宅金い部乱自我志向性を強〈持ち

失敗原因を還に帰属しやすいという鏑鋤混られた.また『悲

観j銅紛宅金b記者は特性不安得点カ稿いことから，性緒的に

安定した不安鏑旬を持つ可能性が潟慶された.よって，これら

のうち，どの特徴を持つ者合唱事鮪悦福知均をもたら噴古ヰ之つい

て今鏡検討するIIO吾動tある.
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高齢者の運動継続と認知機能の関連について

- TTMの変容ステージを用いて一

0堀田 亮(九州大学大学院 日本学術振興会特別研究員) 橋本公雄(九州大学健康科
学センター)

キーロード ストループ トランス tオレテイカノレ・モデル健康

目的

わが闘は， 2008年1時で男性の平均耳狗令が79.3緩，

女性では86.1殺と世界でも有数の長寿国となってb、

る(厚生労働省，2ω9). このような向齢化に伴い，国

民医療費の制大といった松会的開館も生じているが，

個人に目を向けると加闘争による心タの機能の低下が

いわれている 中でも認匁l機能の低下は，両面聞に

おいては日常生活にまて務管するような盛大な問題

となることが報告されている (Lesik町 etal.， 2002) 

認知機能の低下を防ぐ方法として身桝舌lfllJや巡拶j
は古くから取り上げられており，横断研究，縦断研

究開わず数多くの先行研究がなされている

(白l∞mbe田dK田mer，2003).我が国においても介
綾保険制度などの政策に伴い，各地域にてさまざま

な催減教室料桜されており，川市者が迎肋を行う機

会そのものは多いと忠、われる しかし，教護の|百|は

運動を行うものの終わってしまうと止めてしまう者

も少なくないこのような現状は身体面のみならず，

泌知機能にとっーても由々しき問題となる可~生があ

る

そこで本研究では， トランスセオレテイカノレ ・モ

デノレ (TTM)の変容ステージを用いて， ~図VJ総統と

認知I~語能の闘.ì!l!について検対することを目的とした.

方法

i 対象者

書帰4者は，地域で行われた世s康教室の参加者，そ
して健康診断を受診した 6S厳以上の健常削齢者

川 名(平土6Jiド齢 70.5剖 25歳)であった

2. 冨踏項悶

1)適助変容ステージ

トランスセオレテイカノレ・モデノレ(Prochaska加 d

Diclemente，ゆ92)に基づき.災僚の行動と行動に対

する意図によって， 無IMI，C，-J切， 関心j明， 準備J~I ， 実

行J切，制長持WIの5つに分類した

2)認知機能

総先l機能は，新ストノレーフ喝陸rrC株式会社トーヨ

ーフィジカノレ発行)を用いて測定した.この尺度は，

文字ニや色とし、った情報の匁兎難度とf主主?カを測定す
る4課題からl或り，本語桁 (ω秒)での各線組の正

答数を算出し41ト点化した得点が高いほどff織犯盟
速s[や注意力は高いことを示す

その他，jlJ:.長印t世邸来状態などを尋ねた.

結果と考署員

まず諸変数の関係性をみるために， .j-fjJ鎚分析を行

ったところ，新ストノj..-フ'検査Eの各政指の平均正

答数と年齢(r-=-.331-ー.414)および健康状態 U=.226

-274)とのr:nに有jgな相闘がみられた.
選創出変容λテージと総知機能の関係をみるために，

沼知機能と有意な相I測がみられた年併と健康状態を
共変量とする共分散分訴を行った.分析の結果，新

ストループ検査日のb吋守1の鎌足Hにおレ、てもステー
ジによる得点のi皇いはみられなかった.一例として
ステージでみた課題Iの得点を図に示す最後に総

版状態と認知機能の関係を一元配位の分散分析を用

いてみたところ，倒I康状態がよ>"者のほうが情報処

理迷J亙や注7蛍カは高かったー
今後は，加速度計などを用いてより傑く巡!To継続
と認知1機能との限i係についてみていくと同時に，運
動を含め健康状態と関わる生活習慣の視点から河者

の関係について考えることが箆ましいと思われる.
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高齢者運動教室のメンタノレへ/レスの変化と規定要因の検討

- 特定高齢者介護予防事業参加者を事例として

O 荒井久仁子 (11E本健康 ・体力づくりセンター/九州大学大学院)，橋本公雄 (九州大学)
キーワード特定尚尚，者巡助教室 メンタルへんス

目的

現在、わが国では、他闘にf~Jをみないほど包泌に;印

刷ヒが進んでいる。厚生労(>fjI((ifi老化に伴う身体機能

および*1'.則的!m!而の低下の予防のため、向齢者の介護

予防~Jç~告を展開してきた。このような介護予防事業で

は、短期的な体力揃の改普・1柿向古向l上が輯報l告されているが、

F粁tJ抑'
しているものは少なb、L。今悶、特定高齢者介波予防1)>

衆参加者のメンタルヘノレスの特徴を明らかにし、1J>l'i

$)111によるメンタ Jレヘノレスの弘、化と規定~図を検i1't-t

ることを目的とした。

方 法

o diの特定向的イ庁31名(平均年齢77.6ょ6.51~'P.)を対
象とし、料仲的地Lltノξデーン診断検査(続本，1994)を

用いてメンタJレヘノレスをiWJ定した。 t'fや)，(jIJ健康パター

ンの出現率を70(~の一般向的者隊、 20 代の若年n宇(総

本2∞5)と比較することによりその特徴を明らかにす
るとともに、事業前後におけるメンタノレヘノレ只の変化

をt-tcstにより比較した。また、事業耐首長でのメンタノレ

ヘノレスの規定製図を検2‘「するために、?足以変数をメン

タノレへノレスの生きがし、}j[ とストレス度、 ~~l立五E数を巡

即J習慣、体の桁み (0 全く liiíくないー IO" tlUf!!出来るJí~

おの焔み)、体力 (5段陪評価上連動自己効力感 (Nigg

eLaL， 2001)、動機づけ(タ防E的illlJ機づけー内発的動機

づけの 5 劇階評ÍlÜj)、主観的飽LJt!~~ (1よいー 5，よく

ないの 5段階げ悩)とし、それぞ九の変化公(効見←

rJJ阻)を重悶焔分併した.昔、た、 各独立変数を、改1昨

鮮と剥t持 ，I忠iヒl咋に分け、2tE悶分散分析により、メ

ンタノレヘルスの事業前後の比般を行った。

結果と考察

まず、紛争)，的flJ!lltパターンの比較では焔本の結果と
関係、!I:l性と女性では男性のほうが良く、 n下比較では
若年1時より良好な結果であった(図 1)。また、同年代

の一般向断I者との比較でl立、日J性は-rut~'，自治省よりも

良好な結果であったのに対し、女性ははつらつ型が少

なく、へとへと型が多い結来であったa これは女他の

参加者にご主人等の介護をされている方が多く、介級

ストレスから生きがいも感じることがlii来ないとの芯

凡もあったことから、メンタノレh ノレスがほい状態を示

したと考えられる。

•• 会句

旬定高齢曹・ .，』 日エD10' Ir圃tT園'"時 .ll，] 14) o.て，';'"")!;I
""一一自国"'j ........制叫 .，予告事E

キうふう.

l!)lt C!i::il¥1・回 n. .， i; n.: ....l:....t:盟"ι 
側同刷酬臨四回訓哨闘酬聞

闘1.~有事"的総出パターンの/1可切リと参加階f比較

また、事業参加者のメンタノレヘノレスを教室1IIi1去で比

較したところ、心理的ストレニ及、身体的ストレス、 λ

トレスm:に有12な改診がみられた(ま，Jl。
3'< 1メン91レ~レスの教室市政の比較

心理的ストレス包会的ストレス 局面面瓦Fじ瓦 スドレスIf主きa丸、il
匂淘 18，‘企5，7 14・:4.8 21>.6念5.1 53.8%1~同 '"金"
初来 ，.，コヒ5.0・・ 13.5:3.9 11.11土...・・ 46.6=12.8・・ 2・ ~=7.0

W:tSD -・p<OOI
これらの結果の要因をJ-l，{4'的に検討するために、規
定盟国の検討をしたところ、教室の1前後i去を使用した

盛岡帰分析では、手1:1主な規定力がみられなかった。そ

の後、各独立変数のIì背後廷から改普'lIt.と維持 . ~化目下

でストレス度と生きがいJ1!の2要因分散分析を行った

ところ、ストレスJs'で、すべての項目で1I，'f'11aの2凶1)処

がみられた (p<O.OI).また、体力では、ストレスJ1!

で交互作用があり、体力が向上したものほど、ストレ

スが減少した (pく0，01)。以上の主制主から、教室参加l

により身体街、心理簡のすべてが改許し、その規定~

囚はI~J らかにならなかったが、体力の向上が見られた

者ほど、見トレス皮が改i!f.した。これは、体力の改器

により、体力に対するまE知而が尚まり、ストレス皮の

改」専につながったのではなb、かと考えられる.今後の

?凍他として、被験者の人数をli'lやして、さらなる~図

検付の必主主性があると考えられる。
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女子400m走者の100m毎のスピード変化について

0永野麻理健児島大学大学関 前田雅人徳児島大学) 丸山敦夫傍潟医療福抱は学)

キーワード:仰m走ペース配分スピード変化

目的

400m走は量短距離走で最も長い躍除であり，

高いスピート争闘能力が求められる種目である.こ

れまで，男子400m走走者かミース百扮の研究か

ら，高b唱醜紛S出る場合、前半と後半の200mタ

イム差が少ないと良いと報告されている.日本トッ

プレベルの女子400m選手の研究から、 100m

毎の区間で200--300mの速度低下を抑えるこ

とが良い記録につながると指摘されている.

ホ研究では，高校生から日本トップ選手までの幅

広b漕手を対象に女子400m走の100m毎の速

度・ピッチ・9簡を分析し，各要因とレース言識と
の関溜生を検討した.

方法

1.対象

高校生からー妨墾手において400m走を専門に

している女子選手20名とした.

2.実験内容

平成18年から平成20年にかけて行われJた陸

上議長入会の400m走をデジタノレピデオカメラに

て撮影した.その後，パ:-~ナルコンピュータに取

り込み，スタートから100m地点まで 100m

地点から200m地点まで 200.m地点から30

Om地点までt 300m地点からゴールまでの4区

間に分けて. 100m毎の速度・ピッチ・歩掘を算出

た.各区間毎に速度・ピッチ・歩婿の此織を行い，ま

たそれぞれmデータと400m走のタイムとの相闘
を求めた.

結果と考察

各区間倒産度・ピッチ・歩幅の変化について，

100m毎の速度は~ 100--200m区間で最も

速く 7. 62+0. 07m/sでt 200-300 

m区間、 300-400m区間とも有意に低下した

(ともにp<O.01). 100m毎のピyチは， 0

-100m区間で最も商く 3. 78:tO. 04歩/
sで 100--200m区間、 200--300m区

問、 300--400m区閑とも有意に減少していっ

た(ともにp<O.01). 100m:毎の赤揮は 1

00--200m区間で最も広く 2.05 + O. 02 

歩:/sで 200--300m区間、 300'""400m

区間で有意に低下していった (p<0.01).

400m走の記録と 100m毎例車度比較では

すべての区間で有意な負の相闘が認められた (pく

O. 0 1).その中でもt 200--300m区間で最

も勘湘関が認められた個).これはこの区間を高

b活渡で走れることが400mの記録に最も貢献す

ると示唆された.400m走の記録と 100m:毎の

ヒ・yチの民議では 0-100m区間で有意な負の

相臨ま認められた (p<O. 05)が，他の区間で

は有意な相聞は認められなかった.ピッチは400

m記録に対しあまり貢献度していないと推察された.

400m走の記録と 100m毎の歩幅の此裁では

すべての区間で有意な負の相関方言認められた (pく

O. 05).その中でもt 300--40 Om区間で最

も高b暢闘が認められた.残り 100mの歩隠が大

きいことがタイムに結びつくことが示唆された.

以上より， 400m走の記録に貢献する要閣を1

OOm区間毎のピッチ、現臨およひ漣度の関係、をみ

ると、すべての区間の歩幅およて舷間速度錦織に

貢献することが示されiた.その中でも歩揺は残り 1

OOmで大きいこと、区間速度は200--300m

区間で高b混鼓で維持できることが箆要であると指

摘された.
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図 400m走のま録と200-300m区間と

の速度の関係
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長時間ランニング時の走ベースを規定する要因

0斉}~篤司(九州大学健康科学センター) 本多英美子(九州大学大学院人間環境学府)

キーワード・ランニングベ-7-換気性問f也心拍数度数分布

目的

ヒ卜の以降rmの.C，-l自数はl拍を 11暗級としたヒス
トグラムで表すと 2-3的性の延焼分布の合成からな

り、『安1{(~休息状I~J 、「党国E ・ 生活状態J 、 f努力 ・ 活

動状態jの3つに分類した報告がある。我々はこのよ

うなIlJ制度数分布を長l1~nlllの身体活動(主主 111)中の心

拍数で検討した結果、同織に多峰性の分布 (multimodal

di5tribution)が認められ、 4的性を示すことを認めfら

それぞれの分布のJi!i頗依 (mode)の/:Ij現は、安trI，←やf*
息時では自体制主(交樹中経一副交感神経)により説

明可能である。しかし、身体活動l時に得られる分布が

いくつかの正規分布の合成となり、その分布や分散に

多様性が総められる製図は不明である。身体活動l時の

運動指広の選択には、生磁的、心裂的な内的姿図と環

境のような外的要因が彩紗ずる。内的要閣がi掛値を

もたらし、外的要因が分散の大きさをもたらすと思わ

れる。この組み合わせによってヒトは運励強度を選択

している可能性がある.

そこで本研究では、外的嬰囚が去、iヒする長時間の身

体活動としてマラソンを用い、.C，<If.I度数分布のもつ多

的性において、内的聖書図の1っとしての換気祉関値の

IllIわりについて検射した。

方法

1 被験者:スポーツ経験を有する男子大さ7・1:8名
(21.9:t0.8歳)であっ1こ。捌査内容をあらかじめ説

明し、データの利用に関する同意を得た。7 ラソン

大会への参加は自主的なものであった。参加した大

会はホノノレノレマラソンで、走行11寺1mにIMI恨のないこ
とから、参加者は各自のベースで走行することが可

能であった。

2.測定手順被験者はあらかじめ、自転車エノレゴ

メーターを用いた負術漸地法により、政大級紫摂取

誌を測定した。また、酸素摂取量の噌加に対する綴

気 f訟の非[江総的地力日開始点を換気性|羽{也

付T:Ventilatorythreshold)とし、心付数およびl詰大

西紛;摂取誌に対する割合(%¥10，01出)で示した。

3. iJlll定項目:ランニング中のIL;寸自数は.iA官数記録
装置(ポラーノレ社製パルスウオyチ)に1分間1稲で

記録された。 ffei禄された.C，.判数から、 1拾を11物品

とする度数分布を求めた。

結果と考察

すべての被験者がマラソンを完走した。走何時間

は、 5時間 13分土30分(41時間36分.-5H寺Illl44分)
であった。ランニング中のIL;判数の度数分布は正規

分布に近似する2的性の分布を示した(図s)。した

がって、被験者は7ラソン中、 2つの異なるベース

を選択して走行していたことになる。

また、被験者の VTは 60.2土5.5%Vo2m出 (50.2-

69.3%中.0，01出)で、 148.1土11.9拍/分 (128-163tl:l/ 
分)に相当しむこれを依敬者個々の心ぬ数度数分

布の2つの分布の最劇症との関係を見た紡来、換気

性閥{直に相当する.C，q官数が分布1の最倣俗に相当し
た被敏者が4名、分布2がl名、関係が認められな

かった者が3名であった。

したがって、長時間のランニング11寺のベースを選

択する要因は VTのようなlji-の生理的要閣だけで

は説明できないことが明らかとなった。

心拍叡[筒/分) 附
200 一一--，
180 トーーーー-+-ーー.-・コ掴......・~ートー-.1-ー+一一一一て倉..，.凶.一一--l

160 1-ーーー一ー=坦""司.."..一~て3ーで子‘・ーャー一一度・ォa弓云-寸

140 缶圃r.十~-一寸‘ '1 司同尚f-'l'r-一寸
120 !"--j---t ……↑一
1 100 1... ・

o 60 120 180 240 300 3oO 

置数{回)

15 

10 

§ 

o 

符間{分}

130 140 150 160 170 180 

心拍融{抽/分}

図 7ラソン走行中の心拍数の変化(A)と.(;判数
1拍/分をl階級とした度数分布 (B)の例
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なわとび3重跳びの修得方法

一跳鹿高と跳臆頻度を規定したホッピングエクササイズを用いてー

0武田誠司(都城工業高等専門学校)

キーワード:SSC運動 リパウンドジャンプ垂直跳 トレーエング

目的

なわとひ溜動の3重眺ぴは 1回の跳盟中に3固

なわを回旋させる技である.複本ら(却05)によれ

ば， 2重跳ぴが20-30国連続して跳べるような脚カ

がつくと3重跳びができるとしている.また，大塚

ら(2010)によれ』ま， rゆっくり2重眺ぴjの練習をす
ることで，踏切のタイミングや銚掴最高点でのなわ

の位置が改善され， 3重跳ぴの成功につながるとし

ている.しかし，複数回の3震銚びの成功はできな

かったことから， 3盤跳びの成功につながる能力・

技術の修得方法は確立されていないと考えられる.

そこで本研究では，効率よく 3重跳ぴを成功させ

るための修得方法を開発することを目的とした.

方法

1.【実験1:熟練者による 3重聞~の測定】

3重眺びを安定的に行うことができる被検者1名

を用いて，マットスイッチ(D悶E社製)の上で試技を

行った.その時の跳癒高と接地時間を測定した.ま

た，被検者の下肢のssc運動の滋予能力の指標とし
て5国連続のりバウンドジャンプjt(5悶，垂直蝋V乃

を測定した.

2. 【実験2:非熟練者による修得トレーニング】

3重間断を修得していな時験者3名を用いて，

実験1で得られた3重跳ぴの跳蹟周期を修得するた

めに 50回連続で雨脚リバウンドジャンプを行うホ

ッピングエクササイズ{HE)を用いたトレーニングを

マットスイッチの上で行った.HEでは亀子メトロ

ノームのテンポ音で跳踊綴度，被検者の前方に置い

た筒内のペンライト光を目視することで跳癒高をそ

れぞれ規定した(図1).修得トレーニングは1セッ

ションでHEを2回実路し， 1週間の期間で3日間

行った.そして， トレーニング期間後に3重跳びの

試技を行った.また， トレーエング前後に5RJと

VJを測定した.

結果と考察

熟練者は， 17回連続の3重跳ぴに成功した.その

時の跳車高と接地時間の平均値は， 30.8cm， 132msec 

だった.熟練者の5RJのRJ指数は3.06m1s(接地時

間:13伽sec，跳寵高:39.8cm)だった.熟練者の3重跳

ぴは最大努力での接地時間， SRJの勿%の跳腫高と

1.6Hzの跳蹟鏡度で行われていた.非熟練者3名は，

トレーニング前に漉i定した5RJの接地時間で30cm
の跳趨高を弾むHBを行った.その結果， 1週間の

トレーエング後に3重跳ぴの連続成功回数が僧加し

た.しかし，最大のssc運動の衛予能力であるSRJ
の改善は認められなかった(図2).HEのトレーニン
グにより， 3重跳ぴの連続跳躍が安部句にできるよ

うになったと考えられる.
Ughtofa附泌ght
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図 2. トレーニング前後の 3重跳び~5RJ，VJ の変化
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ジャイロセンサを用いた歩行異常程度の評価の試み

0演泰彦舗児島大学大学院)

キーワ』ド:ジャイロセンサ片麻簿 Pサージュ図

目的

人口の高酬は伴川高齢者の歩行異常の晶晴治瀕

繁にとりあげられている.この問題に対処するため

には新す異常の程度の遥切な評価が求められる.

本研究では下腕こ付けたジャイロセンサを用いた下

肢角速度による評価について検討する.本研究の目

的は歩行周期における下肢角適度ピ}タ位以外の評

価指標について検討を行うことにあった.

方法

1.研究対象

事険対象は入院中脳卒中Pハピ9テーション患
者5名と鹿児島大学の健康な男子学生3名である.

Z実験概要

健常者ではトレッドミJ財閥すを歩行速度知、110

mJ分の閑隔の5段階で30秒子宮測定し，また 10

mの餅識を被験者設定の3段階の速度で測定した.

脳卒中片麻俸患者では4mの桝予を行いストyプウ

ォッチで速度を測定し，同期ζデータの計測も行っ

た.

3.測定装置

荷量センサを両足足底値・掬鎗球)の計4カ窃，

ジャイロセンサを両大腿・下腿外側部の計4方領に

それ，ぞれ滋精して歩行させた

4評価指標

"0接地，離婚時期の抽出
下肢角速度時系列波形の特徴点を用いて，接地・

離地時間を判加する方法がある.ホ研究では荷重セ

ンサを用いた方法との比較:~1Ïった.
2)下礎・大腿角速度関係りサ}ジュ図

ジャイロセンサを用いて片廓嘩などによる府棒肢

の歩行パタ}ンの特徴を評価できなb鴻嚇射した

このため，例T中のジャイロセンサから得られる下
腿および大腿の角遮度の同期する値を平面上にプロ

ットした下漉・大腿角速度関係Pサ}ジュ図を描い
た.

結呆と考察

1.ジャイロセンサから得られた波形と荷量セン

末吉靖宏鋸児島大学)

サから得られた波形とを批殺することによりジャイ

ロセンサのみでの接地瑚調の事~Jを行うことができ

ることが分カりた.現状ではジャイロセンサのみで

接絢時間の事即断できるの蝕鍵常者およZ臓卒中片
麻痕患者の非鰯車倒に隈られている.一方，離地時

間の推定においては現段階切ま，まだ精度の不足

がみられた.

2.荷足の下肢に装着したジャイロセンサの値を

基に作事長した9サージュ図を図1，2に示す. リサ
ージュ闘のデータを下腿辰り出しピーク位以前と以

後に分Sす近似歯濃の傾きと麻捧程度の関係を調べた.

また，直線y=xからの鹿灘を求めることで麻捧の

.程度を静〈た.領きのデータからは涯似直線の傾き

が1にをヨくほど麻庫の程度治敬いということがわ

かった.また，直線y=xからの距灘を求めること

により，直線y=xからの廃車~J、さいほど馬蹄加の

'程度治敬いというかと料坊、った.

掴 制{也喝!s)

園1.臨寧中片廊掠患者@葬鹿郵倒@リザ.J，).::L園

国2.国卒中片廓禽患者'...  舗のリサ.J.):S:国
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高齢者の転倒経験の有無が身体活動量と下肢筋力に及ぼす影響

~特にエルダ}カレッジ受講者を対象として~

0安方惇〈福岡大学大学院) 木村靖夫(佐賀大学) 中山正教(佐賀大学大学院)

キーワード:エルダーカレッジ転倒身体活動量下肢筋カ運動習慣

緒言

高齢化縦髭成功溜において，大幅怒世会保障費の

増加や要の護人口¢埠訪日除湧剥な組会問題となってき

ている.200S焦厚生労暢捕により介護側換制度の改

正治前オオ弘その改正の特徴の1っとして"~競盤視

のシステムから介護予防爵視のシステムへの事貌晴海

げられる.介護予防において，特に幅値舟院が注

目されている.65歳以上の地域在宅高齢者における1

年間での転倒発生栴ま1かW2()C)纏度とされている.ま

た，厚生労鋤省によると，転倒事故の死亡者のうち約

8舗が(o歳以上の高齢宥であるという.さらに高齢

者の転倒は骨折をはじめとする身体的な障害のみなら

ず，転倒経験により転勝叫鴻怖感の僧大や身榊快

活動を馨しく僧服する f転倒後藤鎖的を跨拾する可

銅色繍いことが知られている.転鱒麗裁による身体

的な活動と筋力の低下を明確にすることは再転倒を

予防する可脳全を病身するものと考える.

目的

事研究ではエルダーカレッジ受講者で6歳以上

の高齢者を対象に転倒経験の有無議実身体活動量と下

肢筋カに及ぼす影響を明らかにすることとした.

方法

N大学エルグーカレッジに通う刻生15名節歳~

76鵡を繍ζ 身糊成身体糊邑附展カ，

開眼片足立ちの浪健と転傍輝験の有無と運動習慣につ

いてアンケート調査.~った.対象者を，転餓識の

有無により，転倒群7名，訴事お騨8名に分け比絞・

検討した.各項目の測定値拾すべて平均能時静偏差

で表した.2群伺の鈍識にはMaa:岳wbi卸坊のU検定

を用いた.有意水準は5<}例報請とした

結果

年齢量身長，体重弘 BMIで両群閑に有意な釜を認め

な均三った.2週間の平均歩教は転倒群が4961.6ゑ

9悔備制7ω~1歩であり，転倒割論穆陣穆勝に比べ

有意に低い値(p=ω11)を示した.体箆当たりの脚

伸展カは転倒脚1$O.68kp/wも夢障調欝がa鰭ko'wt
であり，転倒群が非転倒鮮に比べ，有意に低い値

CP<n.os)を示した利き足で観た開眼片足立ちは
転倒紛1178.0秒，勢犠倒誠治遣98.1秒で商群聞に有意な

差金認めなかった.アンク}ト溺宣明主週当たりの

運動実路日樹立与転倒副総0.14日細.， ~隅鰐淵初$3.13

日緬と有意議(P=O.02t)を示した.週当たりの総連
郵噺調は転倒蹴ItO.29時乱調転倒蹴，t4.06時間と

有意差(p田aω4)を示した.1回の運動時脚色転

倒紛ItO.29時間，綿調鋪防毒1.08時現で，関欄に有

意な差を認めなかった.

考察

鱒蜘身偏毒らみ下肢筋力ともに低く，繍隆

験治場体的な活動を鏑隈したとb、う可官副主が考えられ

る.また，非転倒常では週当たりの運動日数制締罰も

多く活動的であった.一方，転倒群は元々 ，運動習慣

制 Pなく身体活動亀下肢筋力語紙ドため転倒した可

能性も考えられる.吋初こしろ，転鰯験者糊'体

活動量や下肢筋力，運動習憾とおいて働噌齢誇示され

た.このことから，再転倒の予防のためには韓強度

の運動であっても習慣的に縦続し，身体活動量や下肢

筋カを維持・潟加していくことが盛宴であるど考えら

れる.さら民事識経験者に対して3胡'体を動かす自

信を取り戻すための支畿地泌要であると考えられる.

結論

高齢者の修学機関であるエルダーカレッジ受講者

を対象仏転倒経験の有糠と身品;吉弘孟と下肢筋力と

の関車を検討した結朱転鱒経験鞘溺陣調書向と比べ

て身体活動量・下肢筋力ともに有意に働憶を示し，

転倒経駒場桝快活動を制限するという可制封号示

唆された治三この点は今後さら仰今蜘ミ必要である.
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運動遊びの定期的な実践が幼児の運動飽カに及ぼす影響

0西国明史(西九州大学短期大学部)

キーワード:幼児運動能力運動遊びー専門指導員

目的

幼児期の子どもの運脚色カが長期的な低下傾向を

示していること、または、 1980年代と比較して低水

準であることは、多くの調査研究によって明らかに

されている(穐丸2ω13;杉原ほか~004; ほカゆ数)。

このように、子どもの運動能力の低水準化が教育

上の問題として認知されている昨今、幼稚園・保育

園においては、運動猷Fを組み.Atl，た保育に関心が

寄せられている。実際に、専門指導員による体カづ

くりを闘の特徴的な保育内容として位置づけている

ところも少なくなb、
しかしながら、専門指導員や保育者による運動遊

ぴの指導の教育的効果およて繍導法については、賛

否が入り交じっている。つまり、専門指導員や保育

者が指導する運動遊びについて、幼児の運動能力の

獲得に貢献し得る内容ではないとする見解もあれば、

効果があるとする見縛もある。

-そこで本研究では、専門指導員による遼動猷Fを
定期的に組み• .AJ1，た保育を実践している幼稚園・保

育園(以下 f運動甑撲践園」と賂す)の在籍児対

象の運動能力検査と全国的規模の運動能力検査の2

つの資料を比較することにより、幼児の運動能力の

発達に寄与する運動甑Fの内容と方法について検討

するための基礎的資料を得ることを目的とした。

方法

1.調査対象

調査対象の資料には、西因。ω8)が報告してい

る運動甑用識困の在籍児を対象とした運動能力検

査と杉原ほか(2004)と森ほか(2010)が報告して

いる全国的規模の運動能力検査の結果を用いた。

Z調査項目

調査項目は、 1987年、 1997年、 2002年、 2007年

の各年における5歳後半と6歳前半の男女児の f25
m走Jf立ち婿慰WJfソフトポ}ノレ投げJr両足連続
眺て織しJr体支持持続時間Jの5種目とした。ただ

し、 1987年と 2007年の比較において、全国的規模

調査はそれぞれ1986年と 2008年の資料を用いた。

結果と考察

運動遊びの指導プログラムの概要について、専門

指導員2名に対してインタピュー調査を実施した。

その結果、指導プログラムには、かけっこやリレー

など走運動を伴う遊びゃ、鬼ごっこなどの集団遊び

が多く組み入れられていた。

各測定年における5歳後半および6歳前半の男女

児の運動能カにおいて、運動甑F実践固と全国的規
模調査の2糠本聞の平均の差を検定した。

運動遊び実施闘の運動能カをみると、r25m走Jr両

足連続跳t持越しJr体支持持続時間Jの3種目の平均
値は、 5歳後半および6歳前半の男女児ともすべて

の測定年において、全国的規模調査の結果と比較し

て有意に優れていた (pく001)。

運動遊び実践函の「立ち幅跳び]の平均値をみる

と、 1987年と 2007年においては全国的規模調査の

結果と比較して有意に優れていた(ド.001、ただし

5議後半男児の2ω7年はpく，05)。しかし、 1997年

と2ω2年においては、 6歳前半女児の20ω年を除

いて、全国的規模調査との間に有意差は認められな、

かった。

運動猷隈践留の ryフトポーノレ投げJの平均値

は、5歳後半女児の2∞7年を除いた測定年において、
5歳後半および6歳前半の男女児とも全国的規模調

査の結果と比較して有意に優れていた(ド.ω1、た

だし6歳前半の1997年はが.00。

以上の結果より、専門指導員による運動猷Fの定
期的な実践を組み.At1，た保育方法は、幼児の運動能

力の発達に寄与する可能性が高いことが示唆された，

特に、全国的規模調査との差が大きく、経年的な低

下傾向が認められなかった f25m走jと f両足連続

跳て継しJの2種目については、運動遊びの効果が

高かったものと推察できる。
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身体表現活動を引き出す言葉かけ

ー オノマトペを用いた動きとイメ}ジー

O高原和子(績岡女潮堤大学)，下釜綾子(長崎女子短期大学)，瀧信子(福岡こども短期大学)

小川鮎子(佐賀女子短期大学:)，矢野咲子(福岡こども短期大学)

キーワード:幼児身体議乳オノマトペイメージ，動き

研究目的

筆者らのこれまでの研究において、幼児の身体表現

活動を引き出すためには、指導者の言策かけが重要で

あることが示唆されている。その指導者の言葉かけの

中で、動きとイメージを結びつける言葉として擬音

語・擬態語・擬声務(オノマトペ)カ貌われることが

多u、幼児の身体表現活動を行う際に，指導者がよく
使うオノマトベとしては fピョンピョンJrタルクルJ
rコロコロJrプーンプーンJなどがあるが、これらの
オノマトペは，実際の幼児の動きやイメージを引き出

すのに効果的に作用しているかどうかを確認する必要

があると考えた。そこで，本研究では、 5歳児を対象

に、動きに有効だと，割コれるオノマトペを用いて、そ

のオノマトペに対して幼児がどのようなイメージをも

って動くことができるかについて調査、分析を行った。

研究対象およt防法
対象:長崎県およて編岡県の幼稚闘・保育所に通う 5

歳児94名

調査期間:2010年3月一7月

方法:指導者が日常的に使用するオノマトペの中から

『ピョンピョン'Jrタルクル'JrコロコロJrプーンブー
ンjを選ぴ，幼児一人ひとりに対し，以下の対面調査

を行った，

①オノマトペを聴いて動く

②オノマトべからイメー少するものを答える

③イメージしたもので動く

以上をVTR撮影し，その映像から分析を行った。

結果

1. オノマトペ rピョン'ピョンJ
動きやイメージがでなかった幼児は1名のみであり，

できた幼児はすべて『跳ぶJ動きであった。イメージ

としては『ウサギ'jrカエル'JrカンガルーJr.バッタj
の4種類で， rウサギJ(66名)， rカエル:J(18名}が
大半を占めていた。イメージして動いた場合は，ウサ

ギやカエルの模倣をしながら跳て織ける姿が見られた。

2. オノマトベ「タルクル』

動きやイメージがでなかった幼児は6名であり，で

きた幼児は「まわるJ動きが最も多かった (69名)。

イメージについては27種類と多く，中でも『コマjが

最も多かった(15名)。イメージで fコマJと答えた

幼児では f両手を広げて勢いよく連続してまわるj姿

が多く見られた。

3. オノマトペ『コロコロj

動きやイメージがでなかった幼児は17名であり，で

きた幼児は『横転jが最も多く (45名)，次いで『前

転J(9名)であった，イメージは『ダンゴムシJrド
ング9J rポ}ノレjが上位を占めており，イメージして
動いた場合においても動きに変化は見られ，なかった。

4. オノマトベ fプーンプーンj

動きやイメー均までなかった幼児は11名であり，で

きた幼児では，手で表現して動く動伽去最も多くみら

れた (35名)。イメージは16種類であり， r.ハチJが

最も多かった (36名)。イメージでル、チJと答えた

幼児の動きにおいてiま，手を羽根キ掛に見立て両手を

横に広げたり，その手を上下させたり，前に伸ばした

りしていた。

考察とまとめ

今回の研究においては，筆者らが予怨した幼児の動

きがみられた。オノマトペの穏類の違いでみると『ピ

ョンピョンJrクルクノレ'Jrコロコロ』怯儀態語であり，
その言葉自体が動きを表す言葉であったことから，幼

児もオノマトペを聴いて反応して動くことができた。

一方 rプーンプーンjは擬音穏であったことから，オ
ノマトベに郎芯して動く幼児は少なく，イメージに結

びつけて動きはじめていた。オノマトペをとおして幼

児が持ったイメージは，生活の中で f見るJr:触るJ
などの経験があるものが多カミったe しかし，動けなか

った幼児もおり，言葉と動きとを結ut-'コける経験が少

ないことが推測され点。このことから，幼児の豊かな

生活体験を提供することが重要であり，日常的にオノ

マトベを効尉句に使うことは幼児の動きやイメージ

の引き出しに有効に働きかけるものと考えられた。

また，今回の研究では幼児一人ひとりに対する対面

調査の方法をとったが，通常の保育の中では保育者や

仲間と一緒に動きやイメージを共宥することが多b、

このことから，このような場面での調査も必要と考え

られた。
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子どもの体カ向上を図る体育授業づくりの検討

O舞原琢也，伊地知啓一郎，坂元逮哉(鹿児島大学大学院)
キーワード IJ4俊停育，体カ低1三体っくり運動

g鑑基
体っくり運動が開始されてからその授業を受けた

学年の子どもの体力を、体っくり運動が開始後10年
とその鰍鋪官10年の体力テストの結果を民殺した結
泉、握力.yフト恭一ル樹T・50m起とは大きな変化
は見られなかったが、反旗僚とolこ関しては、男子で
若干の上昇倒納言みられ虎。体力テストの合計点に関

しては、体っくり運動が開始された 10年聞にどのよ
うな推移をたどっ化か曜認を行った結果、若干の上昇

偏向が見られ虎。また、防衛体力の観点から体力に注

目すると、ぜん息守勢炎・.腕腔疾患などの項目でゆ

る令かな上昇繍旬が見られへ細菌やウイルス-4.淋の

免疫低下却、った防衛体力の低下線持ではある治得

ることができ丸

Q鐘歯
1.全国体力テストの結果をHl年，-，HI0年までとH

11 年>~Hm年までに区切り比赦した綜泉、若干の

低下傾向はあるものの総嗣句には体力闘抵下し司、

ないこと純靭鶴できた。

2.体力テストの合計点の平均点の推移の変ftl¥:to'い
てはこの 10年閑では年々 上昇備旬にあることが
示唆された。

3.学校保健統計器撞による防衛体力の観点から子ど

もの体力を穆臨した結集、ゆるキゅではある治洛

項目において疾病・異常被息率の上鼻治宝みられる

ものがあった。

4. ...I:..aiiOOことから今後の体育授業明ま、子ども例T
動体力はもとより、防衛体力の向上を目指した授業

づくりについても考えていくべきであることが盤喪

だと考える。

5.体力テスト¢崎県坊もは、制官情報俸線舗こ

より実臆されるようになった体っくり運動の効尉ま、

現時点で臨みられないと考えられる。今後、体カ向

上が実般できるよう怠授紫づくりの検討を行うこと

治沼纂であろう。

予嶋晃λ叱1i-格拘るu‘

似ゅはィ秀釘急時

08盤
近年、子どもの体力低下が問題視§れている。その

背景として、運動をする子どもとしない子どもの2極

化令蝦椀期における外遊びめ繊少、ライフスタイルや

生活環貨の変化に伴う運動機会の砂などが原因とし

てあげられている。その一方で、子どもの体力・運動

富助悌鋭愉には低下しておらず、問題まf防衛体カj

の織の樹1Iや不調が体力低下を実感させたり、精神

治勾事淀滋子どもの噌加とb、った『精神政展索jにあ

るという指摘もある。また、体力低下に対する対策と

して、際I学智指導要領では体っくり連載尚治浮年で

実縮されるようになった。しかし、この分野における

指験場開ままだ発展途上であるといえる。

I そこで柿隣閉ま、現在の子どもの体力について総

i 体的に再確認し、子どもにおける体力の課題について

! 樹断ぃ、今後、刷機糊ζおける体っくり鋤
l の指導め意図をより明確化し、体育授業に対する子ど

もの体力向上を目指すすヒめの謀層部こついて検討するこ

とを目的とする。

、1
1
1
1
t

。融ffjj1長

命書体力・運動能力調査報告書及。嘩校保飽織i鋼
査の続果(Hl年，-，H2Q哨を使用し分析を行った。

C濁睦繍

1.全国体力テスト・運動能カテスト¢精梁 (Hl年
-.，H20情。j母校5・6年及び中学校1年生の各

項目の平均値の変化を調査

2.全国体力テスト・運動自助テスト¢嚇梁 (Hll年

~H20情の小学校5 ・ 6年生の合劃特点の翠均値

の檎移を調査。

3.学校保健締提査 (Hl-.，H20憎の年腕暢議・

異常被息串の小学校5・6年生の項目の捻移を繍怠

4.上記Z漏謀をもとに分析をし、子どもの現在の体
力の偏向及。涼風ζ合、ての検討を行う。
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小学校体育におけるゴール型ゲームの実践状況と課題の検討

O坂元達哉・伊地知啓一郎・舞原琢也健児島大学大学院9
キーワード:小学校体育ゴール型鶴術続争線題

目的

璃或20年に斑了された学習指導畏頑d主綿綜
されてb、たサッカー型炉ームやパい田恭一A型ヂーム，

ペース渇(-，a.盛ヂームといった積回Jもースから，ゴ-

M弘ネット抵 Jもース埼ト川越と霧型による鋸示に
改められた.そこには学習内容の明確化を図るため

にある一定の観点鴻ミら似ている穏目を類劉乱旨種

目固有の技飽よりも，種目や哩lに拘置する技館を

系続的に身につけることがねらいとされた白調科学

省，割減.一方鍛は哩1の捉え加移稲多傑で

不明般であり，上記のようなねられが過食されている

の持摘であると考える.そこで本研究明乱闘般

の fゴー:lL型lに焦点を絞り，どのような議論がされ

密化してきたの恥また fゴール型1をどのように担
え，何を続初中核と位骨ヨけているのかを，鞍術を

謹過に調査・分析し，今後の『ゴール型J:が目指す常

習内容の方向性について考察を行う.

方法

L ~盛5
体育科教育学領掛こ関遣するf体育科敏育学研紙日

本体育科按育学普段~ 9昆『スポーツ教育学研預託日本
スポーツ数育学会)J7緩急 『体育授業穆砂採体育授業研
発鈴~26編の3誌金42縞
2.手順

①roo型jの表制濯殺する1鰯年から2000年ま
での過去12年間に窪表された当該蹟織と関わる文猷
を調査・分智子

②タイト，~よびその内容から各文献を8つのカテゴ
ジ}に分類

ω 目標・内輪
場トル運動の綬紫づくりの捉え方・考え方について，

主問題輸に記述され虎文献

ω方法論
ポー凡運動の授柴づくりについて齢痢，たもの梢鱒

法・教材・数民関兎それらを適用した実践報告が記

述され虎虫獄

ω評価論
渇ト凡運動の授業キ指導に関bる評価観点号喰析・評
価方蹴こつい司謎され虎文献

総果と考察

選定された事問論文の中から，旬、学校体育・ゴー

ル型jだげを取り上げ，カテゴ!1-B1s乙分類した結集 i 

ω目線・内容論に隠密する磁文が5穂 ω方法論3ζ関
遣する蹟却まお穂ω評価に腐嘗する論文が2編で
あった.方法論の論文の多くは f教材づくりJに陵す

るもので，時櫛』を学習内容の中r，t"と据え，単宏ヨく
りがされている.また実践を過して，川崎喰中学年

のゲーム教材としてのセストボール例鰯サ~ ci豊田ら，
1999)や『プールを使ったゴール型グーム教材の新た

な関強J(t鉢ら， 20(2)など，新し吋鮒の検賊苛T
aオLている.
方法論に分類されたお舗の酬も，鞍術眠時智

内容を含むものを抽出したところ"rr綴あり，戦術学
習治縫目されていることが扮益る.これは個々の種

目を越えて，同一形般のゲーム内での転移可能な技

術・戦衡を系貌泊告に身に付けることができるからであ

り，稲田主義iから『内容主動へと新予してきたこ

と治勢Eえる.
さらに?このrt績の鞍術的学習内容がどのような
観点からを捉えられているの泊、筆者らは f関係づく

りJr:状樹園屋と動き刻『競争稼働 fその他lの 4
つのカテゴリーに分類したところ.r関除づくりJ4範
f状況把握と動き方)12抱『競争錬題J7億 fその . 
他j備という繍こなった.こ併蜘らも喰 l 
衡J:治場織な捉え方をされていることがわかる | 

まとめ

学習の中心咲ほ内容が，他種目へと転移可能な f験

続IJに据えられているが，時櫛:IJ治穆犠な捉え方を
されている.恭一:/)，趨駒込競争することの楽しさや

喜びを味わわせることができる学習債総であり，ゴー

ル型の競争課題は相手のゴールを樹.，ることである.

筆者は喝繍j泊三競争標題ど切り離さ九鑓論され

ているように感じる.競争課題を過食するために I職

勧州立置づけられ匂制裁Lる必要があるのではない

だろう仇今低鍵争練題洲町である治吃踏まえ，身

につけさせたい時鱗』を明樹こしていくこと治貌題

.であろう.
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小学校におけるインクル}シプ体育の
実施状況把握に関する研究

一鹿児島県内の小学校を対象としてー

0伊地知啓一郎・坂元達哉・舞原琢也傭児島大学大学院)

キーワード:小学校体育，インタルーシプ体育

目的

山崎ら似焔8)は全国号帯地域別ごとI::JJ、学校を対
象としたインクルーシプ体育の調査を実施したが、

鹿児島県内の寸中校のみを対象としたインクJV-シ

プ体育の実縮状況の調査』説刊オLていなu、
そこで本研如ま、鹿児島県内砂防犠にアンケ}

ト調査を突指し、インクルーシプ体育の実路状況と

授業実銭における課題を検討し、その探題を克服す

るインクJレーンプ体育の授業実践の構築を目指すすと

めの基礎資料を得ることを目的とする。

方法

1.対象およE賭罷査時期

調査対象は淑)9年度公立学校一蹟鹿児島県教

育委員会2問において、槻11.実援学般に在籍して

いる児童が5人以上の鹿児島県内のd吟喰M校であ
り、郵送または、学校に直接アンケ}トを持参して

依頼を行い、実臆・回収した。調査は平成 22年 7

月下旬寸月上旬に実憶し、回反戦ま62校(73.80")，

Z調査項目

調査項目は、学校及E周到答者の属性、体育授業の

実胞隣慢、障害のある児童の逗議会等のスポーツ行

事への捌問機、2009年度に障害のある児童が実纏

した種目領行・新学習指導要領に基づく 34稲田弘

障害のある児童が通常学級で行う体育授業について

の教師の実感僕猪しやすいと思った種目、実纏し

にくいと思った種目、有効であったと思う種目と有

効であったところ)、障害のある児童に必要な運動能

カ、特都民緩教育に衡する学校全体での取り組みで

ある。それに障害のある児童の体育授業の目標の重

裏目度M項目弘体育授業を実脂するにあっての記底

点や取り組Jみ状概18項目弘障害児者のスがーツに

関する考え.(6項目)を5段階尺度で尋ねたe

結果と考察

障害のある児童の体育英陶瑚鵠司哉、て、『すべて

通常学級で実織し明、るj のは43償7(JlA，~ r一部の
児童出直常学級で実臆しているjのは19校(300At)で

あった。なお『すぺて障害児学級で実臆しているj

のはO佼で、今回調査したすべての学校治宝インクル

ーシプ体育を実臆してb、丸

インクJい一二〆プ体育の授業}とおいて実臆した種目、

また、教師が実路しやすいと実感した』婚の種目は、

基本の運動や体っくり溜動、省領舗の基礎となる種

目といった、基本的な運動の習得をねらいbする種
目であった.その一方、インクルーシプ体育の授業

において実施再憶が全体的に低く、教師が実臨しにく

b沼目として回答が多かった領蜘ま、ゲーム・ポー

J吋軍動であった。しかし、教師が有効であったと思

う種目において払ヂーム・ポーバ割方穆織IIJで
最も多かった。また、有効であったと思う種目の有

効であったところは、基本の運動や体っくり運動、

グーム・ボール運動ともに f協調性・依受性jが歳

も多かった。障害児体育に関する研修の参加率は

総.9%伽紛で、その21僚のうち、ヂーム・語字-
Jt徒動鰍識しやすいと回答したのは8佼U4.S%)、
実施しにくいと回答したのは 9艇42.側、有動で
あると巨浴したのは2校(9.5%)であった。

まとめ

今回調査したすべての学根強まインタJレーンプ体育

を実権していて、実施した種目に対する教師の実惑

を抱鐙できた。障害児体育に関する研修の糊磁識

者1;tQいてもゲーム・ボー舟運動の援業実胞の充実
感治紙いことからインクルーンプ体育におげるヂー

ム・ポール運動の授築研究の必要性が示唆され虎。
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ヨーガの方法とその潮流

一身体トレ}ニングについてー

0古田 瑞穂(筑紫女学園大学短期大学部)

キーワード:フィットネス 身体トレー=ング方法，乙鳴'一体

目的

ヨーガは， 4500年ほど前にインドで考案された過

酷な環境の中をいかに健康に生きるかを実現するた

めの実践方法である.その中の1つに，身体修行を

行b暢掘することで三味低占'一体)に至るという

方法がある.最初は坐法を行い膜想していたようだ

が，次第に多様化・変化し，現在ではフィットネス

クラブでも人気のある種目の1つとなっている.そ

の身体修行，身体トレーエング方法はどのようなも

のであろうか.人聞の機能構造は45<ω年前当時と大
きく変化していないと考えられる.心身一体に至る

ためのトレーェング方法の多様化・変化は何を意味

しているのだろう7J)，.I乙安一体を目指して行われる

トレーエング方法が分カ寸Uま r心とからだjを一体
としてとらえた指導が軍要である，と示されている

体育にも適応・応用が可能かもしれない.本研究で

はヨーガの身体トレーニング方法の潮流を概観し，

実践することでその特徴を明らかにするとともに，

多様化・変化の背景について検討することを目的と

している

方法

1調査対象およて防法

調査対象は身体トレーニングを伴うハタ・ヨーガ

全般である

2調査方法

1)文献・DVD・インターネット検索による考証

均ヨーガの学習・実践による観察

ノ、タ・ヨーガ

アシュタンガ・グィンヤーサ・ヨーガ

パワー・ヨーガ

ヨギック・アーツ

ジパムクティ・ヨーガ

イン(陰)・ヨーガ

結果と考察

坐法{アーサナ，ポーズ〉は，ほとんどが日常生

活では行わない形であり，その数は現代に近づくほ

ど糊日していた.ポーズ中は，呼吸法とパンダ締

め付け)を行いながら姿勢を整え，深部筋肉群を収

縮させ，表層筋を開放して動作を行う工夫がなされ

ていた.運動中の意識の集中は，作動している部分，

呼吸，体の位置，自の方向などに向けることで心と

からだを一体化させていた.近年では，プログラム

展開方法として各坐法をつなぎ，グィンヤーサと呼

胤，るフロースタイルにすることで適度な有敵索運

動となり，ポーズ停止時間を長くすることで筋肉に

大きな負荷をかけるといった変化がみられた.その

他，運動時に補助具を利用して安針金キ漣動の効呆

を高める工夫，アジャストメントと呼ばれる補助者

によって体の正しいアライメントを整え，圧を加え

ることで，より強い筋肉の伸長や収績を行い，自力

では不可能だった運動を偽惑し，次の目標にするこ

とを可能としている.また，実路環境は，高温・多

湿化下で実施する鏑匂がみられるようになり，坐法

数の噌加に加え，身体操作の方法，プログラムの展

開方法の工夫，補助法，実施環境すべてにおいて，

機能解剖学や運動生理学など運動科学を背景に増

加・強化・厳密化傾向が見られた.このことは，人

間が心身一体に至るには，体全体を使用し fある運

動量Jを確保することが条件の1つであり，その活
動量の補足が現代のスタイルではなb、かと考えられ

る.禅の修行僧は，古代のヨーガの姿に最も近いと

いわれているが，座禅S妙トの活動はほとんど身体活
動で過ごしていることからも裏付けられよう.した

がって，ヨーガの身体トレーニングの多様化・変化

は現代人の運動不足を反映していると考えられる.

体育への示唆は，身体への意識の向け方と使用身

体部位の増加，運動量の灘保などが考えられる.今

後、心、身一体となる方法についてさらに検討を行う.
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芝生化による子どもの行動様式の変化

0樋口麻美(佐賀大学)抜本康成 池上翼手伸 福本敏雄縫公一(j左賀大学)
キーワード サッカー校低芝生化効採

目的

日本サッカー協会は rJ F Aグリーンプロジェ

クトJをぬげ、グラウンドの芝生化合すすめてい

る。現在までに 100ヶ所を超える地域で芝生化を

実施し、日本においても芝生はサッカーの主流と

なってきている固

しかし‘このような芝生化の動きはすッカー界

に IIJ~ったことではない。 現在、学校現場において

も校庭の芝生化は活発化している。

サyカーにおいての芝生化は妓術力の向上に

繋がると言われているが、学校現場においてはど

のような効県があるのだろうか。

そこで、本研究では校l必の芝生化が子ども逮の 悶 1. 芝生iヒによ9子ども;&の自覚的変化 (n =.125) 

適切J能力や心身の発i主にもたらす効果を191らか

にすることで、校庭芝生化を推進する上でのー資

料を俊供することを目的とする。

方法

1.)別査対象

佐賀県内の以下の小学校の児童 (4~ 6 年生)

754名を対象に:tI'!1'l:を実施した。

① M小学校全部芝の佼庭 2691'，

② H小学校 一部芝の校庭 156，:¥'， 

③ F小学校土の校庭 3291'， 

2.) 澗資分析方法

独自に作成したアンケー卜用紙を用いてアンケ

ー卜調査を行った。(!ill収率 100%)

また、 rMiCl'OsoftExcelJ及び『秀吉j にて

集計 ・分析を行った。

結果と考祭

1.)芝生化による下どb述の自覚的変化(図1)

f友i主が噌えたj と向党する子が111<も多い。これ

は「箇槌え ・維持 ・管曜日の全てを自分溜の手で行

うJ現夜の芝生化のスタイノレが関係していると考

えられる。芝生化をiiIIした協同作業が「下ども×

子どもJr子どもX地域j等の新たな燃がりを生

み、それが「友達のi曽加j という心鹿市での良い

効果に繋がったと，思われる。また、 rm・足の地力日」
『外遊びの則加Jなどの変化はスポーツをi取り巻

く環境を作り易くすると思われる。

3 1 2 ，阜eて;Et '泰h $ JaムどF動L句m ~ ゐ近q:、p 
3滑壬曾 予犬:ア是百た守グF右 匂さ !n 巧' 
ョ ，、

2. )年斗交見11 昼休みの遊び方(図 2)

土小学校では rf.1<技系」の遊びが多く行われて

いるのに対し、全面芝 ・一部芝小学校て'は「かけ

っこ系Jr鬼こ'っこ系j などの簡li!に遊べる個人

的な遊びが悶えているe 従って、芝生{ヒすること

で人数や遊具に関係ない多織なiHびに対応する

環境を提供することができると考えられる 。
F 
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図2、学校閉j 昼休みの遊び方 (n =754) 

まとめ

本研究によワ、校庭の芝生化が子ども遠の心理

面に良い影響を与え、かつ多織な遊びに対応でき

るmJJtを提供できることが示唆された.今後は、
芝生化によるデメ γ ト等を検討する必援がある。
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育児期にある母親の生活行動に関する一考察

0谷川裕子 古関瑞穂(筑紫女学園大学短期大学部)

キーワード 2歳児の母観生活活動時1111 渉数健闘E意綴

目的

子どもが健やかに成長するための重要な要素とし

て，基本的生活習慣の獲得があげられる.

基本的生活Tlltttのうち，親の生活意織がそのまま
子どもに彬粋する fs!iil1民jにおいては，日本小児保

健協会が幼児の健康度調査を行っており， f;lJIAの就
寝時刻lの遅れは，大人の生活リズムに同制している」

としている 「運動」においても貌の行動は，幼児の

巡1JiIJli.t. ill!!JI)J能力に影響を及ぼし(井上， 2006)，幼
児のその後の人生において， 位以への行動~:殺に~~

科する(波多野， 2006)ことが明らかにされている

ことからも，幼児)~jから絞のill!iJ!りj習慣の限立が，幼

児の健康生活においてIr!ill!:であると考えられる し

かし，世:tmの生活行!fVJは子どもの年目jf;;o'低いほど育
児11寺Jitlが長く， 母子ともにill!!IlIJへの時間を確保する
のは閤燥ではなb、かと維自{Iれされる そこで，本研究

は2歳児(未組祝)を育児してしも母貌を対象に，

臼常生活行!fVJや運動習慣などの実態を調査し，僚級

のill!iJVJ習tJ1と，健康への行革JJ!J.1設を高める方法を検

rr.tすることを目的としている
方法

l 弁焔tおよび部1査11寺J~I

関笠弁i認H立.2 ijjま児(米車tjgmを書Iii!とした親子
教迄にi泊う母:JQ40 f:，. /}J;鋭には，研究目的と;別交内

容を口頭で説明し， ，調査 アンケートの多加承誌を

得たそのうちデータすべて収集できた 14名を対象

とした;羽笠Jomljは，40名を2グノv-ープに分け， 2010
年5月の?s2巡回と第3迎円で行った

2.調査頃1.1

1) 1遡!lrJの生活行動を紀録 日常生活行動の内容

を16項目に分け自寺rmの過ごし方Jを記録した
2) 1 ì凶 /llJの歩数の計 ~llj :歩数の測定は，スズケン

社製のカロリーカウンターセレクトおよびセレクト

2を用いた.

3)アンケート調査母親自身が総別百1りな生活を行

っているか， f食事と栄養Jf脊児と併哉Jf体のdit-理j

filliuOJとスポーツJf心Jf社会側江の項目において

質問紙調査を行った

結果と考書書

母親の生活行動は，平日に活動的な行動時1::]が多

く(pく0.01)，休日は~j，活動的な行動時間が多い (p

く00.5) 活動的な行動の中でも平日と休日では「家

'j~1I寺i昔lJ (pく0.05)f脊児時rujJ(pく0.001)には有

:0:な差が見られ.非活動な行動時]lljでは，平日と休

日の fU悶I~II朝日J (pく0.05)に有'%J:な2査が見られた

.' 
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母親の 1ilsJlmの平均歩数は， 6.866~ 13.963歩であ

った平日 は 6.877~ 1 6.343 久休日では 2.665~

12.292歩であり，平日と休日とのrmに (1'く0.001)
有意な差が見られた

アンケート調査では，全員が『自分l立総成であるJ

「どちらかというとru!J，)tである」と回答していた
fiillifVJ不足だと，思うか」の質問に対して， 8曾lが「述

!oJ不足だjと回答:していたが， f巡!日Jを心がけている

かJの質問では， 7制が「していなし、」と回答して

いた

母親は日頃の生活に『運動l時JiI]Jはほとんどな<，

平日より自由なl時間が悶えている休Hはf限切毘11寺IIiIJ

f休養時間j とし、った非活動的な行動をしていた

母子ともに運動へのl時間をlít[í~1するためには，集

団検診や保育所なと'において，連日ilJについての啓談

活動や笑践等の取り組みが必35であると考えられる
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大学生の睡眠の質に光・音の要因が与える影響の検討

-8大学生を対象としてー

0田中孝弘(佐賀大学大学院)福本敏雄・堤公一(佐賀大学)原因奈名子(京都女子大学)
キーワード: 大学生の睡眠の質 アルバイト中の光・音

目的

筆者には授業中に眠気を感じたり、居眠りをし

てしまったりすることが多い時期があった。それ

は深夜まで騒音や強い光のなかでアルバイトを

していた時期である。

f夜間の3時間にやや暗めの室内の明るさに相

当する、 80--160ルクスの光を照射するだけで人

聞の概日 Pズムが後退する (zeitzerretal2000) 0 J 

ことが報告されているため、普段の生活の中にお

ける光であっても、睡眠に影響がでると考えられ

る。そこで、本研究はテレビ・パソコン・携帯電

話・アルバイト中の光・音という大学生に身近な

4つの要因が大学生の睡眠の質との関係性を調査

することを目的とした。

方法

質問紙法によるアンケート調査を行った。配布

は平成21年 10月5日--9日に、回収は平成21

年 10月6日--13日に行った。対象はs大学1、
3年生であり、 265名の回答を得た。

質問項目は、表面にはテレビ・パソコンの使用

の有無・使用時間、アルバイト先の光・音の強さ、

普段の授業での眠気・居眠り・遅刻の度合いであ

る。裏面には携帯電話使用の有無・使用方法・使

用時間、起床直後の授業に対するやる気、睡眠の

質[OSA睡眠調査票MA版、KSS低wansei-gakuin

SleepnessSぬle}、v・AS(V1SualAnalog Sωle)の3
種類であり、以降、これら 3つの質問票の得点を

まとめて意味するときに f睡眠得点j と表記する

こととする。]である。

分折には MicrosoftExcel for windows、

SPSSI3.0 J あ'rWindowsを用いた。

結果と考察

(1) r睡眠得点Jとやる気のVAS得点について分
析した結果、 1%水準で中程度の相関が見られた

(表 1)。このことから、睡眠の質が悪ければ、授

業に対するやる気が起きないと考えられる。

(2)睡眠の質と 4つの要因との関係

4つの要因のうち、パソコン・テレピ・携帯電

話については有意な結呆が得られなかった。一方、

アルバイトを行った男子9名においてアルパイド

中の光・音と眠気の VAS得点の聞に中程度の相

闘が見られた(表2)。

この男子9名の平均睡眠時閑は6.7時間で睡眠

時間による影響は少ないと考えられる@このこと

からも、アルバイト中の光・音によって翌日の起

床時の眠気が増大した可能性があると推察され

る。

朝の眠気を減らし、授業に対するやる気を高め

るためには、夜間の光・音の刺激を減らすことを

意識すべきである。

表1

平総値UlSo鎗 E 
葡扇蚕言語
3 E昆

Lやる気
のVAS~
4_ 
21uのV崎・
OSA 
3Bliltr&忽・ 43.7 
4λI!とIJUUI.t・482
E夢み50.4
s.m;箇g・ 45

'Ulllltll!!.“s 
a.KSSIIJ.A・ 4.3

52.7 23.5 

51.s5 25 -.457" 

8.27 .5鈎・・ 4喝事"
8.41 .2酒7.. -.2I1T* ，327.. 
9.55 • -.53 ..・• .G02 .・:014' ，247.柚
8.57 .4伽嚇'7M .517..却個?・雌
10.53 .151"" -.355 ..3H・・ .2OS.... ・脚"-AQt “4.. -"28*・・2齢制. ..Q01 
窓3・:n=2&5.制 p(.Ol

.424" 
:.!!!訟. -.31坦

表2

-車数
相関係数
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1騒気のIVAS.

2.先のVAS
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スポーツ経験者における腰痛に対する痛み軽減ワークの効果の検討

0森田 大平(佐賀大学大学院)0原因奈名子(京都女子大学)福本敏雄(佐賀大学)

キーワード腹術骨盤崩般協和Iみ

目的

』矧りとは、一自主的に膝にlIiiみがある状態を指す守昔句

である.そして、その痛みの症状や要因は多極多織で

ある。その中で、スポーツ経~古ーによく凡られるßl'8ii'i

の主な要因に凶i助要筋の過度の筋緊張がもたら引際捕

と'Ii慌の歪みがもたらす日鈎，f!がある。そこで木E研R
こUの')2 事陶邸讃の似Jt釘蜘jr討1だと思』コれるj主対F吋r~袋主寺布者可号~，にこ対して、 liI'jみ

を軽減する手格なワークを1'Tい、その効果を検討する
ことを目的とする。

方法

1 ワーク矧柑

S 大学各避WJffilfif;[OJ所級生に事前スクリーニング『州

査を行い、 1釘市の有無を;羽究する。そのスクリーニン
グあ狙E115采を元に、明らかにI~'判削こH盟諸百症とされる

絞当者は除き、官官ltの歪みとII捌要筋の百万緊張がもたら
明l要1iijと推測される人を選定し*実践の井i象者とする。

2.ワーク内容とi盤JE官出
野口三千三氏のIlL(車'f)歩きと、エリック ・フラン
クリン(EricFrnnklinl氏が考案したフランクリン ・メゾ

yドより紛sll'筋ストレッチを選定する。
適量'A.1lI!闘は2点ある。 1つ目が簡使性である。ワー

夕刊寺rmの短さと広し、スペース仕立Eさない、つまり、そ
れぞれ 10分程度という短L、H寺lI:jで行えること、勝長の

が~2 fßl"J支の而~iしか場所をとらないこ とである。

2つ問がl!1l究肌lである。r.fgもがワーク[丘後に主角栄を

実感できるという意味である。

3.詩悩 ・分析力法

(l)立{立体前厄 (2)VAS刊SU剖AnalogS回Je) (3) 

感想文の分析

rMicrosoO Exccl 2∞7Jと rspss13.0J fbr Windo明
Student 池田ionJをJTI"、て単純1tiilとt検定を行った

結晶Lと考察

( 1 )ワークの効果の検討

ワークliirliS:において、痛みのfl!Iは1%水単て有意に

経滅し、立イ立体前胞の{直は1%水準で布意に向上した

(図 1)， 

つまり、 oJ来があったと言える。また、ワーク自flの

痛みの値や立イ立体i狗胞の高低のfj直にIMIわらず、ワーク

の効果があったことが分かる。

(2)痛みと立{立体前胞の陵地位

ワーク自lj阪において、それらのrl~に特に』日I~Iは見ら

れなかっfこ。 しかし、それぞれの変{ヒ伎の問に1%水

前で相聞があった(図2)。このことから、折iみと立位

体前胞との聞に糊こ|控除性は無かったが、対1みが目尉L

ぱ立{企{本i前腐の{肢は良くなったことが分かる。摘みが

原因で、上体をIfJilUlさせることに抵抗を感じていた被

験者が、痛みが軽減されたことによって立位体前原(iiI

を伸ばすことができたと推測できる。

(3)感想伐の分析

wr"j似l作は全体の44%、日'，li¥WJ作は全体の41%、

百，i'iみは全体の 13%だっt::..i!if"H9J作や日常ifOJf乍、焔み
について改著したと感じた微量生音は全体の約70%い

たこのことから、朝刊とするスポーツの事政固にIMIわ

らずとのスポーツを経験していてもワークの効呆があ

ることが分かる。

(4)まとめ

木研究明子ったワータは有志にが~!.ILがあると言え

る。このワークを昔11活islJII寺に組み込むことができれば、

腰痛てオ凶んでいる人を減少させることができるのでは

と考えられる。同搬に、中 ・耐における削IffirrOJにおい
てもスポーツが原因で起こる目関1，(;をもっと千l!Jiするこ

とが可能になるのではないだろう均五
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少年サッカ}選手の外傷・障害と足関節可動域との関係

0中薗勇樹(鹿児島大学院) 飯干 明〈鹿児島大学)

キーワード:少年サッカー外傷・障害足関節捻挫練習状況足関節可勤続バランス能力

目的

サッカーのおける外傷・陣容は足関節に多く、競

技開始年齢の低年齢化にともない、少年期でも多く

みられると報告されている。しかし、少年期のサy

カ}選手を対象に、外傷・障害の発生と足関節の可

動域や身体のバランス能力との関係について検討し

た研究はみあたらなb、そこで、本研究では、少年

サッカ』選手を対象に、外傷・障害の実態を把鍾す

るとともに、足関節の可動域や身体のバランス能力

などを測定して検討することで、少年サッカーの外

傷・障害を予防するための基礎的な知見を得ること

を目的とした。

方法

1.対象

調査対象Ii.鹿児島県内の少年サッカーチームに

所属する6年生85名、 5年生16名の計51名であ
った。これらの対象者について、アンケート調査(51
名)や体力測定 (42名)を実施した。

2.アンケ}ト調査

質問紙により、年齢、競技歴、身長、体重などの

他に、練習頻度や準備運動・聾理運動の実施状況、

準備運動前のキック練習などサッカーに関する項目、

サッカーによって発生した痛みキ外傷・障害の既往

歴(回数、部位、時期、種類、発生状況、発生原因)

痛みや外傷・障害発生時の対応等について調査した。

3.体力測定
足関節の可動域健庖・背屈)を距高騰(カウン

シルマン、 1982)により測定し、脊柱や足関節の弛
街全を関節弛緩性テスト(中島ら、 1984)によって
測定した。また、身体のバランス能力を閉眼片脚立

ち位右)で測定し、左右の握カも測定した。

結呆と考察

1.外傷・賄容の実態について

既往歴は、外傷が87件(72%)、障害は33件(28%)

となっており、池田(1'鈎9)らが報告した、中学生

伊織60%、障害必'%)や高校生例傷69%、障

害31%)と同様の傾向にあった。また、部位は足関

節30件(39%)が最も多く、外傷・障害では足関節捻

挫20俳句7%)が最も多かった。これらの結果は、ユ
ース選手傷藤ら却02、坂本ら 1997)と同様の鏑旬

にあったことから、少年期の段階から外傷・障害の

予防に取り組むことが軍要な課題となろう。

2.練習状況と外傷・障害の発生について

BMIが小さい(16.5-""16.6)チームやシュート練習
を毎回行っていたチームで外傷・障害が多い傾向に

あった。これらの結呆は、定期的に、形態や体力の

測定をして選手の実強を把渥したり練習内容を検討

していくことの重要性を剰愛するものであろう。

ウォーミングアップ前のキック練習を、『ょくす

るJ選手(41%)とfたまにするj選手(410/0)とで全体の

8割を占め、 fほとんどしないj選手よりも痛みが有 f

意'(P<O.05)に多かった。また、キック練習を『ょく

するj選手の膝の痛みは、『ほとんどしなbリ選手よ

り有意(:P<O.05)に多かった。加藤(20ω)は、受診す

る少年サッカー選手の多くが、チーム練習のウォー

ミングアップ前にシュートやロングキックをしでい

たと報告している。これらのことをもとにすると、

少年サッカーで膝などの下肢の痛みキ外傷・障害を

予防するためには、キック練習前には、必ずウォー

ミングアップを行うよう留意させる必要があろう。

3.足関節の可動域と外傷・障害について

外傷・障害の既往歴を有する選手の可勤域が小さ

い傾向にあり、足関節総挫の既往歴を宥する選手は、

足関節の可動範囲の左右差が大きい傾向にあった。

また、足関節の可動範囲の左右差が大きい選手は、

閉娘片足立ちの時間が短く、バランス能力が劣る傾

向にあった。これらの結果より、足関節の可動範囲

は、外傷・障害の発生、足関節捻雄、パランス能カ

などと関連があると考えられるが、今後、内反・外

反などの測定も含め、さらに検討が必要である。
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競技レベル別にみた大学生アスリートの食事に対する意識

0尾原遼平，斉藤篤司(九州大学健康科学センター)，小清水孝子(福岡大学)

キーワード:大学生アスリート 免意識コンディショニング

目的

競技スポーツにおいて、コンディショニング.i11
フォーマンスを発縛するために£窃を望ましい状態

に整えることである，特に、食事はコンディショニ

ングの重要な要素であるーまた、食習慣の乱れカ不

定愁訴の要因になっていると報告されている。

プロサッカー選手を対象とした研究によると、シ

ーズン中に愁訴が減少した選手は、食事に関する意

識が高く、とりわけ川フォーマンス向上のための

食事jを意識していたと報告されている，したがっ

て一波選手は、コンディショニングがうまく行われ

ており、競技レベルにより食事に対する意識が異な

ることカ培えられる。

これに対し、大学生アスリートでは、日常の食生

活に問題があることカ潮告されており、パフォーマ

ンスへの影響が考えられるー

そこで本研究では、免意識に焦点をあて、大学生

アスリートの競技レベルによる食意識の相違を検証

することを目的とする。

方法

1.対象およ繍勧法

対象比大学の運動部に所属している学生218名

(男子158名、女子ω名)。授業時に質問紙を配布
し、調査目的を説明した後、回答・回収した。

2.調査内容

日常の食生活6項目、試合前(前日~当日にかけ

て)の食生活7項目からなる自己記入式の質問紙を

作成したー

3.分析方法

対象を競技レベル別{全国レベル(世界大会・全

国大会出場経験ありの選手102名)、地区レベル(地

区大会・県大会・その他の大会に出場経験のある選

手116名))に分類した，

また競技レベル内で以下のように分類した，

・性別 〔全国レベル〈男子69名・女子33名}、地

区レベル(男子89名・女子27名P
・競技鮒生〔全国レベル〈瞬発系列名・持久系41名・

球伎系30名)、地区レベル(瞬発系41名・

持久系33名・球技系42名))

統計解析はχ2検定を行い、有意水準S%未満としたー

結果と考察

『普段の食事がパフォーマンスに影響すると思い

ますかJという質問に対して「はいj と回答した者

は、全国レベル86.3%、地区レベル95.7%であったー

地区レベルの大学生アスリートの方が高い割合を示

し、競技レベルとの聞に有意な関連が認められた，

両群とも食事に対する意識は高いと考えられる，性

別、競技特性に有意な関連は認められなかった。

「競技カ向上のために食生活に気を使っています

かJという質問に対して fはいJと回答した者は、

全国レベル64.7%、地区レベル50.9%であった。全

国レベルのアスリートの方が高い割合を示し、競技

レベルの聞に有意な関連が認められたー食事に対す

る態度は全国レベルのアスリートの方が高いと考え

られる。地区レベルに関しては競技特性にのみ有意

な関連が認められ、持久系と球技系よりも瞬発系が

高い割合を示したー

「選手としてふさわしい食生活を送っていると思

いますかJという質問に対して『はいjと回答した

者は、全国レベル31.4%、地区レベル20.7%であっ

たー性別、競技鮒生に有意な関連は認められなかっ

た。

したがって、本対象では競技レベルに関係なく意

識や態度と行動の聞に守守1が認められたー普段の食

事がパフォーマンスに影響すると理解していながら、

行動に結びついていない，このことは栄養の知識不

足が影響している可能性、もしくは食事に対する思

恵よりも負担が大きいと考えられるー
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国体選手を対象としたアンチ・ドーピングに関する調査研究

O 近藤芳昭(西九州大学) 池上寿伸(佐賀大学)

キーワード:ドーピング国体サプPメント

目的

国民体育大会個体)では，平成15年度よりドーピ
ング検査治情われている。佐賀県体育協会スポーツ医

科学委員会明乱関係スポーツ団体や医療関係者等に

ドーピング防止のための情報提供や啓発活動をすると

ともに，平成16年度より佐賀県国体選手を対象とした
日常生活とドーピングに関する調査を実施してきた。

本研究は，平成21年度の選手を対象としたアンチ・ド
ーピングに関する認識の実態拒揺を目的とする。

方法

平成21年度佐賀県国体選手を対象に， 174名傍性
94名，対生初名，平均年齢22.s歳。のアンケートを

回収した。調査内容は、薬局で購入したり病院から出

された薬やドーピングに関する用語，ドーピング検怠

サプリメントに関することである。アンケートは統計

・解析プログラム SPSSを用い，各項目の度数集計およ

びクロス鰯怜行い分析し丸

結呆と考察

国体参カ樋手は，日本ドーピング防止規程を遵守しド

一氏〆グ検査を受けることに同意し・れも。平成21年度
国偶ご}民ノグ検体数は231で，これまでも蹴鈎2疑わ

れる事例は報告されてなu、
アンケートから薬局で購入したり病院から出してもらう

築をよく使う者は31名(17.8%)，たまにある者は86名
(49.4%)であった。その多くは，使用する薬の効果をわ
かって使ってb、るものの， 7名(4.0%)は充分に理解して
いな状況で使用していたーまた，ドーピング熱k議かどう

カ=の確認をしてb活者は 110名(63.2%)で，さらに策η

名前や使用期間等の記録をしている者は指名(25.9%)
と少なかった。健康管理上またトレーエングや試合で薬

の使用が必要となる場合がある。選手自身がその策の正

しい知識をもち，その使用記録をすることが大切であるー

また，日頃から安心して使用できる演の情報をもっておく

ことも必要である。そのためにも，薬の相談や指導してく

れる医師そして薬剤師の存在は盤要であるが，アンケ一

時揺勤も91名(523%)の選手には，そのような薬に関

する指導，相談者がいなかった。これら薬に関する質問

においては，それぞれ相互に臨駒潤められ⑫<O~ω1).
ドーピング鈎k薬の確認をする者は，薬の記録をする者
およて湘談者の存在減渇者が多いこと絢鯨できた。

選手らは，競技力向上のために日頃からトレー式/グ

に励み，できるだけ高い目標や成果を目指している。今

回， r競技で勝つ効果がある薬なら働，、たいと思います
かjという質問に対して， 35名ω.1%)がfは川と回答し
た。このことは，勝利に対する執着の表れとも考えられ

る。

ドーピング検査の理解については，その明l頂を理解し

てb活者，少しは理解凶活者が 122名(70.附いた
ものの， r事前の通告なし』の競俊鋭機査を知ら勧め
た者が64名(36.8%)であった。また，ド}ピング検査の
対象として通告された場合にはf非常に不安であるJ21
名(J21%)， r少し不安であるJ49名(28.2%)， r不安は
ないJ72名(41.4%)，rわからないJなど32名(18.4%)の
回答であった。そして，これらの項目間には討しぞれ有

意な関係が穏められ，検査の手順の理解のある者は競技

会外検査の認識もあり(p<OJ∞1).検査に対する不安も少

ない(p<O.05)鏑向を示L点。
ドーピングに関する用語については， JADAを知って

いる者が 40.2%いたものの， D∞，机混，シャペロン，

ドーピング・コントロール・ステーションの用語については，

多くの選手が知らないと回答した。

サ宍Jメントの基礎はf栄養補助食品Jであるが，禁止物
質を含む商品もあるため使用には注意が必要である。本

対象者でサプリメントを利用してb活者は， 51名(293%)
であった。その中には，国外商品や国内商品かどうかわ

からないと回観点者や購入目的宅情入先を知らない者

もいたλ原料や成分カ布陣できないものや信積できない

ものは，使用を過することが大切である。安心して使用で

きる JADA認定商品マークを知っている者は， 80名

(必，.0%)と.~必めた。

以上のことから，アンチ・ドーピングに関する知識や認

識は国体選手のトップアスpートであっても充分でなく，今
後のドーピング防止のための教育，啓発活動の重要性

が病愛された。
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サッカ}におけるPフティングの必要性
~ボーノレコントロ}ノレ飽カに着目して~

0凋川優太 (佐賀大学大学院)、坂元康成(佐賀大学)、 堤公一 (佐賀大学)

キーワード:!Jフティングポールコントロールキック

I、事碗目的

サッカーにおいて崎司繍の大切相場那こ、どのよう

f説静野を向上させるためにリフティングの練習凶行わ

れているのだろう治、リフティングの回数とサッカー

の他の技術との関係を調べる必要があるのではなb、か、

と疑問を持つに至った。そこで本研究では、リフティ

ングの巨臓が多b漕手は、正砲なキックを蹴れるのれ

また、りフティングの回数とボールコントロール能力

には相関がみられるのかなどについて調べ、今後の指

導のための基礎資料を得ることを目的とした。

E、研究方法
今回の研究では、ボールコントロールを、キッ.クの

志脳全とドリプノレの正樹生の2つに分類した，そして
さらに、キックの亙瀬姓を方向要因、高さ要因、距離

感要因の3つに分類して、測定を行った。

(1)額控対象

s大学ユエキッズサッカースクーノレに誼縛している
小学生(4年生6名、 5年生15名6年生10名、計31
名)。

ω調査期間
調査期間Iゑ2ω年10月--2仰年12月であった。
(3)分析方法

rMiaaoft ExceIJおよびfSPSSll.5J for Wmdo怖 J
を用いて集計翁よて紛析を行った。

(4)調査・測定方法

①(!Jフティング】

②【キックの正細企・方向要因】

方向要因に関してはまっすく湿った方向にボール

正確性 ドリプル

るかを測定し丸 f、J; a 

~^' d ~ 
: a 匂
KL5ノA

E、結果及。句集

リフティングの回数は、平均36.6a7，4因。F3J)だ
った。最高値は19]園、最小値は 6回であった。
1、 りフティングの菌戦功旬要因に及既婚縛

リフティングの回数と方向要因のテストの結果で

は、 20mの時、 5%.水準で有意な相闘が見られたが、そ
の他ではあまり相闘が見られなかった。つまり、りフ

ティングと方向要因に関する測定結果で信相関は低い

が、能力向上の可能性は示唆され丸

2、 リフティングの巨脚鳴さ要因に及附官縛

リフティングの回数と高さ要因のテストの結果で除

エリア②に蹴った時、5%.水準で有意な棺闘を見られ点。
しかし、エリア①、エリア③ではあまり相関が見られ

なかった。リフティングと高さ要因に関する測定結果

では、相関は低ドが、能力向上の可飽脳会官愛された。

3、 リフティングの回数が距離感喪因に及ぼす

髭聾
りフティングの回数と距離感要因のテストの結果

では、距離が15mの時、 5%.水準で有意な相闘が見ら
れJたが、距期防t5m、10mではあまり相闘が見られな

かった。 Pフティングと高さ要因に関する測定結果で
は相関は低いが、能力向上の可能性が痢凌されたと考

えられる。

4、 リフティングの回数がジグザグドりプルに及ぼす

髭聾を蹴もるのかを測定した
京末末 ケ一色| リフティングの回数とジグザグドリブルのタイム
IISL圧 さ21の相関で怯1%水準で今までよりも掛湘閥均2みられ

③【キックの羽雌・齢期】 i 江主 x |丸また、ジグザグドリプノレのボールタッチ数とタイ
.ムでは、 1%水準で有意な相関が見られたらリフティン

高さ要因に関しては、狙った高さにボールを蹴れる
かを測定した。~郎、 lグの回数が釦漣手は、ジグザグドリプルのタイムが

iUドiL心トい:に:二:二二ニに:二二;二;
A _"  "いルノルレWタツチ数蜘カが=沙少な加bい、ということ治がs扮分カか=句つた。 つまれり、

@【恥キ粉ツク仰の醜性.距鵬鵬鯨因闘】 i 迄芯…. Iリりフ汚テイρングmの図数蜘泊がs移釈多釈く、 ド門pプ功ルレゆのタ州イム雌が嵐齢『、
.選手』ま、少ないボールタッチでミスも少なくジグザグ

距離感要因に関してt弘狙ったところにボールを務
ドりプルを闘もていたのではないかと考えられる。以

とせるかを測定した。I.-=w-τA. 0 I 
I~.~ _:.上のことから、リフティングはドリブル倍カの向上に
ψ 一|大きく貢献する可樹齢痛いことが痢慶された斗

⑤【ドリブルの正確性・ジグザグドリブノレ】

ジグザグドりプルでは正磁に早くドリプルができ
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高校女子バレーボール選手に対する
メンタルトレーニングの事例報告

0木村彩(九州大学大学院) 橋本公雄(九州大学健康科学センター)

藤原大樹(九州大学大学院)

キーワード:メンタルトレーニング リラックス 自己コントロール能力勝利意欲

目的

近年、多くのスポーツ選手は、競技場面での実力

発俸を目的として、スポーツメンタルトレーニング

を実施している。2∞9年7月A高校バレーボール部
監腎より、『県大会では、緊張からか実力が発鐸でき

ていないーJといった内容の、チームに関する線題を

抱えていることを伺ったー当該部の選手たちは、こ

れまでにメンタルトレーニングを行ったことがなか

った，競技に関する悩みを聞いたところ、選手は「緊

張するとトス回しが一定になるJr頭がパニックにな
ると戻らないJなどの、リラックス能力や自己コン

トロール能カに関する悩みを抱えていることが明ら

かとなった。そこで、約1年聞にわたり、チーム全

体の心郡9競技能力を高め、県大会で勝てるチーム
を作ることを目的として、メンタルトレーエングを

行った，

方法

1.対象

某県立高校バレーボール部の女子選手7名

2.期間

2ω年7月""2010年6月

3.調査項目

心哩的競槻握力診断検査ρ町A.3)(徳永ら，20ω)、
試合中の心理状態(DIPS-D.2)(徳永ら，1999)、内省報告

4.内容
6月に実施される県大会を目標に、 12月までに月

1園、計6回のセッションを実施した(表.1)0チーム

に対する鵡義の他にも、選制間々人の悩みに対する

サポートを行った。特に、 3月以降は選手個々人に

対するサポートに重点を置いた。

結果と考察

介入後、全体的な向上が見られ、特に、リラック

ス能力、集中力、自己コントロール能力、自信にお

いては大きな変化を示した(図.1)0介入後の選手の発

話から、 fサ}プカットの前に、教えてもらったりラ

クセーション法をすることで、返球率が上がり、競

っている場面でも慌てたプレーがなくなり、緊張も

しなくなったJや、「大会で緊張しすぎることはなく

なり、いつも通りのプレーや挑戦的なプレーふあき

るようになり、自分のプレーに自信がもてるように

なったlといった、メンタルトレーニングの成果と

もいうべき内省報告が繰られたー

表1.メンタルトレーニング講習の内容
一 - アセスメント

心理的麗掠飽カの尺庭崩プロフィール

予測力十:=;:.1田町 ... .跨判定欲

A.~自己コントロール館方
F亨u・"/

1""- -ぜ1Jラックス飽カ

集中力 -・-2C鵬年明
・咽回・2Dl0年21:1

戸川、"2DlO:年e};l

図1.心理的競技能力診断検査の変化
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大学女子バレーボーノレ選手における

心理とパフォーマンスの変化に関する事例的研究

0家中美郷傭屋体育大学大学院)、志村正予、演田幸二(鹿屋体育大学)

キーワード:パレーボール心理状強パフォーマンス PCI DIPCA.8 

【目的】

競技場面において最高の成績や記録を残すため

には、技術や体カトレーエングとともに、競技前

の心理的コンディションを最適にしておくことが

必要不可欠である。バレーボール競技において、

心理的相生や適性に関する研究は数多くあるが、

心理的状態の変化を追跡した研究は極めて少ない。

そこで本研究では、大学女子パレーポール選手を

対象に、スポーツ選手を対象として開発された

PCIを用いて、心理的状態を継続的に測定し、そ

の変化を追跡するこkとした。また、試合のデー

タを用いて、パフォーマンスと心理的状態との関

連性を検討する。ホ研究ではこれらにより、女子

パレーポール選手の心理とパフォーマンスが試合

の展開過程でどのように変化するのかを、練習中

の出来事とともに長期的に調査することとし、そ

の関連性や連動性について明らかにすることを目

‘的とした。

【方法】

1.対象

T大学女子バレーポ}ル鶴に所属するA選手で

ある。

2.調査内容及び期間

大学1年から4年までの4年聞を追跡した。

毎年度当初に DIPCA.Sを用いて心理的特性を

調査し、心理的状態の変化についてはPCIを用い

て、大会期間中に週1図のペースで実纏した@

8. PCIによる心理的状態の遺跡

心理的コンディションインペントリー(PCI)を

用いて5件法による 7尺度〈一般的活気、技術効力

感、競技失敗不安、闘志、期待認知、情緒的安定

感、疲労働の評定を行った。

4.パフォーマンスの評価

rData Volley (パレーポールゲーム分析Yフ
ト)2007Jを用い、大会試合毎のスパイク決定率、

サーブレシーブ返球率、サーブ効果率を集計した。

5.心理・パフォーマンスに関連する要因
個人毎の出来事や心身のコンディション、内省

報告の記録を行った，

【結呆と考察1
1. 1年時は、活気や技術効力感などのポジティプ

な尺度鑑がりーグ最終鞍に向けて上易する傾向を

示し、疲労感や競技失敗不安が下降する傾向を示

した。個人貨を受賞するなどパフォーマンスは良

好であり、心理的状態との関連性がうかがえた。

2. 4年時では競技失敗不安の変動が大きく、 1年

時と比較すると尺度債が高い傾向にあった。練習

中のパフォーマンスが惑い状態であったことや、

コーチからのより高い技術の要求、最上級生とし

ての役割、将来への不安など様々な要因が関連し

ていると考えられた。

3. DIPCA3においては、忍耐カ、闘争心、自信

などー年々尺度値が小さくなる傾向がみてとれた。

心理的状篇やパフォーマンスと関連していると考

えられた。
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図.A選手の心理的状態の変化 (4年生)
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パスケットボ}ノレゲームにおけるオフェンス構造の因果分析

0)11面倒(福岡大学) 田口正公(福岡大学) 田原亮二(福岡大学)

キーワード:パスケットポールデルファイ法ゲーム分析勝敗別のオフェンス構造

緒言

ボールグームにおb、て、各選手の動きのパターン、

各局面での限定されたプレーの局面、総合的なプレ

ーの結呆などを計数データとして研究カ縫められて

きたが、プレーを一面的にしか捉えることができな

いこと、プレ}の意味や関側生を客観的に判断する

ことが難しいことが問題点として挙げられている。

その中で試合の『流れ』やリズムJ、そして、 fチ

ームフロアバランスjをチーム内の選手一人一人が

上手く拒段することカミ考慮出紛減、勝利を得るた

めの方策となる。すなわち、評価の観点治宝試合の結

呆やボール中心とした可視的なパフォーマンスの成

否の結果だけではなく、なぜその失敗が起こったの

かなど、勝利につながるための客観的な評価をもと

にした原因や失敗をなくすための方法が明確になる

と考えられる。

目的

本研究では、パスケットボールにおける攻準局面

での選手の位置情報データから攻準局面に求められ

る専門的技術要因をデルファイ法により尺度化し、

オフェンス構造の因果関係を検討し、勝敗によって

因果縛造が異なるかどうかを明らかにすることを目

的とした。さらに、勝敗別の特徴的な要因を検討す

ることも目的とした。

方法

切りーグ初08・20ω、ン}ズン、ライジング福岡の
ゲームを分析対象とした。

対象ゲーム数:勝利8グーム、敗戦8ゲーム、計

16ヂーム攻撃技能の仮説綿造を構築するために、攻

撃局面における攻事パフォーマンスを抽出し尺度化

した。バスケット指導者3名によるデルファイ法を

伴う相生襲因分析を用いて、攻撃局面に従うパフォ

ーマンス構造を定性的に抽出し尺度化した。攻掌局

面は、相手チームからポールを獲得してからオフェ

ンスアクション(しかけ局面)を起こすまでの局面、

オフェンスアクションを起こしてからシュートを打

つ前までの局面、シュートを打つ局面の三つから構

成されると仮定し、それぞれ，をつくり局面、しかけ

局面、くずし局面として、これらの局面について測

定項目および尺度を設定し丸測定したデータにつ

いて、因子分析を行b¥構造方程式モデリングを用

いてオフェンス構造の因果関係を求めた。また、勝

敗別の構造方程式モデヲングの結果から、勝敗別に

攻撃局面の比較をした。

結果廊崎察

1)勝蜘Uで比較した場合、勝利するためには、パッ

クコートのっくり局面において試合の状況を把鎧し

て、フロントコートまでの時間に緩急を付けてオフ

ェンスを組み立てていくことの必暑弛が示唆された@

2)ボ-}Vマンがフロントコートに入った時点で、ボ

ールサイドに3人ウィークサイドに2人のフロアバ

ランスを考えて入ることの室劃邸主示唆された。

3)1勝。した試合では、 3Pシュート、ミドルレンジ、

ゴール下をバランス良く攻めている倒旬があった。

4)くずし局面では、 3人から4人のオフェンスりバ

ウンドに参加することが勝利に近づくための要因で

あることが分かった。

s)勝利した試合は4人がオフzンスリパウンドに

参加している傾向が多く、敗戦した試合は、 1人し

か参加していない傾向が多かったe

以上のことから、試合を勝帯IJするために瓜フロ

ントコートまでの時間に緩急を付けて運び、フロン

トコートに入る際に、ポールサイドに3人ウィーク

サイドに2人の配置のフロアバランスを考えて入る

ことが重要であり、シュートは 3Pシュート、ミド

ルレンジ、ゴール下とバランス良く打ち分けて、オ

フェンスリパウンドに3人から4人参加することが

勝利jに近づくための要因であることが分かった。
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パスケットボールのゲ}ムにおけるショットエPア別のショット数
と成功率

一競技年代による比較ー

0大山泰史(福岡教育大学大学院)

キーワード:バスケットポールショット競技年代ショット成功率ショット数ルールショットエPア

目的

本研究では、ショットするエリアによってショッ

ト数、ショット成功率が実際においてどのようにな

っているれその現状を調査分析ずることを目的と

した。

一般的に、パスケットボールのショットはりング

に近ければ容易であり、リングから遠くなればなる

ほど難易度を婚すと考えられる。しかし、 1985年に

スリーポイントが導入され、長距離ショットの盆要

性と価値は年々高まっていると考えられる。

そこで、ショットに関する一樹句な考え方と国際

パスケットポール協会 (FIBA)の考え方は、実際に

現状にそくしているのかということを知るために実

施調査にのりだした。

方法

調査対象は、男子学生の全国トップレベルのチー

ムもしくは、それに瞥ずるチームとし、中学生4試

合のペ8チーム、高校生5試合のペ10チーム、大学

生6試合のペ.12チーム、計15試合のペ30チームと

した。これらの試合を、インターネットの動画副言

やVfRを利用しデータ収集を行なった。

ショットエPアは、 2点エリアをペイントエリア

(以下PAとする)とツーポイントエヲア(以下2PA

とする)に分け、 3点エジア(以下3PAとする)と

フりースロー〈以下Ffとする)の4つに分類した。

結果・考察

大学生のショット数は、目先.>3目先.>2臥〉打となっ

た。ショット成功率は、円>PA>2PA>3PAとなった。

有意差は、ショット数とショット成功率の両方の

2PAと3PAに有意な差は認められなかったが、その

エりア間以外には1')併く準で有意な差が認められた。

この事から、大学生のショットエリアは、範囲が広

くショットの距離による難易度は低いと考えられ、

2PAと3PAのどちらからショットを撃っても変わり

はないと考えられる。この要因としては、習熟度や

体カ、筋力が高いということでショットエPアが広

がるということが考えられる。そのため、どのエP
アからでもショットが懇てるのでショットセレクト

が良くなりショット成功率が高まったと考えられる。

高校生のショット数は、大学生と同じであったが、

ショット成功率は3PA>2Bえとなった。 2PAと3PA

のショット成功率に有意な差は認められなかったが、

その他のエリアには有意な差が認められたーこの事

から、大学生と同じように習熟度が高くショットエ

リアが広がっていると考えることができる。しかし、

ショット数は3PAの方が多い事から、高校生にとっ

て2PAでのショットは難易度が高いと考えられる。

これは、2PAでのディフェンス〈以下DEFとする)

の影響が強くノ}マークを作る駒灘しいと考えら

れる。

中学生は、ショット数が他の競技年代と異なり特

側代、3臥.<2PAのショット数が多かった。これは、

リングから遠いショットは難易度が高いということ

である。この要因としては、習熟度、体格、筋力が

他の競技年代に比ペ劣るためと考えられる。

全体を見てもショット数は、 3PA>2PAとなってお

りスリーポイントショット俣距離ショット)の価

値が高まっている。難易度としては、容易になって

いる。そのため、一般的にヲングに近'¥1'¥:1:.9アのシ

ョットが容易というのではなく、2PAよりも3PAの

方が容易にショットを行える現状がある。

よって、今回の国際パスケットポー'JL連盟(FJBA)

におけるかール改正の理由は、長距離ショットが容

易になってきているという現状を踏まえて行われJた

ものと考えられる。
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九州体育・スポーツ学会事務局ニュース

2010年 12月 九州体育・スポーツ学会事務局

1 .九州体育・スポーツ学会第 1回理事会報告

日時:2010年 8月 28日 8時 30分--10時

場所:鹿児島女子短期大学 307教室

開会挨拶:金崎会長

大会委員長挨拶:内山弘訓大会委員長(鹿児島女子短期大学)

定数が確認され、理事会の成立が確認された。

【報告事項】

1. 2009年度 活動報告(資料 No.1)

1) 総務委員会(大柿理事長)

2) 大会企画委員会(橋本副会長)

3) 研究推進委員会(井上副会長)

4) 編集委員会(問中副会長)

5) 学会事務局(則元事務局長)

2. 新入会員について(則元事務局長) (資料 No.2) 

3. 日本体育学会総会報告(則元事務局長) (資料 No.3) 

4. その他

【協議事項】

1. 2010・2011年度理事の補充について(金崎会長)

原田奈名子氏の移動に伴い、中島憲子氏を会長が理事に推薦し、承認された。

2. 2009年度学会賞等について(学会賞選考委員会) (資料 No.4)

井上副会長より、優秀論文賞は「該当者なしJであることが承認された。また、奨励賞は

1件が推薦され、承認された。詳細は下記の通り。

奨励賞:行賞鉄平・中西純司(筆頭執筆者:行賞鉄平 I1976年 3月 29日生)

「総合型地域スポーツクラブ会員の運営参加とソーシャル・キャピタルの関連性J

第 24巻第 1号

3. 2010年度課題研究助成の推薦について(課題研究選考委員会) (資料 No.5)

井上副会長より説明があり、課題研究 l件が推薦され、承認された。詳細は以下の通り。

課題研究 1 斉藤篤司(九州大学・健康科学センター)

「音楽が自己選択ベースでのランニングに及ぼす生理心理的効果J

4. 2009年度会計決算・監査(事務局) (資料 No.6) 

井福会計担当より説明があり、また柿原一貴氏より監査報告があり、承認された。

5. 2011年度事業計画(案) (事務局) (資料 No.7) 

員Ij元事務局長より説明があり、承認された。

6. 2011年度一般会計・特別会計予算(案) (事務局) (資料 No.8)

井福会計担当より説明があり、承認された。
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7. 学会年度会費の自動引き落としについて(事務局) (資料 No.9) 

則元事務局長より、年会費の自動引き落としについて説明があり、会費は原則自動引落

しにすることが承認された。

8. 次期事務局について(事務局) (資料 No.10) 

則元事務局長より次期事務局について、当番大学は、鹿屋体育大学(鹿児島県)、事務局

長山崎利夫氏、庶務担当竹下俊一氏、会計担当前田博子氏(鹿屋体育大学)、監事古村溝氏

(鹿児島国際大学)、小松恵理子氏(鹿児島女子短期大学)との説明があり、承認された。

9. 2011年度第 60回学会大会の主管大学および期日について(大会企画委員会)

則元事務局長より、第 60回学会大会の主幹大学は名桜大学(沖縄県)にて 8月 27日・ 28

日に開催されることが承認された。

10. 2012年度第 61回学会大会の開催地区について(総務委員会)

金崎会長より、第 61回学会大会の開催は、宮崎県が開催地区の提案があり、承認された。

11.その他

理事より，東京体育学会や大阪体育学会は(社)日本体育学会の支部を兼ねる独立学会であ

りながら，日本学術会議の登録団体として近年認可されており，九州体育・スポーツ学会の

日本学術会議登録団体への申請についても総務委員会にて検討の上，早期に申請し，機関誌

『九州体育・スポーツ学研究』が日本学術会議登録団体機関誌に位置づけられるように，諸

手続きをお願いしたい旨発言があった。

ll. 九州体育・スポーツ学会 第 2回理事会報告

期日:2010年 8月 28日(土) 12: 00 -12 : 40 

場所:鹿児島女子短期大学 307教室

【協議事項】

1 .委員会内容の確認と構成員の決定

( 1 )理事の補充

則元事務局長より、第 1回理事会で原問奈名子氏の移動にともない中島憲子氏を理事に推

薦し、承認された経緯.の説明があった。

( 2) 委員会の役割分担

則元事務局長より、参考資料にもとづいて委員会の構成についての説明がおこなわれた。

その後、委員会所属希望調査をもとに大会企画委員会、研究推進委員会、編集委員会の役割

分担を行い各委員会の所属が決まり、承認された。

2.その他

橋本副会長(大会企画委員会委員長)より、これまでの大会発表数の推移の報告があり、

今後の発表数の増加対策に関して意見交換が行われた。また大会の分科会の現状報告があっ

た。

DI. 九州体育・スポーツ学会総会報告

日時:2010年 8月 281:1 16時 40分~

場所:鹿児島女子短期大学 記念ホール



開会挨拶:金崎会長

大会委員長挨拶:辰村吉康(鹿児島女子短期大学学長)

議長選出:金崎会長

定数が確認され、総会の成立が確認された。

【報告事項1
1. 2009年度活動報告
1)総務委員会(大柿理事長) (資料 No.1) 
2. 新入会員について(事務局)
3. 2009年度学会賞について(井上副会長) (資料 No.1) 
1)優秀論文賞:該当なし

2) 奨励賞:行賞鉄平氏(共著者:中西純司氏)
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「総合型地域スポーツクラブ会員の運営参加とソーシャル・キャピタルの関連性」
九州体育・スポーツ学研究、第 24巻 l号

4. 2010年度研究助成について(井上副会長) (資料 No.1) 
1) 課題研究:斉藤篤司氏

「音楽が自己選択ペースでのランニングに及ぼす生理心理学的効果J
2) 一般研究:該当なし

5. 九州体育・スポーツ学会第 60回大会 (2011年度)について(事務局)
第 60回学会大会の主幹大学は名桜大学(沖縄県)にて 8月 27日・ 28日開催されること
が報告された。

6. 九州体育・スポーツ学会第 61回大会 (2012年度)の開催地区について(事務局)
第 61回学会大会の開催は、宮崎県が開催地区の提案が報告された。

7. 平成 22年度(社)日本体育学会総会報告(事務局則元事務局長) (資料 No.1) 

8. その他

【協議事項】

1. 2010・2011年度理事の補充について

則元事務局長より、原田奈名子氏の移動にともない中島憲子氏を理事に推薦したことの説

明があり、承認された。

2. 2009年度会計決算・監査(事務局)

井福会計担当より、資料 No.2に基づき説明があり、引き続き柿原一貴氏より監査報告が

あり、承認された

3. 2011年度事業計画(案) (事務局)

則元事務局長より、資料 No.3に基づき説明があり、承認された。

4. 2011年度一般会計・特別会計予算(案) (事務局)

井福会計担当より、資料 No.4に基づき説明があり、承認された。

5. 学会年度会費の自動引き落としについて(事務局)

則元事務局長より、資料 No.5に基づき説明があり、承認された。

6. 次期事務局について(事務局)

則元事務局長より次期事務局について、当番大学は、鹿屋体育大学(鹿児島県)、事務局

長山崎利夫氏、庶務担当竹下俊一氏、会計担当前田博子氏(鹿屋体育大学)、監事古村溝氏

(鹿児島国際大学)、小松恵理子氏(鹿児島女子短期大学)との説明があり、承認された。

7. その他

1 )山崎利夫氏より、資料 No.6に基づいて、新事務局及び新事務局担当者の紹介があった。

また鹿屋体育大学(鹿児島県)で平成 23年 9月 25日から 27日に開催される第 62回日本

体育学会についての紹介があった。

2)柳敏晴氏より、名桜大学(沖縄県)で 8月 27日・ 28日に開催される第 60回九州体育・
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スポーツ学会大会の紹介があった。

3) 第 59回九州体育・スポーツ学会大会実行委員長の内山弘訓氏より開催状況の報告があ

った。

4) 学会奨励賞の授賞式が行われた。

N. 事務局からのご連絡

1 .会計

来年度から、九州体育・スポーツ学会のみの会員の方に会費の自動引き落とし手続きを行っ

ていただくことが総会で決議されました。

会員のみなさまにはメーノレで手続き等のご案内をいたしますので、ご協力よろしくお願い

します。

2. 事務局長

日本学術会議登録団体へ申請中です。 2011年の 3月末までには結果が出る予定です。



編集後記

第25巻1号をお届けします。本号は鹿児島で開催された第59回大会の抄録集となっています。本号掲殺のタイ

ミングに間に合う論文投稿がなかったのがいささか残念ですが、 ζの抄録集に収められた発表の中からも、もう

一歩チャレンジして飴文や資料としてまとめ、述からず投稿していただけることを期待しています。

本学会誌の論文審査過程ではこれまで、査読にあたってくださる先生方のご協力と投稿者の熱意によって、よ

り質の高い研究に、研究発表にと育んでゆく方向で往復がなされています。投稿を年中歓迎しています。

編集委員会では、会員、役員の皆さまと共に、本学会ならではのよりよい学会皆、のありかたを模索してゆきた

いと考えています。ご意見、ご要望もどうぞお寄せください。

編集委員会

田中宏暁(編集長〉

谷口勇

栗原 簿
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